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はじめに
　「平成28年熊本地震」の発生から５年が経過しました。死者
268名、負傷者2,736名、住宅の全壊・半壊43,031棟（い
ずれも令和4年2月 10日現在）などの甚大な被害が発生しま
したが、本県は「創造的復興」の精神のもと、着実に復旧・復
興の歩みを進めています。
　また、一昨年の７月には、八代・球磨・芦北地域を豪雨が襲
い（令和 2年 7月豪雨）、死者 65名、負傷者 50名、住宅の
全壊・半壊4,609棟（いずれも令和４年２月３日現在）などの
被害をもたらしました。本県では、「令和2年 7月豪雨からの
復旧・復興プラン」を策定し、熊本地震からの復旧・復興と併せて、
県全体で様々な取組みを進めています。
　さて、「平成28年熊本地震」の発生後、本県は全国から様々
な支援を受けました。特に被災学校については、兵庫県の教職
員で構成される「震災・学校支援チーム（EARTH）」から多大
な支援を受けました。その時配付された『EARTHハンドブック』
が避難所対応や学校再開に大いに活用されたことから、本県で
は、同ハンドブックに熊本地震で得られた経験等を加え、平成
29年 12月に『防災教育と心のケアハンドブック』を作成し
ました。また、平成 30年 6月には、「震災・学校支援チーム
（EARTH）」を参考に「熊本県学校支援チーム」を発足させ、大
規模自然災害発生時に被災地の学校教育の早期復旧を支援する
体制を整備しました。
　その後、「熊本県学校支援チーム」が「大阪北部地震」や「西
日本豪雨」（ともに平成30年）等の県外の大規模自然災害、また、
一昨年の「令和２年７月豪雨」で支援にあたる中で、災害の初
動期において、学校現場の方々がより利用しやすいハンドブッ
クにする必要があると考え、構成を全体的に見直し、タイトル
も改めました。その結果が本書になります。
　近年、地球規模での気候変動が見られる中、大規模自然災害
の発生率及び危険性は増していると言われており、防災・減災
意識を高める必要性に迫られています。
　今後、学校関係者が本書を有効に活用し、大規模自然災害時
における緊急の対応に備えるとともに、災害が発生した際には、
学校再開に向けて組織全体で対応し、被災した児童生徒の細や
かな心のケアにあたっていただくことを願っています。

　令和４年３月
熊本県教育長　古閑　陽一　
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Ⅰ章　１　発災から平常に向けた動きの流れ

１　発災から平常に向けた動きの流れ
学校再開

発　災

学校再開

平常授業

１年後

食　事心のケア 避難所（学校等）

アニバーサリー
反応への対応
（12、50、　 　
92～118）

学校給食再開
（43）通常の教育活動

備蓄品の配布
（35）

避難所開設
（21～23）

避難者誘導・名簿作り
（22～24）

自治組織による運営
（27）

トイレ等環境整備
（28、29）

閉　所
（42）

ボランティア要請
・受入れ（33、34）

救援物資配布
（32）

炊き出し
（36～38）

簡易給食・弁当
（11、43）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
（
16
、17
、47
）

給
食
再
開
準
備(

11)

健　

康　

チ　
ェ　
ッ　

ク　

等　
（
12
〜
15
、44
〜
50
）

家庭等訪問教育委員会等との協議
（４）

応急教育準備
（５～７）

応急教育実施
（40～43）

児童生徒等安否確認（3）

学校災害対策本部設置（3）

被害状況確認・報告
（４）

※数字は参照ページ数
※太枠内が学校関係部分
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

☆　学校の早期再開に向けた流れを理解する。
☆　災害の種類や規模に応じて柔軟に対応する。

［１日目］
【児童生徒が在校中の場合】　　　　　　　　　　【留意点】

２　学校再開に向けたポイント
⑴　学校の早期再開までの流れ

災害の発生・安全確保 ※津波発生時はさらに
第２次避難場所へ避
難誘導（空地・高台
等）

※児童生徒が在校時以
外も、教職員が学校
へ参集し、児童生徒
の安全確認をする。

※大津波・津波警報が
解除されるまで引き
渡しは行わず、学校
等に待機させる。

※公共交通機関を利用
して通学している場
合は、その状況を確
認する。

避難誘導（第１次避難場所へ）

児童生徒・教職員の安全確認
病院等の医療機関との連携のもと
１　安否確認
２　健康状態確認

学校災害対策本部の設置
１　第１次被害状況の調査
　⑴　児童生徒・教職員の被害状況調査
　⑵　校区等の被害状況確認
２　児童生徒の引き渡し
　　保護者への引き渡し
３　施設等の被害状況調査　※p8参照
　⑴　安全点検（施設設備）
　⑵　危険区域の封鎖と応急処置
⑶　被害状況の記録（写真撮影）と一
覧表の作成

　⑷　避難所開放区域の明示
４　学校周辺の被害調査　※p9参照
　⑴　通学路、校区の被害状況調査
　⑵　ライフラインの被害状況
　⑶　校区地図への被害状況の記入
５　防災担当部局や地域との連携
　　災害情報の収集と整理　※p10参照
６　教育委員会への災害状況の報告
　　報告書の作成

⬇

⬇

⬇
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

［２日～７日目］

【８日目～】

教育委員会等との協議・調整

教育委員会への報告

応急教育の実施に向けての準備完了

学校再開

第２次被害状況の調査
１　児童生徒の被災状況調査
２　教科書・学用品不足調査
３　児童生徒や保護者への声かけ（心のケアにつながる）
４　被災児童生徒の避難先確認（転校手続き）

教育委員会等との協議調整
１　応急教育計画の作成・カリキュラムの作成
２　応急教育の教材確保
３　学校給食再開に向けた準備
４　間借り先関係校の選定・調整

避難所の縮小・解消
１　避難所の自主防災組織・防災部局との協議連携
２　学校再開のお知らせ作成

教育委員会・関係校等との協議・
調整（長期的な課題等について）

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

※「学校再開の時期」については、教育
委員会や関係機関と協議・連携を図
りながら、原則として行政が伝える。
※「すぐに出て行け」と受け取られない
よう注意する。
※再開後の児童生徒の活動エリアを
周知する。

１　阪神・淡路大震災時
⑴　被害が大きな地域の学校では、児童生徒の安否確認に１週間を要したところも多かった。
⑵　教職員の中にも被災者がいたため、地震後、全ての教職員が集まったのは、地震発生から６日後であった。
⑶　電話・家庭訪問で連絡がとれなかったが、学校再開の貼り紙を見て登校した児童生徒もいた。
　　登校日、約半数が登校し、生徒４名の死亡が判明した学校もあった。

２　東日本大震災時
⑴　安否確認の方法として、電子メールが機能した。
⑵　電話等が使えないときは、自宅訪問、友人・地域住民からの情報提供、掲示板へ
の貼り紙による情報確認等も重要な手段となった。

３　平成28年熊本地震時
⑴　安否確認の方法として、ＳＮＳやメールが効果的であった。
⑵　児童生徒の安否確認は、電話で連絡がつかない場合、家庭訪問ですべて行った。

【参考】 安否確認
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

☆　応急教育の実施に向けた流れを把握する。
☆　職員会議で情報を共有し、組織的に対応する。
☆　ＰＴＡ、地域へも協力を求める。

［１日目］
児童生徒の収容、安否確認
児童生徒の引き渡し
職員会議
　１　避難所チェック・危険箇所明示
　２　学校の開放区域を明示
　３　避難所開設　※基本的に市町村が対応
学校の被害状況の調査（写真撮影）
［２日目］
児童生徒・家族の安否確認
各家庭の被害状況の把握
教材教具の被害調査
職員会議
　１　被害児童生徒の情報共有
　２　避難状況の情報共有
　３　教職員の仕事分担
　４　教育活動のための場所の確保
　５　被害児童生徒への心のケアについて
　６　教材教具の確保
　　⑴　不足分を教育委員会へ要請
　　⑵　卒業生、地域の人たちへの呼びかけ
　７　近隣校等への教職員の応援要請
　　　（ローテーションの確立）
　８　ボランティアへの連絡等
［３日～７日］
職員会議［３～４日］
　１　学校再開のお知らせについての打ち合わせ
　２　学校再開後の学校運営についての打ち合わせ            
　３　避難所との調整
　４　児童生徒の安全確保の検討
　５　授業形態の検討（短縮、二部、分散授業等）
　６　教職員の役割分担の明確化
　　　（引率、渉外、時間割作成等）

⑵　応急教育に向けた流れ（例）
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

職員会議［４～５日］
　１　児童生徒の現状確認
　　　（安否確認及び家庭訪問等で得た情報の共有）
　２　避難所運営状況の報告
　３　校舎の状況確認
　　　（安全確認及び施設・設備の応急補修）
　４　通学路や校区の状況確認
職員会議［５～６日］
　１　校舎の使用状況を判断
　２　転出児童生徒の状況確認
　３　職員の役割分担
　　⑴　学校再開に向けたお知らせ
　　⑵　授業再開に向けた環境整備
　　⑶　教材教具の整備
　４　授業形態の検討
　　　（短縮・二部・分散等）
　５　応急教育計画の作成
職員会議［６～７日］
　１　応急教育計画の策定
　２　学校再開のお知らせの配布（p152参照）
　　⑴　家庭訪問　　⑵　防災無線
　　⑶　掲示板　　　⑷　テレビ、ラジオ
　　⑸　メール　　　⑹　学校ホームページ
　３　避難所の支援活動の縮小
　４　学校再開の準備
［８日目～］
学校再開
各家庭の被害状況の把握
※児童生徒の出欠を含め、健康状態の確認と校内での共有
授業実施形態に合わせた教員の分担
　１　授業を行う教員
　　⑴　短縮授業（相互に応援）
　　⑵　二部授業（できる限りその学校の教員で対応する。）
　２　教員のローテーションの確立
保護者・児童生徒への連絡
　１　全校集会（校長講話など）
　２　授業形態の連絡
　３　学級活動・ホームルーム（子どもと共感的に向き合う）
　　　※心のケア
　４　保護者引き渡しによる下校
　５　簡易給食について
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

○教育班（教務部、進路部）
　・学校再開に向けて　　　
　・応急教育の在り方
　・生徒被害状況の把握　　
　・通学路の被害状況の把握
　・教育環境の整備
○心のケア班（教育相談部、保健部）
　・生徒、職員の心身の状況把握
　・生徒、職員への心のケア
○施設整備班（事務部、図書部）
　・施設や設備の被害調査　
　・教育環境の整備（ハード面）
○行事計画班（総務部、生徒指導部）
　・今後の行事
○情報発信班（研究企画部）
　・生徒、保護者への情報発信
○県への報告、報道対応（副校長、教頭）

【参考】 学校再開に向けた県立高等学校の班編成の事例
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

☆　学校再開まで毎日点検し、その情報は避難住民にも公表
する。

☆　重点点検箇所は専門業者に依頼する。
☆　危険箇所を分かりやすく表示する。
☆　片付ける前に記録写真を撮っておく。

［作業手順］　※参考様式はｐ146～ 147
１　点検箇所を校務分掌、防災計画等をもとに決定
※　できるだけ複数名で点検を実施する。
※　学校再開まで毎日点検を実施する。

２　重点点検箇所（電気、ガス、水道、排水、下水、トイレ等
に係わる場所）の確認
※　理科室、家庭科室、事務室、職員室、保健室、給食室、
トイレ等の電気、ガス、水道に係わる場所の点検には、で
きるかぎり多くの人員と十分な時間を充て、異常を確認し
た場合、専門業者の点検を実施する。

３　必要物品
　　・校舎配置図　　・カメラ　　・筆記用具
　　・（必要に応じ）使用禁止表示
４　点検項目の確認
※　落下物、突起物等、学校再開の際に児童生徒に危険を及
ぼす恐れのあるものについて、漏れなく点検できるよう点
検項目についての事前確認をする。　

５　点検表に点検結果を記入
※　使用の可・不可、応急修理の要・不要、立入禁止措置の要・
不要を必ず記入する。

６　避難者、児童生徒、それぞれの立入禁止区域の表示 
※　障がい者や外国人等の災害時要援護者にも配慮して表示
する。

７　一覧表にまとめ学校災害対策本部や教育委員会に報告
８　点検結果を模造紙等に拡大した校舎配置図に記入
※　点検結果は、職員室に掲示するとともに避難所にも掲示
し、避難住民にも情報提供する。

　（二次被害を防ぐ上でも重要）
※　色分けなどで危険箇所を分かりやすく表現する。

９　応急補修の実施

⑶　施設・設備の被害状況調査
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

☆　校区の被害調査は心のケアも兼ねて行うと良い。
☆　被害状況調査をもとに住民と情報を共有し、新たに安全
な通学路を設定する。

１　安全な通学路設定までの手順
⑴　市町村災害対策本部、警察署、消防署等から情報を収集し、
模造紙大の１枚の校区地図に情報を記入し、一元的に把握
する。

⑵　複数でチームを組み、安全確認のため校区を調査する。
⑶　危険箇所を校区地図に書き込み、災害状況地図を作成す
る。（情報伝達用）また、収集した情報は、地域住民とも共
有する。

⑷　災害状況地図をもとに新たな通学路を決定する。 
２　必要物品
①児童生徒の通学路を明記した校区地図 
②筆記用具　　　③カメラ

３　被害調査時の確認事項
　⑴　危険箇所を確認する。
⑵　児童生徒の在宅時は、家庭訪問をして心のケアにつなが
る声かけを実施する。

　　［危険箇所確認項目］　　　　　　　　【記入例】
被害状況 マーク例

道路の亀裂・陥没 ×
ガス漏れ Ｇ
崖崩れ Ｋ
路肩崩れ Ｒ
橋の破損 ×
家屋倒壊 Ｔ
火災現場 Ｆ

⑷　校区の被害状況調査

平成28年熊本地震時
　小中学校では、各学校の教職員が学校再開前に通学路の安全を確認した。ま
た、地域や保護者と連携して、細部にわたり安全確認をした学校もあった。学
校再開後には、教職員が通学路で児童生徒に安全指導を行った学校もあった。
校区内の通学路が遮断された市町村では、スクールバスの運行や、臨時に中学
生用の寄宿舎を確保する学校があった。
　通学路が広範囲な高等学校や特別支援学校にあっては、学校近隣の安全は教
職員が確認し、それ以外は各自で確認してもらい、保護者の同意と生徒自身の
判断を求める等して対応した。

（各学校の聞き取り調査から）

【参考】 通学路の安全確認
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

☆　確かな情報源から収集する。（伝聞に頼らない）
☆　情報収集手段を工夫する。
☆　簡潔な情報を連絡・発信する。

１　収集すべき情報
⑴　通学路や校区の被害状況及び復旧状況
　○水道　　○ガス　　○電気　　○交通機関
　○家屋の倒壊　　○火災発生　　○道路　　○その他
⑵　児童生徒及び教職員の被災状況
　○安否（家族も含む）　　○家屋　　○避難先
　○登校・出勤の可否
　○児童生徒の転出入状況
　○学用品などの不足状況
⑶　学校内の施設、設備、教具等備品の被害状況
　○学校避難所の運営状況
　○避難者数、避難所となっている校内施設
　※　デマ・流言を防止するためにも、必ず事実確認を行う。

２　発信すべき情報　
⑴　休校及び学校再開のお知らせ
⑵　安否確認できない児童生徒について
⑶　通学路や校区の被害状況及び復旧状況等
　※　メールやホームページ等の活用
　　・児童生徒　・避難住民　・地域住民
　　・報道機関に向けて

３　市町村教育委員会への報告
⑴　児童生徒の人的並びに教科書被害状況
⑵　教職員の被害状況
⑶　避難者受け入れ状況
⑷　施設の被害状況
⑸　休校状況
⑹　給食施設の稼動状況及びその他特記事項
　※　速やかに確認できたものから報告する。
　※　第１次、第２次‥と時間を追って最新のデータを報告する。
　※　情報収集に時間がかかるという理由で報告を遅らせない。

⑸　災害情報の収集と発信
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Ⅰ章　２　学校再開に向けたポイント

☆　学校給食の早期再開は精神的・肉体的に大きな役割を果
たす。

☆　学校給食再開に向けての検討事項
　○　給食施設・調理師の状況
　○　ライフラインの状況
　○　食材確保の見通し
　○　献立
☆　学校と行政との連携がポイントとなる。

１　教職員・行政との連携
⑴　災害発生後、数日を経て避難所運営が軌道に乗り始めた
段階で、学校再開と並行して学校給食再開への計画を立案
する。

⑵　学校再開に向けた活動との連絡調整を密にする。
①　給食施設（本来の施設・他の施設・近隣学校との合同・
近隣市町村からの協力）の稼動を検討する。

②　食材の確保（炊き出しと並行して、長期的な食料確保
の確認）を検討する。

③　献立（完全給食・簡易給食・弁当給食）を検討する。
⑶　教職員と行政との連携を図り、給食施設・ライフライン
の復興状況を把握し、再開の目途をつける。

２　学校給食再開への手順
⑴　学校給食再開において、給食時間の調整と児童生徒への
給食指導を検討する。

⑵　学校給食再開時、完全給食が困難な場合、短期長期の簡
易給食を検討する。

○調理をしない簡易給食の例
パン、牛乳、
ソーセージ、
ヨーグルト

パン、牛乳、
ジャム、チーズ

パン、牛乳、
ゼリー、ナッツ

○おかずの一部について調理した給食の例
パン、牛乳、
シチュー、バナナ

パン、牛乳、
野菜スープ、リンゴ

パン、牛乳、
わかめスープ、ミカン

（『学校給食の手引き～運営・管理編～』より）

⑹　学校給食再開に向けて
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

☆　症状は時間経過や年齢等によっても異なるので特徴を理
解しておく。

☆　災害に遭遇した時、様々なストレスがある。
☆　災害時等の異常事態に当然起こりうる反応がある。

災害時の恐怖
（トラウマ）体験

災害による
喪失体験

継続する
ストレス

対応
学校・教職員

災害発生 マヒ（凍りついた記憶・
その時のことが思い出せ
ない）
逃避（思い出したくない）

無感覚 安否確認
状況把握

再体験（フラッシュバッ
ク・悪夢・災害遊び）［安
心できると再体験反応が
あらわれやすい］

否認（そんな
はずはない）
絶望

避難所生活の
ストレス

狭い場所でできる体遊び・
スポーツをさせる

食事の工夫

回避［直後の回避に対処］怒り（なぜ自分に）
過覚醒（イライラ・過敏・
入眠困難） リラックス体験

学校
再開 抗うつ 日常生活（睡眠・食欲・

学習・遊び）を支援
心のケアを取り入れた避
難訓練

仮設住宅によ
るストレス

健康チェックとストレス
マネジメント

行動化（けがが増える） 受け容れ 災害を連想させる教材の
使用を控える
転校生へのケアを行う
（転出先との連携）
日常生活体験を表現させ
る（壁新聞、せんせいあ
のね作文）

６ヶ月後 自責・無力感・不信感・
孤立感（マイナス思考

喪の作業※１・心と体の
ストレスチェックとスト
レスマネジメントを行う

回避
１年後

アニバーサリー反応※２
アニバーサリー反応への
対処
心のサポートを取り入れ
た表現活動

10年後 災害時幼児だった子ども
のトラウマ反応

“津波 ”“ 地震 ”言葉は安全
であることを伝える※３

※（　）は具体例等、[　] は留意点を表す。
※１　喪の作業とは心の中に亡くなった方を生かす作業のこと。
　　（追悼文集、献花、送る会等）
※２　アニバーサリー反応とは、慰霊式等が刺激となり症状が再発すること。
※３　ｐ50の２（１）参照

３　心のケアのポイント
⑴　災害による心身の変化と対応
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

１　学校再開から１年～２年間は、クラス単位・学校単位での被災体験の表現
活動は行わない方がよい。（慎重であるべき）
※　ただし、壁新聞、せんせいあのね等の文章表現等、日常の表現活動で、
自発的に子どもが表現したものは大切に扱い、本人の了解を得られたら、
クラスの子どもに紹介する等分かち合いを行う。（急性期に被災体験の表
現を強いることは、強いフラッシュバックを誘発させ、回避を強める危険
性がある。）

２　１以降にストレスとトラウマの心理教育、ストレスマネジメントとセット
で、子どものペースを尊重し、表現活動と分かち合いを行う。
【留意点】
①　１ヶ月前には保護者や子どもに活動内容を通知し、意見を求める。
②　午前中に少なくとも３授業時間（作文テーマのメモ、分かち合い、作
文・絵の活動）は確保する。落ち着くためのリラックス法を前後で行う。
スクールカウンセラーと共同で行う。

③　テーマは広く。「ありがたかったこと。がんばったこと。つらかったこ
と。将来やりたいこと。」

④　誰が読むのか事前に子どもと相談すること。
⑤　語り継ぐための資料として、残すときは、子どもと保護者の許諾をと
る。他にも10年後・20年後の語り継ぐ防災教育のために、破壊された校
舎の一部を保存しておく。（時計、児童生徒の机等）

兵庫県立大学大学院　冨永良喜教授　より提供

【参考】 被災体験を作文や絵に表現させることについて



14

Ⅰ
章

災
害
直
後
の
学
校
の
動
き

Ⅰ章　３　心のケアのポイント

１　災害が引き起こすストレス
⑴　災害時の恐怖や命に関わるような体験
⑵　災害による喪失体験（大切な人を亡くす、大切なものを
失う）

⑶　継続するストレス（避難所生活など二次的な生活ストレ
ス）が強い場合、以下の障がいを発症することがある。

２　災害後に引き起こりやすい心身の障がい
⑴　心的外傷後ストレス障がい（ＰＴＳＤ）
・災害・事故・犯罪・テロ等を体験する。または、目の当た
りにする。家族が被害に遭う。

・その時、戦慄恐怖を体験する（強い精神的衝撃）。
こうした体験による精神的な後遺症で、このような心的外
傷（心の傷）をトラウマという。

【心的外傷後ストレス障がい（ＰＴＳＤ）の主な症状】

ア　再体験
　原因となった出来事が、フラッシュバックによって思
い出されたり、夢に繰り返し登場したりすること。また、
出来事を思い出した時に動悸がしたり、冷や汗をかいた
りするといった身体症状も現れる。

イ　回　避
　原因となった出来事について、考える事や感情がわき
起こることを避けようとすること。
　出来事について話そうとしない。また、出来事の一部
を思い出せなくなることもある。

ウ　覚醒昂進症状（かくせいこうしんしょうじょう）
　睡眠障がい、イライラしがち、怒りっぽい、集中困難、
過度に警戒心を抱く、刺激に対する過剰反応。

　このような症状が１ヶ月以上続き、日常生活に障がいが生じ
ている時、心的外傷後ストレス障がい（ＰＴＳＤ）と診断される。

⑵　災害による心的ストレス
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

⑵　急性ストレス障がい（ＡＳＤ）
　　　出来事の体験直後に、強いストレス反応が起こること。

【急性ストレス障がい（ＡＳＤ）の主な症状】

　心的外傷後ストレス障がい（ＰＴＳＤ）の三大症状に加え
て、解離性症状（感覚や感情の麻痺、現実感等がなくなる等）
が現れる。ＰＴＳＤに移行するか、１ヶ月以内に回復する。

⑶　うつ反応
　喪失体験や恐怖体験により、無気力や孤立無援感（ひと
りぼっちという感情）や自責感（自分を責める）といった
感情が起こり、それがうつ症状を生み出すことがある。

⑷　心身症
　災害ストレスは、身体の弱い器官を直撃する。持病が悪
化したり、胃潰瘍・高血圧等の身体疾患を引き起こしたり
することがある。

⑸　問題行動
　　イライラしやすくなったり乱暴になったりすることがある。
※　障がいに発展している場合は、すみやかに医療機関に
つなぎ適切な対処を行う。いずれの障がいも、適切な治
療とケアで回復する。

セルフケアと心のケア

※　安全・安心・きずなをベースに、少しずつの表現とチャレ
ンジすることが大切。
「ストレスマネジメント理論による心とからだの健康観察と教育相談ツール集」より（冨永　良喜著）
※　発達段階に応じた心のケアへの対応はｐ45を参照
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

災害後の教師・カウンセラー・医師の役割（高橋、2005）

○教師の二つの役割は子どもの教育と子どものセルフケアの
援助を行うこと。

○教師はスクールカウンセラーとともに子どもたちがグリー
ンゾーンからイエローゾーンへ移ることを予防できる。

○教師は医療行為に従事しないが、医師と協力して子どもの
心のケアにあたる。

（高橋　哲、2005）

阪神・淡路大震災の影響により心の健康について
教育的配慮を必要とする児童生徒数の推移

小・中学校に在籍する要配慮児童生徒数の数は、平成10年度の4,106
名をピークに、全学年において着実に減少していき、平成21年度には
74名となった。

※要配慮児童生徒数が減少するまでには数年を要した。
「災害を受けた子ども達の心の理解とケア（研修資料）」より
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

要因別にみた個別に心のケアを必要とする児童生徒数の推移

※地震時のトラウマ（恐怖）による要配慮児童生徒数は減少
していくが、家庭経済や家族の要因による二次受傷により
配慮を要する児童生徒数は増加していく。

「震災を越えて」より

熊本地震後、スクールカウンセラー（ＳＣ）による
心のケアが必要と判断される児童生徒数の推移

　平成28年５月調査の4,277人をピークに、増減を繰り返しながら
減少している。
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震災の恐怖によるストレス
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経済環境の変化

学校環境の変化
通学状況の変化

その他

SCによる心のケアが必要と判断された児童生徒数の推移
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

☆　教職員は「燃えつき症候群」に陥りやすいので、定期的
な休息をとる。

☆　セルフケアは「がんばりすぎないこと」を合言葉に行う。

１　教職員を襲うストレス
⑴　被災者の支援に当たる教職員も大きなストレスを受ける。
⑵　自らも被災者である教職員は二重のストレスを抱える。
⑶　人間関係や個人の性格、周囲の環境、被災状況の差によっ
て、ストレスによる反応は大きく左右される。

２　ストレス反応　
［ストレス症状の自己診断］
□周囲から冷遇されていると感じる　　　□向こう見ずな態度をとる
□自分が偉大なように思えてしまう　　　□休息や睡眠をとれない
□同僚や上司を信頼できない　　　　　　□ケガや病気になりやすい
□ものごとに集中できない　　　　　　　□何をしても面白くない
□すぐ腹が立ち、人を責めたくなる　　　□不安がある
□状況判断や意思決定をよく誤る　　　　□頭痛がする
□よく眠れない　　　　　　　　　　　　□酒やたばこが増える
□じっとしていられない　　　　　　　　□気分が落ち込む
□人と付き合いたくない　　　　　　　　□問題があると分かりながら考えない
□いらいらする　　　　　　　　　　　　□もの忘れがひどい
□発疹が出る 　　　　日本赤十字社「災害時のこころのケア」（平成16年6月初版発行）より

※　上の症状が６～７項目以上当てはまる場合には注意が必要
３　ストレスの処理法
［ストレス処理］
・自分の感情を自然で避けられないものだと受け入れる
・恐怖や自分でもおかしいと思う感情も人に話す
・緊張に備えて、リラックスを心がける
・呼吸を遅くして、筋肉の力を抜く
・食事をよく取り、酒やタバコを控える　
・運動をする
・自分なりのストレス処理を行う
・要求される任務に応えられないときは日常業務をこなす
・日々の身の回りに起こる出来事に関与する
・新しい任務や自由や独立性を楽しむ
・自分の成長を自分で褒める
・同僚や家族の気持ちを理解する
・思い込みによって判断しないようにする
・焦点を絞って考える
・複雑な問題は要素ごとに分けて考える
・ストレスの症状に対して構えをする
・ストレスに対する反応は人それぞれ異なることを知る
・周囲の制約を認識し、自分に無理をさせない
・自分の好ましい姿を自分自身に言い聞かせる

日本赤十字社「災害時のこころのケア」（平成16年6月初版発行）より

⑶　教職員への心のケア・サポート
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Ⅰ章　３　心のケアのポイント

１　自分自身の限界を知り、自分を尊重すること
　生徒の危機援助は、先生方自身の喪失体験を更に強いものにする。生徒の
話を聞いたり、葬儀に参加したりすることは想像以上に大きな絶望感や無力
感に襲われ、深い悲しみの感情に曝される。無理をしていることを自覚し
て、積極的に自分自身のケアを優先する。
２　心と身体の健康に気を使うこと
　食事を十分に摂るように心がける。時には、空腹でなくても、食事をする
ことも必要である。被災地での食事は、ビタミンが不足しがちなので、緑黄
色野菜を多めに摂る等意識して補う。
３　誰かにサポートを求めること
　生徒への援助の仕事が忙しい時は、家族に援助を頼み、家事に関わること
等の負担を軽減してもらい、サポートしてもらえる体制を整えることが大切
である。
４　教職員同士でサポートすること
　大変な時期であるからこそ周囲の助けが必要である。また、自分が経験し
たことを伝えたり、困難な状況を共に乗り越えたりすることで、連帯感が強
まる。他者に対しても自分に対しても受容的な雰囲気を持ち、否定的な感情
が生じることも認めることが大切である。
５　笑いを忘れないこと
　深刻なときでも、冗談を言ったり、楽しい会話を楽しんだりすると心に余
裕が生まれる。笑顔は自分のためではなく、周囲の人まで気持ちを和らげる
効果がある。
６　楽しみを持つこと
　毎日時間との戦いであり、時間に追われていることと思うが、たとえ少し
の間でも何か楽しみや趣味の時間を持つことも大切である。他に被害に遭わ
れた方がいるとか、こんな時に不謹慎だと思いがちだが、職場の同僚と話を
したり、友達に会ったり、趣味やスポーツを楽しんだりすることで、緊張が
和らぐ。
７　一人で抱え込まないこと
　児童生徒への援助や災害地への訪問を行った後は、他の先生方と気持ち
や情報を共有するようにする。どうしても、一人で悩みを抱え込みやすく
なるので、先生方同士のコミュニケーションを積極的に取るようにする。
災害のトラウマ援助では、一日の活動の終わりに、卓球等の軽い運動を取
り入れる。

「災害を受けた子どもたちの心の理解とケア（研修資料）」より

【参考】 教員が燃え尽き症候群にならないために
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阪神・淡路大震災時
１　同じ学校で被災した教職員が多く、お互いを励まし合っていくことができ
たケースも少なくない。しかし、被災し精神的なショックを受けた教職員と
そうでない教職員が併存した場合、この意識のずれには十分配慮する必要が
ある。

　　また被害のほとんどない学校の教職員と被害がひどかった教職員との負担
の違いは時間が経てば経つほど多面にわたり明確に生じてくる。教職員間と
ともに学校間の協力体制の確立も必要である。

２　被災教職員の勤務を考えると、出勤可能な教職員の数に限りがあり、出勤
してくる教職員にはそれだけ大きく負担がかかる。

　　同時にその教職員も被災している。日帰り、宿直、日直勤務等の形態で勤
務する教職員の役割分担を明確にするとともに、服務条件も考慮する必要が
ある。さらに児童生徒への影響が大きいことを考え、被災者としての教職員
へのケアの在り方については、個人のプライバシーが守られ、安心してケア
を受けることができるシステムを関係機関とともに新しく構築していくこと
が求められる。

「震災を生きて」より

東日本大震災時
１　3.11の日、自分自身は津波は大丈夫だろうと思っていたことが悔しくて
震災後被災地を訪問した。その時に家の土台の上にぬいぐるみとお花が飾ら
れているのを見て、改めて人が亡くなっていることを実感した。

２　当時は体育倉庫の を預かっていた関係で遺体安置所の担当となり、遺族
との確認作業を手伝った。自分の家族は無事だったが、家は流されてしまっ
た。心にぽっかりと穴が空いているように思う。震災のことでまだ泣いたこ
とがない。泣くことができない。喪の作業についてどうすればよいか悩んで
いる。

３　転勤により学区が変わると何も話すことができないと感じている。教員も
半数以上が家がない状況で、心のケア・喪の作業について気になるが難し
い。

「平成27年度東日本大震災被災地支援活動報告」より

平成２８年熊本地震時
　防災教育の講話がちょっと辛かったです。
　昨年、学校と実家が被災して目の前のことをどうにかやってきたのですが
思った以上に自分の気持ちが疲れていることがわかりました。
　大きな被害を受けた地域では、まだまだ復興が始まったばかりで、そこの
地域で働く教職員は、子どもたちと同様に「心のケア」を必要としています。
　目の前の仕事を、確実にやっていく元気は取り戻せましたが、気持ちの中
にあるものを見つける時間も必要だと感じた研修でした。

小学校中堅教諭等資質向上研修を受けての小学校教諭の感想より

【参考】

【参考】

【参考】

教職員も被災者だった

心のケア研修での現地教職員の声

小学校中堅教諭等資質向上研修を受けての感想
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

４　（参考）避難所運営のポイント
⑴　避難所開設から運営へ
災 害 の 発 生

避 難 所 の 開 設

市 町 村 担 当 者 の 派 遣

避難所運営組織づくり支援支援

自治組織による自主運営

学校避難所対策本部設置

施設の安全確認及び安全確保
施 設 等 開 放 区 域 の 明 示

救 援 物 資 の 調 達 配 給
衛 生 環 境 の 整 備

避 難 者 誘 導

※平成28年熊本地震時は教職員が
避難所運営を行った学校もあった
が、基本的に市町村が行うため、
（参考）とした。但し、学校施設
を開放することになるため、市町
村との協力が必要になる。

・自主防災組織や市町村災害対策担
当部局等との協力体制の確立

・学校医・地域医師会との連携
・災害時要援護者への優先的配慮
・緊急車両等の場所の確保

・避難者名簿の作成
・避難所使用のマナーと一般的注意の徹底
・自家用車は原則、乗り入れ禁止
・負傷者等への対応

・配給時におけるトラブルの防止
・避難者数・物資配給経路の把握
・物資等の市町村対策本部への要請
・災害時要援護者、非常持ち出し品
のない家庭の優先

・トイレの管理（仮設トイレ設置含む）
・食中毒や伝染病、ゴミ処理など、
衛生面への配慮

・避難者生活秩序の管理
・避難者名簿の整理・更新・管理
・食料、飲料水、救援物資に関する業務
・衛生環境の整理
・情報連絡活動（緊急電話の設置、情報収集等）
・負傷者、病人への対応
・災害時要援護者への対応
・日本語の理解が不十分な外国人への配慮
・地域のボランティアセンターとの連携
・遺体の引渡し

・避難所運営委員会の設立支援
・班編成、班長会議についての助言
・避難所生活ルールについての助言

開設期間については、災害救助法に定
める７日以内とする。ただし、状況に
より期間を延長する必要がある場合、
自治体と協議の上、延長することがで
きる。

学校、市町村担当者、住民の代表者
などで構成

市町村長が避難所を開設
状況に応じて、施設管理者、自
主防災組織代表者等が応急的に
避難所を開設

教職員は学校再開に向けて、授業等の
準備、児童生徒の「心のケア」等、学
校・児童生徒にかかる業務に専念でき
る環境を整備する。
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑵　避難者の受け入れ

☆　施設の安全確認をした後、開放区域を明示する。
☆　災害時要援護者に配慮する。

１　人命を第一に考え、原則として以下の避難者の受け入れ
　⑴　住居を失った一般被災者
　⑵　住居を失った高齢者、障がい者等の災害時要援護者
　⑶　被災家屋に残る在宅被災者（食事の配給等）
　⑷　通勤者等帰宅困難者
　⑸　外国人を含む観光客等
２　避難場所
⑴　安全確認の判定結果で、使用不可と思われる建物の部屋
には避難者を立ち入らせない。既に避難者がいる場合は移
動させる。

⑵　避難者１人あたりの避難スペースは以下の最低面積を参
考に適切に公平に対処する。　　

１㎡…被災直後の一時避難段階で
　　　座った状態程度の占有が可
　　　能な面積。

２㎡…緊急対応期段階での就寝可
　　　能な面積。
　　　世帯ごとに間仕切りを用意
　　　する。

３㎡…避難所生活が長期化し、荷物
　　　置き場を含めた占有が可能
　　　な面積。更衣室（授乳所）など
　　　を確保し、避難者のプライバ
　　　シーを確保する。

⑶　災害時要援護者の避難場所はできるだけ1階に設置し、
利便性に配慮する。

⑷　障がい者等への配慮を適宜行う。
⑸　ペット同伴の避難者に配慮する。
⑹　トイレの必要数確保に努める。
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

１　阪神・淡路大震災時
　阪神・淡路大震災では、学校施設が多くの人々の避難場所として大きな役
割を果たした。1月 23日には1150カ所の避難所に約32万人が避難し
たが、このうち公立学校への避難者数は約18万人で、避難者全体の約6
割を占めた。
　地震発生が夜明け前であったため、県や市の災害対策本部の設置には時間
を要した。寒さと引き続き起こる余震の恐怖から、人々のほとんどは避難所
として指定されているか否かにかかわらず、広くて安全そうな場所に避難し、
結果的に学校施設、特に小中学校に集中することとなった。

「震災を越えて－教育の創造的復興10年と明日への歩み－」より

２　東日本大震災時
　ある小学校では、仙台駅を閉め出された会社員や近くの会社の従業員が学
校に押し寄せ、収容想定人数の4倍を超える避難者への対応となった。
　開放した体育館で提供できたのは、1人が膝を抱えて座ることができる程
度のスペースであった。さらに開放した昇降口や特別教室にも避難者があふ
れかえる状況であった。

「3.11からの復興　絆そして未来へ　東日本大震災２年間の記録」より

３　平成28年熊本地震時
　市町村が開設した避難所には、最大で183,882 人（県人口の約1割、
平成28年 4月 17日午前9時 30分時点）が避難した。さらに、避難所
以外の施設への避難や、商業施設の駐車場・公園・グランド等での車中避難、
自宅の軒先への避難が発生し、頻発する余震活動の影響から避難所の開設期
間は長期化した（市町村が設置した全避難所が閉鎖されたのは平成28年
11月 18日）。

【参考】 避難所の開設

阪神・淡路大震災時の避難所

平成28年熊本地震時の車中避難
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⑶　避難者数の把握と報告

☆　避難者数の正確な把握はすべての支援の基礎となる。
☆　時点データを随時更新し報告する。

１　避難者数の把握
⑴　避難所の運営と支援は、避難者数の把握が基本となる。
　　名簿への登録について、避難者に協力を周知する。
⑵　避難者に避難者家族票（参考様式 p161）を手渡し、記
入を依頼する。個人のプライバシーに配慮する。

⑶　避難者家族票を集約し、避難者一覧表（参考様式p166）を
作成する。

⑷　避難者家族票を提出した避難者から室内へ誘導、座れる
場所だけを確保する。（状況により先に誘導もありうる）

　※「避難所」「車中泊」「在宅」の確認をする。
⑸　避難者一覧表及び避難者家族票を基に現在の避難者数と
男女、小学生、中学生、高校生、さらに外国人、乳児、幼児、
高齢者、要介護者、身体障がい者等災害時要援護者の人数
も把握する。（参考様式 p162）

２　避難者の報告
⑴　避難所開設状況報告書（参考様式 p164）に沿って、避
難者の人数を記入する。

⑵　救護場所へ避難した避難者の健康状態と人数を把握し、
状況を報告する。

⑶　FAXやメールが使用できない場合は徒歩や自転車等で報
告する。

３　その他の報告
⑴　食料や毛布等の支援物資について、市町村災害対策本部
へ必要数を報告、送付を依頼する。（参考様式 p165）

⑵　避難所の施設などの状況も報告する。
　①　避難所の使用不可の区域と被害状況
②　水道、電気、ガス、トイレ、電話、FAX、校内放送設
備の使用不可状況と被害状況をそれぞれ記入

　③　記録（日誌・写真）
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑷　災害時要援護者への対応

☆　災害時要援護者の専用スペースを確保する。
（利便性に配慮する）

☆　身体の状況を考慮し、順位付けして対応する。
☆　付き添う家族の場所も考慮する。

【基本的考え方（優先順位）】
対象者 ３日以内 引き続き速やかに

Ａ　介護を要する
　　障がい者
　　高齢者
　　傷病者

・基本的に専門施設等へ
移送

・一時的に避難所への受
け入れを要する場合
は、専用スペースを割
当て、市町村災害対策
本部に対応物資、介護
支援物資を要請

Ｂ　Ａ以外の障がい者、
　　乳児・産婦など

・専用スペースを割当て
・地域住民等に協力要請
・市町村災害対策本部に
対応物資等を要請

・専門施設・福祉避
難所へ移送

Ｃ　上記以外の高齢者、
　　幼児、外国人など

・地域住民等に協力要請
・市町村災害対策本部に
対応物資等を要請

・専用スペースの割
当て

・必要により福祉避
難所へ移送

・ボランティア等へ
支援依頼

※　避難所において対応できない場合、福祉施設に直接又は県・
市町村に斡旋を要請して、災害時要援護者の緊急一時入所を
行う。

※　性同一性障がい等、性別に起因する困難な状況におかれて
いる方へも配慮する。

※　発達障がいによって特別な配慮が必要な方へも配慮する。
　（「発達障害教育推進センター」ホームページより）
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

１　視覚障がい
⑴　災害時に困ること
①　災害の状況やお知らせなどがテレビで伝えられても、映像や文字だけ
では確認ができないため、災害情報を受け取ることが遅れるか受け取る
ことが全くできない。

②　周囲の災害状況が判断できず対応が遅くなる。
③　移動が困難になり、単独では避難できなくなる。歩き慣れた場所でも
状況が変わると移動ができなくなる。

⑵　周囲の支援
①　避難所内の連絡事項や生活情報を紙に書いて貼りだしても見ることが
できないため、読み上げる等音声で情報が確実に伝わるよう配慮する。

②　体育館等広いところは位置の確認が難しいので、小さな部屋を割り当
てたり、間仕切りを利用したり、移動しやすい場所、トイレに行きやす
い場所等を優先的に確保する。

２　聴覚障がい
⑴　災害時に困ること
①　テレビやラジオでの情報や、案内放送による耳から入るさまざまな情
報を得ることができないため、適切な行動をとることができない。

②　避難所で放送が聞こえないため、救援物資、食料の配付等が受けられ
ないことがある。

⑵　周囲の支援
①　身振り手振り、筆談、パソコンや携帯電話の文字表示等、あらゆる手
段を駆使して情報を伝える。

②　避難所で避難者へ連絡事項等を伝える場合は、文字化して伝言板等に
貼り出しておく。

③　聴覚障がい者の存在が分からない場合は、「耳の聞こえない人はいま
すか」「手話通訳・要約筆記が必要な人はいますか」等の紙を貼りだし
ておく。

「障害者放送協議会、災害時情報保障委員会、日本障害者リハビリテーション協会 情報センターホームページ」より

【参考】 災害時要援護者の特徴的なニーズ
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑸　自治組織づくり

☆　自治組織の早期立ち上げは学校の早期再開につながる。
☆　コミュニティー意識が希薄な地域は、市町村派遣職員や
施設管理者が自治組織の立ち上げをリードする。

☆　避難所運営を自治組織が主体的に実施する。

１　手順
⑴　避難スペースごとの避難者で「組」を構成し、代表者を
選出する。

⑵　必要に応じて適宜、組の代表者の交代を実施する。
２　組織図（例）

避難所運営委員会
各組の代表・市町村派遣職員・施設管理者・災害
ボランティア代表から編成

総務班　　避難所の管理、秩序維持、ボランティアの要請、
避難所の生活ルールに関すること、避難所日誌の
記入等避難所運営全般の取りまとめ

管理班　　避難所における衛生管理・環境管理
情報班　　避難所名簿の更新及び管理
　　　　　避難者への情報提供及び避難者情報等の管理
物資班　　食料等の配給及び不足物資の請求
　　　　　生活物資の配給

物資不足分の請求及び余剰物資の管理
救護班　　負傷者の対応（医療施設への搬送等）及び災害時

要援護者への支援、医療機関との連携
※　あらかじめ避難所運営委員会を組織しておくことが望ましい。
※　自治会・町内会・自主防災組織の代表者等地域住民が中心となって組織する。
※　委員会への女性の参画に配慮する。
※　行政と地域住民の役割分担を行う。

避 難 所 運 営 委 員 会

情 報 班 救 護 班

総 務 班

物 資 班管 理 班
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑹　生活秩序の管理と苦情等への対応

☆　避難所開設当初にルールを示す。
☆　適宜、避難所運営委員会で協議し補足周知する。
☆　できること、できないことを明確にして丁寧に対応する。

１　生活ルールの項目例（参考様式 p170）
⑴　避難所運営委員会について
⑵　避難所の利用方法やマナーについて
　※避難者は家族単位で登録する。
　※車で避難している方へのルールが必要
⑶　食料、物資の配給について　　　　
⑷　点灯や消灯時刻について
⑸　呼び出しや連絡の方法について
⑹　清掃やごみ処理などの衛生確保について
⑺　飲酒、喫煙、火気使用に関することについて
⑻　ペットについて
⑼　避難所の閉鎖について
⑽　トイレの使用・清掃方法について
⑾　その他

２　避難者の苦情、悩み事への対応
※　避難者の代表者が運営委員会に連絡し、その解決を図る。
⑴　よく話を聞き、できることとできないことを明確にする。
⑵　相手が納得するまで説明する。
⑶　災害時要援護者の要望は、個別に話を聞いて把握する。
⑷　避難所内で対応できない場合は災害対策本部に連絡する。

取り除くために

避難住民の
　・不安感
　・焦燥感
　・ストレス感

・語らいの場の設置
・健康体操、
　レクリエーション
　　　　　等の実施
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

平成28年熊本地震時
　ある自治体において避難所として使用されたほとんどの学校では、役所の職
員ではなく学校の先生が運営されており、先生たちは学生や卒業生のボラン
ティアのサポートを受けながら3交代の時間体制でシフトを組んだり、班分
けの運営、避難者の中からリーダーを決めて動くなど、普段の取組を生かした
運営を行っているのが印象的だったという意見が挙げられている。
　一定の時間が経過して、避難所が落ち着いてきたら、運営は自治体や住民が
行い、教職員は校舎の点検や児童の安否確認などを行うなどの役割分担ができ
たことで、スムーズな学校再開につながったという事例や、炊き出しなどの日
程や場所、内容などの情報を学校と共有し、学校業務と重ならないように配慮
できたという事例もある。

「平成28年度避難所における被災者支援に関する事例等報告書（内閣府）」より

避難所でのペットのトラブル（主なもの）
１　犬の鳴き声やにおいによるもの
２　飼い主による適正な飼育が行われていないことによるもの
３　健康への影響によるもの
４　飼育マナーに関するもの
※　災害時には何よりも人命が優先されるが、近年ペットは家族の一員であ
るという意識が一般的になりつつあることから、ペットと同行避難するこ
とは動物愛護の観点のみならず飼い主である被災者の心のケアの観点から
も重要である。

避難所におけるペット対応事例（主なもの）
１　避難所内の一角を飼育用スペースとした。
２　避難所敷地内にプレハブ等を設置し、飼育用スペースとする。
３　近隣のスポーツ施設をペット用避難施設として利用した。
４　スペースの確保できる避難所（学校の教室）では、飼育者と非飼育者の生
活スペースを教室ごとに分ける等の区分を行った。
５　避難所内に仕切り板を設置し、飼育者と非飼育者の住み分けを行った。
６　自家用車の中で人とペットが一緒に生活した。

「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン（環境省）」より

【参考】

【参考】

学校側との役割分担

避難所でのペットへの対応
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑺　避難者への問い合わせや情報提供

☆　マスコミには窓口を一本化して対応する。
☆　避難者のプライバシー保護に配慮する。
☆　問い合わせや情報提供は災害時要援護者にも配慮して、
確実に伝達する。

１　問い合わせなどへの対応
⑴　マスコミ対応は、避難所運営委員会に窓口を一本化する。
また、公表にあたっては、プライバシー保護に十分留意する。

⑵　外部からの避難者への電話等による問い合わせに対して
は、放送による呼び出しを実施する（時間帯を決めて）。ま
た、時間外は原則として掲示板を通して実施する。ただし、
災害時要援護者への配慮も怠らない。

⑶　来訪者には避難者のプライバシーと安全を守るため、窓
口を一本化し、避難所内にむやみに立ち入ることを規制す
る。
※　学校対応で学校の業務に支障が出ないよう、市町村担
当者に専用電話の設置を依頼する。

【対応例】
「誰をお捜しですか。捜されている方のご住所とお名前
をお教えください。｣
「あなた様のご連絡先とお名前をお教えください。」
「呼び出しても連絡のない場合があります。それ以上の
対応はできませんのでご了承ください。」

２　避難者への情報提供
⑴　情報提供をする項目
　安否、医療・救護、飲料水・食料、救援物資、教育、長
期受け入れ施設、生活再建、余震や天候、風呂の開設等

⑵　情報提供をする時の留意点
①　緊急かつ全員に連絡を要するもの以外は、掲示板を使
用する等、原則として文字情報によるものとする。

②　掲示板には被災者相互が情報交換できる ｢伝言板コー
ナー｣ を設置する。

③　メモは7センチ角のふせん等を利用し、受信日時、避
難者の氏名と住所、問い合わせ先の氏名連絡先を記載し、
掲示板に添付する。
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

東日本大震災時
　ある小学校では、児童生徒の安否確認のために、教職員が家庭訪問をしたり、
学校からの連絡を学区内の掲示板や電柱に貼るなどを行った。その際、学校の
状況を知らせることによって児童が気持ちを強く持った様子がうかがえたこ
と、また家の手伝い等を頑張っていることがわかり安心したこと、さらに、教
職員の仕事を気遣う言葉が保護者や児童からたくさん聞かれ、力強く感じたこ
と等の報告があった。

「3.11からの復興　絆そして未来へ　東日本大震災　２年間の記録」より

平成２８年熊本地震時
　熊本地震の際に必要と感じた情報については、「災害に関する最新の情報」
が68．２％で最も多く、次いで「水道、ガス、電気、電話の復旧の見直し」
が63．４％、「水・食糧や生活物資の配布」が54．１％となっている。
　被災者が必要とする情報は、1避難誘導段階、2避難所設置段階、3避難所
生活段階、4応急仮設住宅設置段階、5応急仮設住宅生活段階等、災害発生か
らの時間の経過に伴い、刻々と変化していくことから、被災者の必要性に即し
た情報を的確に提供することが求められる。

「平成28年度避難所における被災者支援に関する事例等報告書（内閣府）」より

【参考】

【参考】

安否確認の情報収集

必要とする情報

避難所での情報提供
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑻　救援物資等の受け入れと配布

☆　避難者数を把握する。
☆　迅速かつ公平に分配するため組ごとに配給する。
☆　災害時要援護者に対応した物資の提供をする。
☆　食料は保管場所・消費期限など衛生上の配慮をする。

○食料などの配給（物資班）
１　迅速かつ公平に行うため、避難者の組ごとに配給する。
２　公平性が確保できない時は、原則として全員に配給でき
るようになるまでは行わない。ただし、どうしても配給す
る場合は、避難所運営委員会の理解と協力を得てから行う。

３　避難者以外の近隣の在宅被災者にも等しく食料・物資を
配給する。

４　特別なニーズがある物資など、特別な要望については個
別に対処する。

避　　難　　所

全　国　各　地

避難所で配分

災 害 対 策 本 部

救
援
物
資

配
布

要
請
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

⑼　ボランティアの受け入れ

☆　派遣要請は災害ボランティアセンターを通す。
☆　直接来校するボランティアにはボランティアセンターを
通すよう依頼する。

☆　医療・介護・教育など専門ボランティアや中・高校生等
も積極的に受け入れる。

１　ボランティアの要請及び派遣の流れ

２　ボランティアに依頼する内容（例）
⑴　学校の早期再開にかかる支援
⑵　災害・安否・生活情報の収集、伝達への協力
⑶　高齢者介護・看護活動の補助
⑷　傷病者の搬送の補助
⑸　清掃及び防疫活動への応援
⑹　物資・資材の輸送及び配分活動への協力
⑺　手話・筆話・外国語等の情報伝達への支援協力
⑻　幼児保育への協力　等

【避難所】
・ボランティアの活動内容と必要人数を要請
・ボランティアを受け入れ、「ボランティア受付簿」
を作成し管理する（参考様式p166）

災害ボランティア
センター
（市町村社会福祉
協議会等が設置）

市町村災害対策
本部

ボ　ラ　ン　テ　ィ　ア

派遣

受付

要請

連　携
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Ⅰ章　４　（参考）避難所運営のポイント

１　自己完結であること。
　・被災地に迷惑をかけない。
　　（ジャージ、軍手、タオル、長靴、水、弁当、薬、塩等は持参）
２　体調管理
　・絶対に無理をしない。
　・活動は10時から15時で、被災地の方の生活を守る。
３　“よそ者 ” 意識
　・部外者が入ってくることを意識すること。
　・地域コミュニティーの尊重。
４　“してあげる ”ではなく、“させていただく ”意識
　・謙虚な気持ち。
　・支援者であることを押し付けない。
　・被災者との会話。
５　相手の好意に甘える時があってもいい
　・ジュース、お茶、たい焼き　等。
６　“目的 ” と “ 結果 ” の区別と理解
　・目的はあくまでも支援。
　・「ありがとう」という温かい言葉をいただく。人の優しさを知る。
　　⇒　これはあくまでも結果である。
７　“若者 ” にしかできないもの
　・お年寄りとの会話　
　・子どもたちとの遊び
　・無尽蔵の持続力
８　現地の尊重
　・善意を押し付けないが、“遠慮 ” に遠慮しない。
９　ボランティアのルール、心のケアの事前学習
　・予想される事態を前もって学んでおく。
　　⇒　落ち着いた対応。
10　“ 日常 ” の生活を尊重
　・自分の日常で多くの人に迷惑をかけてはダメ。

防災教育推進指導員養成講座 [中級編 ]（兵庫県教育委員会）

【参考】 ボランティア参加者の留意点



35

Ⅰ
章

災
害
直
後
の
学
校
の
動
き

Ⅰ章　５　（参考）避難所における食事のポイント

☆　食事は生命・健康・体力の維持に欠かせない。
☆　あたたかい食事は心のケアにつながる。

１　非常時における食事とは
⑴　生命の維持が保障されることが必要となる。
⑵　食事が継続して提供されることが肉体面、精神面の健康
にとって不可欠となる。

⑶　あたたかい食べ物を提供することは、被災者に対してホッ
とするメッセージが伝わり、心のケアにもつながっていく。

⑷　避難生活が長引くと栄養の偏りや、心の健康への影響が
心配される。

⑸　災害発生からの時間経過によって支援の内容が変わるの
で臨機応変に対応する。

２　災害発生時からの食の支援（例）　
　　　　備蓄庫等からの非常食・飲料水を提供する。

　　　　
　　　　市町村等からの救援物資が届いたパンや弁当などを
　　　　配給する。

　　　　県や他都道府県から届いた救援物資を配給する。
　　　　ボランティアなどの炊き出しが始まる。

５　（参考）避難所における食事のポイント
⑴　非常時における食事

東日本大震災時
　東日本大震災時には、精神的動揺等により避難所生活者のうち約８割の方は
自宅から食料を持参していなかったという調査結果がある。日常から家族構成、
健康状態を考慮しながら、持ち出し用の食料品リストを作成し、リュック等持
ち出しやすい手段とともに用意しておく必要がある。

「東日本大震災における食料へのアクセス実態調査（農林水産省）」より

【参考】 食料の持参
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Ⅰ章　５　（参考）避難所における食事のポイント

☆　食料と飲料水に関する情報や避難者に関する情報を把握
する。

☆　食事に関する留意事項を周知する。
☆　災害対策本部、ボランティア等と連携する。

１　食料及び飲料水の確保・提供
⑴　食料と飲料水の情報収集
①　現時点の食事状況把握と非常食の使用方法を検討する。
（食事回数、内容の聞き取りと記録）
②　学校現場と行政との連携による食の支援のためのネッ
トワークづくりを行い被害状況（ライフライン・施設・
設備）の把握と食料確保に向けた情報収集を図る。

⑵　食料と飲料水の確認と管理
　　食料と飲料水の品質・消費期限・保存方法等に留意する。
⑶　食料と飲料水の提供
①　食料（備蓄物資を含む）と飲料水の有効利用方法を検
討する。

②　避難者に ｢避難所での食事で気をつけること｣ を周知
する。

　・衛生面の注意点　・自らのアレルギーについて
　・栄養バランスの注意点　・心のケア（ストレス防止）
　・口腔のケア
③　避難所の栄養管理及び被災者の栄養相談等に生かすた
め、食料配布記録において、食生活状況を把握する。

２　炊き出し支援
⑴　炊き出し方法と内容の検討
①　被害状況により ｢炊き出し｣ が必要か検討し、市町村
災害対策本部の指示に従う。

②　炊き出しを行う組織と共に、何人分必要か把握し、食
料と飲料水確保、調理方法、場所等について衛生管理を
含め検討する。

③　炊き出しを行う際は、アレルギーをもった避難者に配
慮をする。

⑵　食料及び飲料水の確保・提供と炊き出し支援
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Ⅰ章　５　（参考）避難所における食事のポイント

⑵　ボランティアとの協力体制
　　炊き出し実施に向けボランティアを確保する。
⑶　食の支援における衛生管理
①　炊き出しを行う場所から遠方に食事を運ぶ場合は、配
送時間の短縮と衛生管理に注意する。

②　特に衛生管理に注意し、常温での放置は厳禁とする。

平成28年熊本地震時（前震4月14日・本震4月16日）
・４月17日（日）から19日（火）までの３日間はパン、カップ麺などカロリー
を重視した支援。
・4月20日（水）から22日（金）までの３日間は缶詰やレトルト食品などバリ
エーションを増やした支援。また、被災自治体からの要請に応じて、米、保
存用パンなどを提供。
・4月23日（土）から25日（月）の３日間は、被災者のニーズに応じて、おかずとな
る食品や子ども・高齢者向けの食品で、保存性の高い食品を中心に提供。
・4月26日（火）以降は、保存性の高い食品を中心に被災者のニーズに合わせ
て必要な食品を随時提供。大型連休中のニーズに機動的に対応できるよう、
必要な食品を一定量まとめて提供。

「物資供給の状況（農林水産省情報）」より

【参考】 災害後の食料供給状況
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Ⅰ章　５　（参考）避難所における食事のポイント

平成28年熊本地震時
　物資の仕分け、管理等のノウハウの不足、人員の不足等により、発災当初、
市町村の物資集積拠点に支援物資が滞留し、被災者への配布に時間を要した。

【参考】 支援物資

☆　災害時要援護者について状況を把握する。
☆　栄養士・保健師・心理カウンセラーと連携する。

１　妊産婦・乳幼児・高齢者への対応
⑴　体調が良好な人には、それぞれの状態にあった食事を提
供する。

⑵　体調が悪い人には、医師の受診や保健師の受診を勧める。
⑶　介護食等、食事形態に配慮する。

２　持病のある人への対応
⑴　持病のある人には、かかりつけ医の指導を受けるよう勧
める。

⑵　アレルギー反応の恐れがある食品を把握する。
⑶　生活習慣病の病名を把握する。
　※　個人情報の扱いには注意
⑷　かかりつけ医と連絡が取れない場合の対応及びエピペン
（アナフィラキシー補助治療剤）所持者の把握、生活習慣病
患者への食事の配慮について確認する。

３　摂食障がい等心のケアが必要な人への対応
⑴　カウンセリングを受けるように勧める。
⑵　栄養が偏ることで体調不良につながることを伝える。

４　その他
⑴　炊き出し等の調理作業で簡単な栄養指導教室のようなも
のを計画し、ストレス解消を図る。

⑶　食事に配慮を要する人への対応
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平成２８年熊本地震発生後のテントでの授業
（熊本県立第二高等学校）

Ⅱ章　学校再開後の動き
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Ⅱ章　１　応急教育の実施について

☆　学校の早期再開は児童生徒の心のケアに有効である。
☆　学習形態の工夫、指導形態の工夫、交流の場の設定が必
要である。

１　応急教育の形態（廊下やテント等を使っての教育）
⑴　短縮・・・自校のみで授業再開し、短縮授業を実施
⑵　二部・・・自校で午前・午後の二部授業を実施
⑶　間借り・・自校以外の施設を借りて授業を実施

２　学校を再開するための５原則
⑴　ライフラインの復旧（完全復旧ではないこともある）
⑵　教職員等スタッフの確保
⑶　学習の場の安全確保
⑷　通学路の安全確保
⑸　保護者への周知と理解

３　応急教育実施上の留意点
※大規模災害時は授業をすぐに再開するわけではなく、児童
生徒の安心感をつなぐためにまず集めることがポイント

⑴　初期の段階は学校行事等を積極的に取り入れ、集団的な
遊びを実施する等、児童生徒と共感的に向き合う等心のケ
アに留意する。　

　※余震が続いている場合は、安全・安心感を与える。
⑵　引き渡し訓練を取り入れる等、保護者の協力を得たり、
市町村教育委員会に要望してバスを借り上げたりして登下
校の安全確保に留意する。

⑶　他校において間借り授業等を実施する場合は、児童生徒
だけでなく教職員も交流の機会を設け、相互の理解を深め
るよう配慮する。

⑷　避難所が設営されている場合は児童生徒と被災者との交
流の機会も設け、相互の理解を深めるよう配慮する。

⑸　学級の枠を取り除き、交流授業やティーム・ティーチン
グ等工夫した学習形態をとり、児童生徒一人一人の良さを
多方面から発掘し、広める等、きめ細かな支援を工夫する。

⑹　教育課程の精選に努め、重点指導項目を決めたり、単元
の統合、見直し、合科等の工夫をしたりする。

１　応急教育の実施について
⑴　応急教育
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Ⅱ章　１　応急教育の実施について

⑺　受験を控えた児童生徒の学習環境への配慮と、保護者や
児童生徒への受験情報の提供を適切に行う。

多目的ホールを仕切って長机での授業
【益城町立木山中（益城町立益城中央小にて）】

平成28年熊本地震時
　被災した県立学校35校562棟（平成28年５月４日時点）及び要請のあっ
た市町村立学校53校（施設）192棟（平成28年５月９日時点）について、
文部科学省・県等による応急危険度判定（余震等に対する安全性）を実施し、
判定結果を踏まえた安全性確保対策（落下危険物の除去、落下想定範囲の立入
規制等）を行った。

「平成28年熊本地震からの教育復興に向けて（中間報告）」より

【参考】 被災学校再開に向けた安全確認の実施
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Ⅱ章　１　応急教育の実施について

☆　避難所運営委員会で学校再開後の避難所との共存・解消
に向けて協議を行う。

１　避難スペースの統廃合における注意事項
⑴　避難所開設後、退所者の状況を踏まえながら避難所運営
委員会（自治組織）の了解を得て、教室等避難スペースの
統廃合の内容とスケジュールを決定する。

⑵　市町村災害対策本部の責任者が避難者に説明し、協力を
依頼する。

⑶　移動に際しては従来の避難スペースごとのまとまりをで
きるだけ崩さないように配慮する。

２　学校避難所との共存・解消手順
⑴　学校再開と連動させ、避難所の共存・解消に向けて避難
者との話し合いの場を設定（市町村災害対策本部の責任者
が対応）する。

⑵　避難所と共存する際は、避難者と行事を共に行う等、児
童生徒が関わる場を設定する。

⑶　公民館等の他の避難所への移転準備をする。また、避難
所運営委員会やボランティア等が荷物運び等を支援する。

⑷　撤収した避難スペースは、清掃および整理 ･ 整頓の後、
施設管理者に引き渡す。

⑸　救援物資等を整理・配布する。

⑵　避難所との共存・解消の手順

平成28年熊本地震時
　市町村が設置した全避難所が閉鎖されたのは発生から約6か月後の平成
28年11月18日だった。
　市町村が開設した避難所には、最大で183,882人（県人口の約1割、平
成28年4月17日午前9時30分時点）が避難した。さらに、避難所以外の施
設への避難や、商業施設の駐車場・公園・グランド等での車中避難、自宅の
軒先への避難が発生し、頻発する余震活動の影響から避難所の開設期間は長
期化した。

【参考】 避難所の解消
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Ⅱ章　１　応急教育の実施について

☆　一日も早い完全給食への移行を目指す。

　学校再開の課題の一つとして給食が挙げられる。給食施設や
関係業者の被害、食材不足、ライフライン損傷で食器が使えな
い等様々な原因があり、給食の提供が困難な場合がある。その
際には、調理なしに提供できる食品による簡易給食や調理済み
の弁当給食が行われる。
１　簡易給食、弁当給食について
⑴　簡易給食では、パンや牛乳等食品数が限られる。野菜類や
魚肉類はわずかであり、栄養素が不十分である場合が多い。

⑵　弁当給食では、量や味の調整が難しく、残食に対する指
導に配慮が必要になる。

⑶　上記の給食ではアレルギー対する除去対応が困難で、学
校での十分な配慮が必要である。

２　簡易給食、弁当給食から完全給食へ
　簡易給食として再開した場合は、児童生徒の栄養管理上、
一日も早い完全給食への移行が必要となる。そのために、市
町村等の公的機関だけでなく、民間企業等からの協力を得る
こともある。

３　児童生徒への給食指導
⑴　学校において恒例の行事も始まり、普通の生活に戻りつ
つある中で、食の影響から児童生徒の体や心に危険信号が
現われていないか注意が必要となる。

⑵　児童生徒への給食指導内容を再度検討し、共通理解の上
綿密な給食指導（衛生指導､ 配膳､ 後かたづけ）を実施する。

⑶　学校給食再開後の食の支援

平成28年熊本地震時
・給食センターが被災した学校では、再開後の各段階において、午前中授業、パ
ンと牛乳主体の簡易給食、弁当製造調製業者による弁当給食等で対応した。
※　益城町では、給食センターが被災し調理ができなかったため、学校再開（5
月9日）後の当初1週間は給食なしの半日日課、2週間目から5月末まで
はパンと牛乳主体の簡易給食、6月 1日から3月末までは、業者による弁
当給食であった。

【参考】 学校給食の確保
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Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

☆　まず身体のケアをしてから心のケアを行う。
☆　親近感が大切、自然な形で話せるよう雰囲気づくりをする。
☆　発達段階に応じた優しさと思いやりで安心感・安全感を与える。
☆　ストレス反応が激しい時は専門家へつなぐ。（相談を勧める）
☆　子どもたちのセルフケアをサポートするというスタンスで行う。
☆　傾聴を心がける。

１　ストレス症状の程度
　ストレス症状の程度は以下の要因により個々に異なる。
⑴　災害の種類と程度
⑵　本来の性格傾向や体質
⑶　発生前の生活環境
⑷　親子関係や家族関係等
⑸　発生後の生活環境の変化
⑹　時間の経過

２　関係づくりと雰囲気づくり
　ストレス症状を示す子どもに対しては、自然な形で話せる
ようにまずは関係づくりと雰囲気づくりを心がける。
⑴　子どもと一緒に遊んだり言葉かけをしたりしながらの関
係づくり

⑵　手伝いをしながら、作業に関わりながらの雰囲気づくり
３　基本的な対応
⑴　聴くときは以下の点を心がける。
①　聴くための十分な時間を作る。
②　相づちを忘れない。
③　話を妨げない。
④　目のサインを見落とさない。
⑤　目の高さを合わせて聴く。
⑥　相手の立場に立ち、共感を持って対応する。
（不安な気持ちになったり、イライラしたり、悲しくなる
ことは自然なことであり、自分もその状況では同じ気持
ちになることをイメージし、伝える。）

　⑦　問題の原因を決めつけない。
⑵　発達段階に応じた対応を心がける。
⑶　気になる症状が続いたり、次第にひどくなったりする場
合は専門家へつなぐ。

２　学校再開後の心のケア
⑴　基本的な対応



45

Ⅱ
章

学
校
再
開
後
の
動
き

Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

☆　自然に話ができる雰囲気づくりを心がける。
☆　発達段階によってストレスへの反応が異なり、対応方法
も変化する。

１　幼児・少年
⑴　親近感を持たせ、安心感を与えることが必要である。
　・一緒に遊んだり、スキンシップをとったりする。
⑵　自然に話ができる雰囲気づくりをする。
・恐怖心や不安感は当然のこととして、肯定的に受け止める。
・津波ごっこ等の災害遊びを始めた時は、むやみに叱らず見
守る。ただし、場所や周囲の人たちへの配慮が必要である。

２　青年
⑴　話をよく聞き、不安や恐怖を自然なかたちで表出させる。
⑵　現在必要な医学的治療を受けるよう勧める。
⑶　家族の中心としての役割を自覚させる。また同時に、それ
をサポートする。

３　壮年
⑴　話をよく聞き、不安や恐怖を自然なかたちで表出させる。
⑵　自分自身の心的ストレスへ意識を向けさせ、その解消を支
援する。

　・入浴、食事等日常生活行動の中での解消を図る。
⑶　可能な限り、家族とのつながりを図る。

４　高齢者
⑴　話をよく聞き、不安や恐怖を自然なかたちで表出させる。
⑵　心と体の疲れをとる具体的方法を勧め、支援する。
・入浴、温かいお茶、肩もみ等で体の緊張をほぐし、心の
ガードを解く。

⑶　家族とのパイプ役となり、家族とのつながりを支援する。
⑷　高齢者同士のつながりを支援する。
　・茶話会等の機会を設ける。

⑵　発達段階に応じた心のケア
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Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

☆　子どものストレス反応は、異常事態時には当然起こりうる。
☆　声かけ、スキンシップや遊びで心のケアを行う。
☆　子どもの状態は時間の経過とともに変化するので、長期
的な経過観察と保護者や専門家との連携が大切である。

１　子どもとの接触・会話を大切にする
⑴　声かけ等日常的な接し方のノウハウを生かす。
⑵　個々の子どもに応じたコミュニケーションをとる。

２　子どもの状態を的確に把握する
⑴　災害に遭遇した時、様々なストレス反応があることを踏ま
え対応する。

⑵　一見元気に見える子どもでも重い心的ストレスを抱えてい
る場合も多数あることを踏まえ対応する。

⑶　災害時等の異常事態に当然起こりうる反応があることを踏
まえ対応する。

⑷　時間の経過とともに変化することを踏まえ対応する。
⑸　子どもの状態を把握するひとつの手段としての「心と体の
振り返りシート」を実施する。

⑹　次の３つの言葉で安心感を与えるように対応する。（「もう
危険な目に遭うことはないよ」「あなたのそばには、いつも私
がいますよ」「誰にでも起こる正常な反応ですよ」）

３　「遊び」を通じての心のケアをする
　共に遊ぶことで、心の緊張をほぐすことができる。
　（例）折り紙、お絵かき、絵本の読み聞かせや紙芝居等

４　スキンシップを大切にする
　　スキンシップ（おんぶやだっこ、添い寝等）により子どもた
ちの不安感の軽減と安心感をもたらすことができる。

５　長期的な経過の観察をする
⑴　子どもたちの心的ストレスの状態は時間の経過とともに変
化する。

⑵　毎日子どもたちと長い時間を過ごす教師は長期的に経過を
観察できる。

⑶　それぞれの時期・症状に応じた対応を考える。

⑶　教師ならではの心のケア
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Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

６　保護者、スクールカウンセラー、専門家と連携する
⑴　ストレス症状の程度の調査等、専門的な事柄はスクールカ
ウンセラーや地域のメンタルヘルス専門家と連携して行う。

⑵　被災状況や保護者を失った話は、聞く側にとっても負担が
大きく、教職員への支援体制にも配慮が必要である。

１　退行現象
　・注意力が散漫になっている
　・親の気を引こうとする
　・手伝い等、被災前はできていたことができない
　・些細なことでめそめそしたり、泣いたりする
　・やめていた癖が再び出てくる
　・怖い夢をみたり、睡眠中に突然叫び声をあげたりする
２　生理的反応
　・頭痛や腹痛を訴える
　・寝付きが悪い、反対に寝てばかりいる
　・便秘や下痢を生じやすい
　・食欲不振や吐き気を訴える
　・視覚障がいや聴覚障がいを訴える
　・皮膚や目がかゆくなる
３　情緒的・行動的反応
　・落ち着きがなくなる
　・学校に行くのを嫌がる
　・トイレに一人で行けない
　・注意集中が困難になる
　・趣味やレクリエーションに興味を失う
　・引きこもる
　・反社会的行動（嘘、盗み、薬物乱用等）をとる
　・被災した内容について繰り返し話したり、関連した遊びをしたりする
　・いらいらしやすく、攻撃的になる
　・友達や仲間を避け、つきあいを嫌がる
　・狭い部屋に居られない
　・物を壊したり、投げたりする
　・感情が鬱的になり、涙もろくなる
　・権威（親や先生等）に抵抗する

「災害を受けた子どもたちの心の理解とケア（研修資料）」より

【参考】 心の健康について教育的配慮を必要とする児童生徒に現れる行動
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Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

☆　身近な教職員の関わりが心のケアの第一歩である。
☆　継続的で注意深い観察と専門家や専門機関と連携する。
☆　一体感の感じられる行事、遊びや運動を取り入れて組織的
な対応をする。

☆　保護者への助言、児童生徒への授業へも対応する。

１　心のケアプログラム
⑴　一体感が感じられる行事・・・つながりの感覚を回復
　　校外学習・合唱・クラス討論等
⑵　健康チェックとストレスマネジメント
①　チーム（担任、養護教諭、教育相談担当、スクールカウ
ンセラー等）での継続的関わり

②　「心と体の振り返りシート」
　　※実施方法を確認して行う。
　③　専門家、専門機関との連携
　④　保護者との面談

２　発達段階別の具体的対応方法の例
⑴　幼稚園児
　①　優しい言葉かけを増やして安心させる。
　②　抱きしめる等、身体的な接触で安心感を与える。
　③　温かい飲み物を与え、安心して眠れるように配慮する。
　④　一緒に寝る等、不安感を少しでも取り除く。
⑵　小学生
①　子どもの言うことによく耳を傾ける。
②　今までの状態がずっと続くことはないことを話して、安
心させる。

③　遊びや身体活動の機会を与える。
④　できれば手伝いをさせ、褒めて自信を持たせる。
⑤　子どもが嫌がることは無理にはさせない。例えば震災を
放映しているテレビを無理に見せないようにする。

⑶　中学生
①　今のままの状態がずっと続くことはないことを話す。
②　勉強や手伝いができなくてもしばらくの間は大目に見る。
③　家庭や地域の復旧・復興作業を手伝うように勧める。
④　友人と遊んだり話し合ったりすることを勧める。

⑷　教師ができる心のケア
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Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

⑷　高校生
①　勉強や手伝いができなくてもしばらくの間は大目にみる。
②　災害時の体験を、家族や仲間と語り合い励ましあうよう
に勧める。

③　家や地域の復旧・復興等の作業に参加させたり、趣味や
スポーツ、社会活動に積極的に取り組ませたりする。

④　薬物依存傾向が疑われたり、抑うつ的になって自分の存在
を否定したりするような言動が表れたら専門家に相談する。

３　心的外傷後ストレス障がい（ＰＴＳＤ）への対応
　　心の回復へのプロセスやペースは、災害の程度や子どもの
発達段階によって違ってくる。また、被災後１か月以降にお
いては、心的外傷後ストレス障がい（ＰＴＳＤ）への対応も
視野に入れなければならない。

　　災害後１か月以上経過して、心的外傷後ストレス障がい（Ｐ
ＴＳＤ）が疑われる症状が継続して認められる場合は、専門
家である医師の診断を受けるように勧める。
⑴　専門家や専門機関と連携する。
⑵　長期間の継続的な観察とケアを行う。
⑶　信頼関係をベースにする。
⑷　傾聴的、共感的、受容的な対応を心がける。
⑸　自己達成感の向上、現実適応能力の回復への支援を中心
に行う。

⑹　学校全体で組織的に対応する。
【具体的対応】
①　子どもが自ら心配して訴える時には、時間を確保して
話を十分に聞く。

②　気になる行動や情緒的反応が認められても、子ども自
身が心配していなければ、ことさら取り上げない。

③　遊びや運動の機会を増やし、クラス内、家庭内、地域
内の人間関係を良好にする。
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Ⅱ章　２　学校再開後の心のケア

☆　被災地での心のケアの観点のない避難訓練や防災学習は、
子どもに二次被害を与える。

☆　被災地での心のケアの観点を取り入れた避難訓練や防災学
習は、ストレス障がいのリスクを減じ、成長を促す。

１　学校再開から1年後までの防災教育のあり方
⑴　避難訓練を行う前に訓練の目的を子どもの発達段階に応じ
た言葉で説明する。（津波警報のサイレンは、命を守ってくれ
る大切な合図）

⑵　事前に避難経路を散策する。（ゆとりと見通しをもたせる）
⑶　辛いことを思い出すのはとても自然なことと理解させる。
（心理教育）
⑷　心身反応への対処法を練習する。（落ち着くための呼吸法や
肩の動作法等のストレスマネジメント体験）

　（例）「暗闇が怖い」ので懐中電灯をそばに置く
　⇒次の揺れに対して体が反応して眠れない時にはリラク
セーションと合わせて、不安に対する具体的な対処方法
（備える防災）を行うことが安心感につながる。

⑸　家族を亡くした子どもや家屋が倒壊した子どもには事前に
個別に説明する。（参加の有無の確認、「少しずつのチャレン
ジの大切さ」の心理教育）

２　学校再開より１年後から10年後までの防災教育のあり方
⑴　災害時幼児だった子どもが小学生になった２年後から始
める。
（例）ドラえもんは “ネズミ ”がトラウマ。「“ネズミ ”という
　言葉がドラえもんの耳をかじりますか？」
　⇒ “津波・地震 ”という言葉を落ち着いて使えるように
なると防災教育に安心して取り組める。

⑵　２年後以降の防災教育（避難訓練、防災講演会、防災学習等）
の前後に、「つらい度チェック」を活用する。

※事前に保護者に案内をし、１～2年後以降に行う。
※心のサポート授業として実施し、アンケートだけを行わない。
※見てしたくなければしなくてよいと伝える。

⑸　防災教育と心のケアの融合的取組

「ストレスマネジメント理論による心とからだの健康観察と教育相談ツール集（あいり出版）」より（冨永　良喜著）
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Ⅱ章　３　災害発生後の事務手続き

☆　被災者の立場に立った丁寧な対応をする。

１　児童生徒にかかわるもの
⑴　転出・転入について
①　児童生徒の転出・転入一覧表を作成し、職員室等に掲
示し、その都度記入・確認する。

　　※後日、学籍事務や給食費等の諸費精算事務に役立つ。
②　転出、仮転出している児童生徒の転出先の住所・学校
の確認をする。

③　転出の場合は、基本的には「在学証明書」「教科書給与
証明書」を交付する。

④　転入の場合は、「在学証明書」「住民異動届 ( 写 )」等を
確認、書類がない場合も受け入れる。

　※書類は整い次第提出してもらう。
⑤　相手校へ連絡する。

⑵　教科書について
①　災害救助法の適用を受けた市町村に在籍する児童生徒
が紛失した教科書は、無償で給与される。

②　適用外の市町村の場合は、要保護・準要保護児童生徒
のみ無償で給与される。

⑶　就学援助について
①　保護者の安否及び被災状況（全壊・半壊・一部損壊等）
を調査する。
※就学奨励費や助成金等の申請に必要であり、学用品等
の配付に役立つ。

②　被災児童生徒の学用品の不足状況を調査し、配付する。
２　教職員にかかわるもの
⑴　職員の勤務状況の把握について
　災害発生後、深夜にわたって、また土・日曜日に災害業
務や避難所支援業務等に携わった教職員の状況を把握する。

⑵　教職員の住居等の確認について
　被災した教職員、被災地域に勤務する教職員に係る住居・
通勤・扶養等状況を把握する。

⑶　災害見舞金等の手続きについて
　　（公立学校共済組合、教職員共済等）

３　災害発生後の事務手続き
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Ⅱ章　３　災害発生後の事務手続き

３　学校備品・校舎施設にかかわるもの
⑴　被害状況等の報告について
　①　学校施設、備品の被害状況
　②　トイレの使用可否
　③　災害用仮設トイレの設置要請
⑵　備品等の移動について
①　仮設校舎の建設や、他校施設での間借り授業等により、
学校備品の移動が必要となる。

　②　備品移動リストを作成する。

阪神・淡路大震災時
　備品の被害調査とその写真撮影に３週間を費やした。パソコンから備品照
合簿を印刷。これをもとに一品ずつ状況を確認し、写真撮影をした。
　仮設校舎への備品移動を正確に行うために備品一品一品の現在場所と移動
先と移動担当者の振り分けをする必要があった。全校分の備品であるため、
手書きではとても間に合わなかった。

【参考】 災害時の備品管理
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心のケアに係る初任者研修
「熊本地震に学ぶ研修会（益城会場）」
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⑴　心のサポート授業の実施方法
☆　心のサポート授業１（学校再開から１～２か月）
☆　心のサポート授業２（学校再開から４～５か月）
☆　心のサポート授業３（アニバーサリー反応）
☆　保護者からみた子どもの心と体のチェックシート（日本
語版・英語版）

※熊本地震後に作成されたものであるため、災害の種類や規
模、児童生徒の状況等によって柔軟に実施する。

１　実施方法
　次ページ以降、下記の①～④をセットで行う。
①　「心と体の振り返りシート」の実施
②　アニバーサリー反応等について学ぶ心理教育の実施
③　リラクセーションなどのストレスマネジメント体験
④　「心と体の振り返りシート」を活用した個別教育相談の実
施（教師と必要に応じてスクールカウンセラーによる）

※「保護者からみた子どもの心と体のチェックシート」は必
要に応じて実施する。

２　留意点
※　①～③については１授業時間の授業で行う。
※　他者（教師やスクールカウンセラー）が子どものストレ
スを調査するアンケートではなく、子ども自身が自分のス
トレスをセルフチェックするための教材としてとらえる。

※　「心と体の振り返りシート」のみを配付して実施しない。
※　実施時期は、大災害なら学校再開から半年までは睡眠・
食欲などの「健康アンケート」、６か月以降は（状況をみて
判断を）「心と体の振り返りシート」（小中高生用）。

※　「心と体の振り返りシート」を実施する際はチェックのみ
で終わらず、対処方法も一緒に考えていく。

※　保護者へ事前に「心と体の振り返りシート」実施のお知
らせを出す。

※　子どもには、「やりたくなければやらなくていい、途中で
やめてもいい」と説明し、同意を得ること。家族を亡くし
た子どもは、事前に個別で、どんなことをやるのか、保健
室で実施することもできることを伝える配慮をする。
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心のサポート授業１
｢子どもの心の自己回復プログラム｣

に基づいた授業展開例【小学校・中学校・高校】
―学校再開から１～２か月版　　　　　　
　　　　　　　　　　　　こんなときどうする？―

作成：熊本県教育委員会
監修：兵庫県立大学大学院教授・臨床心理士　冨永良喜

全体的な留意点
　２度の震度７、強い余震を経験してきた児童生徒が、安全感と安心感を
回復するために、防災と心のサポートを一体的に取り組みます。担任とス
クールカウンセラーが共同で取り組むことが望ましいため、事前に授業内
容を伝え、保護者と一体となって取り組めるようにします。
１　主題
　自分の心とからだの健康を考え、これまで工夫してきたこと、対処して
きたことを仲間と分かち合います。眠りのためのリラックス法や、防災の
知恵を学びます。
２　ねらい
　「心のサポート授業」は、大規模災害を経験し、今も日々の生活や余震
に不安を抱えた児童生徒の自己回復力（レジリエンス）をサポートするこ
とを目的とします。
⑴睡眠・食欲などの健康状態について考
え、安心への取組を分かち合います。
　眠りのためのリラックス法（筋弛緩法
などのプログレッシブ・リラクセー
ションや呼吸法を活用）を体験的に学
びます。

⑵余震への対
処と工夫に
ついて考え、
安全への取
組を分かち
合います。

⑶イライラへの
対処と工夫に
ついて考え、
安心への取組
を分かち合い
ます。

３　配慮事項
　⑴　保護者へのお便り　
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p65 参照）、
意見を求めておきます。保護者と児童生徒が余震対策について話し合う
機会にもなります。
　また、保護者が児童生徒にこの授業を受けてほしくないという要望が
あれば、保健室で過ごすなどの対応を事前にとることができます。

　⑵　要配慮児童生徒への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる児童
生徒には、事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといい
です。参加できない児童生徒は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。

４　実施時期
　時期は、学校再開から１～２か月後の時期に、児童生徒の実態に応じて、
担任・スクールカウンセラーの判断で決定するのが望ましい。朝の会やク
ラスが落ちつかないときに、眠りのためのリラックス法や落ちつくための
リラックス法を実践するのもいいでしょう。
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５　準備物
・「健康アンケート」用紙
６　形態
　以下の形態は学級の実態に応じて、担任の判断で臨機応変に設定してく
ださい。
形態１　教室の机と椅子は，そのままの形態で行う。

※●は先生、■は児童生徒　
黒　板　

　　　　　　　　　　　　　　　  　●　先生

　　　　　　　 ■　■ 　　　　　■　■　　　　　■　■
　　　　　　　 ■　■ 　　　　　■　■　　　　　■　■
　　　　　　　 ■　■ 　　　　　■　■　　　　　■　■
　　　　　　　 ■　■ 　　　　　■　■　　　　　■　■
　　　　　　　 ■　■ 　　　　　■　■　　　　　■　■
　　　　　　　 ■　■ 　　　　　■　■　　　　　■　■

形態２　教師を中心に半円状に２列に並ぶ。（椅子だけを使用。）
　　　　　　　　　　　　　　　　黒　板　
　　　■　　　　　　　　　　　  　●　先生　　　　　　　　　　　　 ■
　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■
　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■
　　　　　　　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■
　　　　　　　　　■　■　■　■　■　■ 　■　■　■　■

７　大まかな流れ
※小１～中３まで同じ流れとなっています。発達段階に応じて、発問をや
さしい言葉にするなど工夫してください。
⑴授業のテーマを読み上げる。
　「心のサポート授業１・こんなときどうする？」

⑵「健康アンケート」をする。

⑶眠れないときの対処をグループで話し合い発表する。

⑷眠りのためのリラックス法を体験する。

⑸余震への対処や工夫をグループで話し合い発表する。

⑹イライラしたときの対処をグループで話し合い発表する。
　落ちつくためのリラックス法を体験する。

⑺感想を書く。

◆事後フォロー　　
　この「健康アンケート」は、大事に保管します。教師との個人面談や
保護者との情報共有に活用しましょう。

※
小
１
〜
小
３
の
低
学
年
は
、

（
５
）ま
で
を
目
安
と
し
ま
す
。

※
ま
た
、
話
し
合
い
の
仕
方
も

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
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８　展開（45分）
時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
２分

10分

１　導入
○この授業のテーマを読みましょう。
○今日のめあてを読みましょう。
＜めあて＞
・毎日元気に生活するために、自分
の健康についてふりかえろう！
・眠りや余震にどんな工夫や対
処をしているか、みんなで話
し合い、よい方法を学ぼう！

２　健康アンケート（p59）
⑴名前と学年クラス出席番号を書き
ましょう。今日は〇月〇日です。
⑵では、この一週間をふりかえって
みましょう。（目を閉じることがで
きる人は目を閉じさせてもよい。）

『この一週間、よく眠れたか
な？イライラしたかな？心配な
ことはどうだったかな？体調は
よかったかな？』…はい、目を
開けましょう！
⑶５つの質問があります。自分の
答えを考えてみましょう。
①　なかなか眠れないことがある。
②　むしゃくしゃしたり、いらいら
したり、かっとしたりする。
③　「たいへんなことがおこるので
はないか」とずっと考えてしまう。
④　頭やお腹が痛かったり、か
らだの調子が悪い。
⑤　ごはんがおいしくないし、
食べたくないことがある。

⑷つぎの質問は、あとで、グループで
話し合うかもしれません。思いうか
んだことをかいてみましょう！
①　好きなこと、楽しいこと、
ほっとすることは何ですか。
②　眠れないとき、どんな工夫
をしていますか。
③　余震に、どんな対処や工夫
をしていますか。
④　イライラしたとき、どんな
工夫をしていますか。

・テーマを声に出して言う。
「心のサポート授業１・こんな
ときどうする？」
※声の大きさなどで、クラスの
雰囲気が分かります。

・名前、学年、クラス、出席番号
を記入する。
※目を閉じることができない子ども
さんは、安心感を脅かされている
かもしれません。無理に目を閉じ
させないでください。

☆低学年の児童の場合は、朝の
会で健康アンケートだけやっ
ておくのもいいでしょう。

※あまり深く考えずに、浮かん
だ数字に〇をするぐらいでい
いことを伝える。

☆熊本地震後の心のケアは、「考
えるとき」と「楽しむとき」
の気分の切り替えを身に付け、
過度の予期不安をコントロー
ルすることが課題。　

　後の「余震への対処」で話し
合うための質問です。
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時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
25分 ３　グループ討議と発表

　１人ずつ班で発表し、班でベスト
アンサーを一つ選びましょう。思い
うかばなかった人はパスでもいいで
すよ。ジャンケンして勝った人から
時計回りに発表します。
⑴好きなこと、楽しいこと、ほっ
とすることは、何ですか。

「（子どもの発言を受けて）●●す
るとほっとしますね。いいですね。
＞（子どもの発言に対して肯定的な
メッセージを送ります。）
⑵眠れないとき、どんな工夫をして
いますか。

「ゲームやTVは興奮するので眠りに
くくなります。オリンピック選手が練習
している眠りのためのリラックスをやっ
てみましょう！」
「はい、脚を伸ばして、今、お布団に
寝ています。でもなかなか眠れない。
そんなときにやってみます。はい、両
手首を曲げて、・・ストンと力をぬきま
しょう・・」（資料１ｂ：眠りのためのリラッ
クス法参考、低学年は資料１ａ)
⑶余震に、どんな対処や工夫をし
ていますか。
○「備える防災」と「そのとき防災」
に分けて、発表を板書する。

⑷イライラしたとき、どんな工夫
をしていますか。（資料２ｂ：
落ちつくための３つの方法）

「深呼吸っていいですね。まず落ちつ
くことが大切です。落ちつくための
リラックスをやってみましょう。」

※４人くらいのグループがいいが、班
活動のグループでもかまいません。
※どんな発表の内容も批判せず、拍手で
発表したことをねぎらいましょう。

※子どもの健康的な遊びを取り
上げてほめる。（業間の外遊
びや音楽などの良い趣味）

・昼間運動したらすぐ眠れる。
・ゲームをする。
※ゲーム（電子ゲーム）は、時間を決めて、タイ
マーを自分でセットして、自分でコントロール
できるといいことを伝えてもいいでしょう。

※児童生徒が実際に体験できるよう
に担任やスクールカウンセラー等
がモデルを示す。自発的にやり出
す子がいればほめる。

・タンスがない部屋で寝ている。
・枕元に非常持ち出し袋を置いている。
・家具止めや耐震マットを敷いている。
・余震があったら机の下に避難する。
※安全感を高めるために、「備える防
災」と「そのとき防災（避難行動）」
が役に立つことを強調する。

・深呼吸をする。・先生に相談する。
・友だちと楽しい話をする。
・ゲームをする。・物をこわす。
・きょうだいをたたく。・悪口をいう。

８分 ４　振り返り ・今日の活動を振り返って感想を書く。

☆「余震」「地震」という言葉を聞くだけで、表情が硬くなったり、泣き出
したりする児童生徒がいたとき、「『地震』という言葉を聞いただけでつら
くなるよね。書きたくないなと思ったら書かなくてもいいよ。でも、言葉
は、家を壊したりしないから大丈夫だ。」と言ってあげるといいでしょう。

☆望ましくない対処の発言をすぐに否定せずに、児童生徒に挙手さ
せて、やってよい対処〇、やりすぎは良くない対処△、やっては
いけない対処×など、みんなの意見を聞きましょう。
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ねむれないときの「ぎゅー・・・ふわー」

おふとんにはいったけど、ねむれないよー。
そんなとき、
手をぐー、
あしをぎゅー、
おしりをぐー、
かおをぎゅー、
からだぜんぶ、ぎゅー。

　そして、
ぎゅーを、ふわーって、
ちからをぬいてみよう！

　からだがらくーに、なって、すーっとねむれるよ！
　作：冨永良喜　絵：小川香織

１　姿勢づくり
　眠るときはどんな姿勢をしますか？　そうですね、横に
なりますね。でもここでは床に横になることができないの
で、脚を伸ばして背もたれにもたれて、布団の中にいると
思ってください。今、お布団にはいっています。
２　力をいれて力をぬく
　頭がさえてなかなか眠れない、そんなときにする方法です。
簡単な方法です。一度からだに力を入れて、そのあと力を抜く。
それだけです。
（①両手首）まず、両手首に力を入れてみましょう。指先を立
てて手首を反らすように軽く曲げます。筋力トレーニングで
はないので、力いっぱいする必要はありません。手首を曲げ
て「あー、腕に力が入っているなー」と感じることができれ
ばいいですよ。はい、力を抜いて。もう一度曲げてみましょ
う。………はい、力を抜いて、ストン。……

（②両足首）次は足首です。
　つま先を立てて内側に曲げます。………はい、力を抜いて、
ストン。……もう一度曲げてみましょう。………はい、スト
ン。……

（③肩と背中）次は肩と背中です。肩を大きく上げて、肩甲骨
をくっつけるように肩を開きます。肩、背中に力を入れて。
………はい、ストン。……もう一度肩を上げて、肩を開きま
す。………はい、ストン。……

資料１a

資料１b眠りのためのリラックス法
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（④腰とお尻）次は、腰とお尻です。お尻を持ち上げて、腰と
お尻に力を入れます。手とか足に思わず力が入っていません
か？腰とお尻だけですよ。………はい、ストン。
……

（⑤顔）最後は、顔です。目をギュッと閉じて、口
をぎゅっとつぶって、………はい、ふわーと力
を抜きます。……

（順番に力をいれて全部の力を抜く）
　はい、それでは、順番に力を入れていきましょう。
　手首を曲げて、手首を曲げたまま足首を曲げて、肩を上げて肩を開き、
お尻を持ち上げて、最後は顔です。ぎゅーっと目を閉じて、これでから
だ全部がカチンコチンです。
　布団の中にいて、なかなか眠れない。そんなときは、一度からだをカ
チンコチンにします。………はい、ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり、全
部の力を抜きます。……肩、お尻、脚、手、顔の力は抜けましたか？

（緊張に気づく）
　ここからが大事です。全部力を抜いたと思っても、「あっ、まだ足に
力が入っている」「額に力が入っている」と気づくことがあります。気
づくたびに、「そこが楽になったらいいなー」って思ってください。そ
れだけで、ふわーと力が抜けて、とってもいい気持ちです。力が抜けて
いくと、眠りの中にスーッと入っていきそうです。
　もう眠りそうだなと思ったら、例えば明日六時に起きたかったら、「今
晩ぐっすり眠って、六時にすっきり目が覚めます」って心の中でつぶや
いてみましょう。「余震がきたらすっと目が覚めて、大丈夫だったら、
またぐっすり眠ります」とつぶやいてもいいでしょう。
　今、布団の中にいたら、このまま眠ってください。でも、今から何か
活動をしないといけない、そんなときは、このまま目を開けると、ぼん
やりしますので、「すっきり動作」をしましょう。

（すっきり動作）
　手をグーパーグーパー、肘を曲げて伸ばして、背伸びをします。はい、
右に倒して……はい、戻して。今度は左に倒して……はい、戻して。後
ろにぐっと反って、脚も伸ばして……はい、ゆっくり目を開けましょう。

（転載）冨永良喜　
学校の日常にストレスマネジメントを !（第2回）：眠りのためのリラックス法　月刊学校教育相談 28(6), 4-7, 2014年 5月号　ほんの森出版

（解説）
眠りのためのリラックス法の教示のコツ
①　「～ください」「～しなさい」ではなく「します」
　「～しなさい」と指示命令したくなったり、「～してください」とお願い
したくなったりします。しかし、子どもが自分で自分に「手首を曲げます」
「肩を上げます」「顔に力を入れます」と心の中でつぶやいているように声
をかけるのがコツです。
②　一緒に体験しながら声をかけます
　「肩を上げて、肩を開きます」と声をかけながら、いっしょに力を入れま
す。あまり長く力を入れ続けると、それだけで疲れてしまいます。いっしょ
に動作をしながらやると、ちょうどよい力の入れ方の時間がわかります。
③　具体的に動作がイメージできるように声をかけます
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　例えば「足首に力を入れてみましょう！」と声をかけられたら、どうし
ますか？　実は足首の力の入れ方には三つあります。足首を内側に曲げて
力を入れる、足首を伸ばして力を入れる、足首の位置はそのままで力を入
れるの三つです。ですから「力を入れます」だけではなく、「つま先を立
てて内側に曲げます」と、動作がイメージできるように声をかけます。
④　力を抜いたあと、さらに力が抜けていく感じを味わう
　力を入れるのは力を抜くためです。ですから、力を抜く感じがとても大
切です。力を抜いたつもりだったのに、「あれ？まだ力が入っていた」と
〝気づく〟ことが大切です。「あっ、力が入っている」と気づいたとき、そ
こを一生懸命抜こうと思わずに、「力が抜ければいいなー」と思うのがコ
ツです。力を抜いたときに、「もう力を抜いたと思っても、『あっ！　足に
力が入っていた』『額に力が入っていた』と気づくことができます」と言っ
てあげるといいでしょう。
⑤　「考えないように」（思考回避）ではなく額の力を抜こう
　眠れないとき、気になることが頭に浮かんできて眠れないことがありま
す。その時、「そのことを考えないようにしよう」ではなく、「額に一度力
をいれ、力を抜こう」とします。
⑥順番よりもからだの感じを味わう
　「あれっ、足首の次はどこだったかな？」と迷ったら、順番どおりにや
らなくても大丈夫です。ポイントは「一度力を入れて、力を抜き、力を抜
いた感じをゆっくり味わう」、そのことがわかっていたらいいのです。
⑦　自己暗示を入れましょう
　「今晩ぐっすり眠って、六時にすっきり目が覚めます」と心の中でつぶ
やくことをすすめてください。家の人から起こされるより、自分で目を覚
ますことを練習していきましょう。
⑧　次に活動がある場合は、すっきり動作を
　もし次に活動をしないといけないときは、「すっきり動作」（アクティベー
ション）をします。声かけ例のように、腕や足を曲げたり伸ばしたり、「さ
あ、少しの時間でリフレッシュしたぞ！もう一つがんばるぞーっ」とから
だにエネルギーを送りましょう。
⑨　実施する人自身が練習しましょう
　自信をもって子どもたちに提案するためには、実施する人が「これはい
いな」と実感することです。教科は先生自身が問題を解くことができるか
ら教えることができます。同じように、「先生ができる」ことが大切です。

眠りのためのリラックス法の理論―漸進性弛緩法
　今回紹介した「眠りのためのリラックス法」は、生理学者ジェイコブソン
（Edmond Jacobson）が一九二九年に発表した漸進性弛緩法（progressive　
relaxation）です。筋緊張をコントロールすることで、不安や不眠をコン
トロールできると考えました。この方法は、オリンピック選手などの一流選
手のメンタルトレーニングや、災害や事件などのトラウマを経験した人への
ストレスマネジメント法として、世界中で活用されています。progressive
とは、順々に、徐々にという意味です。
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　　イライラして、腹が立つ！そんなとき、落ちつくための３つの方法があ
ります。落ち着くためには、背筋を伸ばした姿勢をつくります。肩のリラッ
クス法とイメージ呼吸法とセルフメッセージがあります。

肩のリラックス法
①　背をまっすぐ伸ばした姿勢をしましょう。
床に足の裏をしっかりつけて、両腕はぶらん
としましょう。
②　肩を高く上げてみましょう。……そして、
ストンと力を抜きます。背筋はまっすぐのま
まですよ。
③　肩をもう一度高く上げてみましょう。上げているときに、
思わず脚や腕に力が入っていませんか？　顔はスマイルです
よ。今度は、肩の力をゆっくりゆっくり抜いていきましょう。
背筋はまっすぐですよ。
④　ストンと抜いたあとと、ゆっくりと抜いたあとでは、どち
らが気持ちがすっきりしましたか？どちらが気持ちが落ち着
きましたか？
⑤　次に、ストンとゆっくり、どちらか好きなほうをやってみ
ましょう。肩を高く上げて、腕、脚、背中に余分な力は入っ
ていませんか？　顔はスマイル。はい、力を抜きましょう。
背筋を立てたまま、気持ちを感じてみましょう。
　
イメージ呼吸法
①　集中する姿勢をとって、片手をお腹に置きます。自然な呼吸を観察しま
す。息を吸うと、お腹がどうなりますか？息を吐くとお腹はどうなります
か？息を吸うとお腹がふくらむのが腹式呼吸です。
②　一度大きく息を吸って、お腹を大きくふくら
ませます。そして、口から細く長くゆっくり息
を吐いていきます。吐いていくときに落ち着い
ていく感じがします。
③　もう一度大きく吸って、お腹がふくらんだら
ちょっととめて、口からゆっくり息を吐いてい
きます。吐く息とともに、不安やイライラが体
の外に出ていきます。

セルフメッセージ
①　「落ちついて、自分の考えを相手に言うことができます」（けんかしてイ
ライラしたとき）
②　「落ちついて、自分の力を発揮できます」（試合や試験の直前）
③　「ドキドキしたけど、もうだいじょうぶ。うまく避難行動ができた」（強
い地震のあと）

（転載）冨永良喜
学校の日常にストレスマネジメントを !（第3回）：落ち着くためのリラックス法　月刊学校教育相談28（7）,4-7,2014年6月号　ほんの森出版 

資料２b落ちつくための３つの方法
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解説
肩のリラックス法が効果的なわけ
　体の部位を使った言葉には、「腹が立つ」「頭にくる」「胸がときめく」「肩
身が狭い」「肩で風切る」などたくさんあります。腹を立てる動作をしても
怒りの感情は湧いてきませんが、肩をすぼめると「肩身が狭い」感じがして
きます。肩は感情をコントロールしやすい体の部位なんです。

落ち着くためのリラックス法のコツ
①　背筋を立てる、骨盤を立てる
　背筋を立てるだけで、適切な緊張感が生まれます。ただし、「背筋を伸
ばして！」と言うと、腰を反ってしまう子どもがいます。骨盤を立てる、
骨盤を後ろに倒す、という動作を繰り返して、腰を反りすぎずに、腰を楽
に立てる位置を探す練習をするとよいでしょう。
②　集中の姿勢を短く、休む姿勢を長く
　背筋を伸ばす、腰を立てることに慣れていない子どもは、それだけで「疲
れる！」と言います。そんな子どもが多いときは、集中の姿勢と休む姿勢
を繰り返し、集中の姿勢の時間を短くします。
③　自分に合った方法を選んでもらう
　肩のリラックス法や呼吸法など複数の方法を提案し、自分に合った方法
を選んでもらうようにします。肩のリラックス法でも、ストンとゆっくり
では感じ方が異なります。少し慣れてくると「肩のリラックス法とイメー
ジ呼吸法と、どちらがいいですか？」と子どもたちに尋ねて、子どもたち
の意思を尊重しながらやるとよいでしょう。
④　体に注意を向ける習慣を
　静かに自分の体に注意を向ける時間は、大人も子どももあまりありませ
ん。慣れてくると、「目を閉じることができる人は目を閉じて」と教示して、
さらに体に注意を向ける練習をするとよいでしょう。
⑤　行事や試合のあとに、工夫や対処の発表を
　行事や試合のあとの学級会やホームルームで、実力を発揮するためにど
んなリラックス法がよかったか、発表してもらうとよいでしょう。また、
教師が紹介したのとは別の方法で気持ちが落ち着く方法があったら、発表
してもらうとよいでしょう。
⑥　教師が落ち着くためのリラックス法を体験する
　算数などの教科を教師が教えることができるのは、問題を解くことがで
きるからです。自信をもって子どもたちに提案するためにも、研究発表な
ど教師が緊張する場面で、いくつかの落ち着くリラックス法を試してみて、
自分に合った方法を身につけておくことが大切です。
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保護者の皆様へ

「心のサポート授業１」の実施について（お知らせ）
熊本県教育委員会　

　〇〇〇〇（災害名）の発生から、約１か月（２か月）が経過しました。
　災害により、強いショックを受けた子供たちの安全感と安心感を回復する
ため、この度、防災と心のサポートを一体的に取り組む「心のサポート授業
１」（２以降も順次実施予定）を実施します。
　内容については以下のとおりですので、ご理解とご協力をお願いいたしま
す。

■実施の内容
　「心のサポート授業１」では、最初に直近１週間程度の睡眠・食欲
などの健康状態について振り返ります。その後、「好きなこと、楽
しいことは何ですか？」、「眠れないとき、どんな工夫をしています
か？」、「余震に対してどんな工夫や対処をしていますか？」などの質
問の答えを考え、グループで共有します。さらに、その後、眠りのた
めのリラックス法や落ち着くための方法を、実際に体を動かしながら
体験することをとおして、安心への取組を学級で分かち合います。
■実施時期
　○月から○月の間で各学校が定めた日です。（事情により、変更とな
る場合があります）
■その他
⑴　心のサポート授業は、養護教諭やスクールカウンセラー等との連
携・共同で行います。
⑵　心のサポート授業に係る児童の個人情報については、個人情報保
護条例により、適切に取り扱います。
⑶　本授業の実施に当たり、心配な点がある場合は、事前に各学校へ
ご相談ください。
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心のサポート授業２
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高める授業展開例【小学校】
―学校再開から４～５か月版―
－こんなとき、やってみよう－

作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

全体的な留意点
　熊本地震を経験してきた児童が、自己分析を行い、対処方法を学ぶこと
で自己回復力を高めます。また、児童が抱えるトラウマ反応（過覚醒、再
体験、回避・麻痺、マイナス思考）を早期に発見し、それらによって引き
起こされる生徒指導上の諸問題の未然防止及び学校不適応等への早期対応
のために活用します。
１　主題
　自分の心とからだの健康の状態を知り、その対処の仕方を仲間と学びま
す。そして、心の自己回復力（レジリエンス）を高めていきます。
２　ねらい
　「心のサポート授業」は、大規模災害を経験し、トラウマを抱えた児童を早期
に発見するとともに自己回復力（レジリエンス）を高めることを目的とします。
⑴トラウマ反応（過覚醒、
再体験、回避・麻痺・＊マ
イナス思考）への対処の
仕方を知り、リラックス法
などを体験します。
（こんなとき、やってみよう！）

⑵心とからだのふりかえ
りシート」をチェック
し、自分の心と体の状
態を知り、気付いたこ
とを記入します。

（心とからだのふりかえりシート）

⑶グループや全体
シェアリングを通
して、お互いが回
復していく意欲を
分かち合います。
（シェアリング）

＊「マイナス思考」については、小学校版では「心とからだのふりかえりシート」のみで取り扱います。

３　配慮事項　　　　 ※なるべく、スクールカウンセラーや養護教諭等と共同で行う。
⑴保護者へのお便り　
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p76 参照）、意
見を求めておきます。保護者と児童がストレス対処について話し合う機会
にもなります。
　また、保護者が児童にこの授業を受けてほしくないという要望があれば、
保健室で過ごすなどの対応を事前に検討することができます。
⑵要配慮児童生徒への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる児童には、
事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといいです。参加で
きない児童は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。
４　実施時期
　時期は、学校再開から４～５か月後の時期に、児童の実態に応じて、教
育相談部等を中心に学校組織としての判断で決定するのが望ましい。朝の
会やクラスが落ちつかないときに、眠りのためのリラックス法や落ちつく
ためのリラックス法を実践するのもいいでしょう。
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５　準備物
・「こんなとき、やってみよう！」、「心とからだのふりかえりシート」
６　形態
　以下の形態で、40 人以内（学級単位など）で実施してください。座席
の配置は学級の実態に応じて、臨機応変に設定してください。
　但し、「心とからだふりかえりのシート」を実施する際は、学年や学級
の実態に応じ、児童のプライバシー等に配慮し、例えば座席を一列にする
など、一人一人の児童が安心して記入できるよう工夫してください。

※●は先生、■は児童
黒　板
●

■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■

７　大まかな流れ
※小１～小６まで、同じ流れとなっています。発達段階や障がいの状態等に
応じて、発問をやさしい言葉にするなど工夫してください。
※ずっとがまんしてきた児童の中に、「心とからだのふりかえりシート」の
項目を見ただけで、涙があふれたり気分が悪くなる児童もいます。そのた
め、別添の「こんなとき、やってみよう！」を使って、どうしたらよいか
を事前に情報を提供したあと、「心とからだのふりかえりシート」を行う
ようにしています。被災の状況、児童の様子から、「心とからだのふりか
えりシート」⇨「こんなとき、やってみよう！」の順番の方がよい学校も
あると思いますので、スクールカウンセラー等と相談して決めてください。

⑴学習のめあてを読み上げる。
　「自分の心とからだの変化を知り、それを小さくする方法を学びましょう！」

⑵「こんなとき、やってみよう！」を見ながら、過覚醒の対処を知り、眠
りのためのリラックス法や呼吸法を体験する。

⑶再体験、回避・麻痺の事例について考え、その対処法を班で話し合い発表する。

⑷再体験、回避・麻痺の対処法を知る。

⑸「心とからだのふりかえりシート」に記入し、自分の心やからだの変化に気付く。

⑹気付きや感想を書き、お互いの思いを共有する。

◆事後フォロー
　この「心とからだのふりかえりシート」には、担任等がチェックする欄があります。担任等が集計するこ
とで、一人一人の児童の実態を把握し、教師との個人面談や保護者との情報共有に活用することができます。

※
話
し
合
い
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

１　導入

２　トラウマ反応への対処

３　自分の心とからだの振り返り

４　まとめ
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８　展開（45分）
時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
３分

25分

１　導入
⑴はじめに
　最近疲れるなぁと感じたり、
いらいらするなぁと感じている
人はいませんか。大変なことが
あると、心とからだに変化が現
れることがあります。これは自
然な反応ですが、長く続くと疲
れてしまいます。今日はその変
化を小さくしていくには、どう
したらよいか学習します。
⑵今日のめあてを確認する。
＜めあて＞
　自分の心とからだの変化を知
り、それを小さくする方法を学
びましょう！
⑶授業の流れを説明する。
①心とからだの変化を小さくす
る方法を、「こんなとき、
やってみよう！」を使って学
習します。
②自分の心とからだの変化を、
「心とからだのふりかえり
シート」を使って振り返りま
す。
③授業の気付き等を発表し合い
ます。

２　トラウマ反応への対処
⑴「こんなとき、やってみよう！」
（以下、リーフレット）を配付
する。
⑵リード文を読む。
　大変なことがあると、心とか
らだがとってもがんばります。
すると、心とからだに、いつも
と違った変化が起きることがあ
ります。それは誰にでも起こる
自然な変化です。人はその変化
を小さくしていく力をもってい
ます。「こうすれば、その変化
が小さくなるよ」というやり方
をみんなで学習します。

※クラス全員の児童の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

・めあてを声に出して言う。
※声の大きさなどで、クラスの雰囲
気を感じ、安心して授業を行う雰
囲気をつくる。

※学年、学級の実態に応じて、
授業の流れを視覚的に提示す
るなどの工夫をする。

＜提示例＞
①「こんなとき、やってみよう！」
②「心とからだのふりかえりシート」
③発表

※事前に配付方法を決めておき、
スムーズにリーフレットが配付
されるように配慮する。また、
児童から児童への配付の仕方
に目を配り、相手を思いやる配
付の仕方をほめる。

・リーフレット（表面）を見なが
ら、先生の話を聞く
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時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
⑶リーフレットの構成を説明する。
　このリーフレット（又はプリ
ントと呼称）は、左側に「心と
からだに起こる色々な変化」を
紹介してあります。右側には「そ
んなとき、どうしたらよいか教
えてくれる」ようになっていま
す。
⑷過覚醒の対処法を説明する。
　「なかなか眠れない！」
　眠りのためのリラックス法を
してみましょう。（以下、資料
1bを参考に実施する）

　「何かイライラする！」
　イライラが小さくなるリラック
ス法をしてみましょう。イライラ
して、腹が立つ！そんなとき、落
ち着くための呼吸の仕方がありま
す。まず、背筋を伸ばした姿勢を
つくります。（以下、資料 2b を
参考に実施する）

⑸ワークシート（p74）を配付し、
名前等を記入するよう伝える。

⑹再体験、回避・麻痺の対処を共
有し合う。
　家や建物が怖いなぁ、揺れたら
どうしようと思ったとき、どんな
工夫をしてきたかを、ワークシー
ト（又はプリントと呼称）に書き
ましょう。時間は3分です。
　班をつくりましょう（４人程度が望ましい）。
これまで、どんな工夫をしてきたか、班で話し
合います。ジャンケンをして勝った人から時計
回りに発表してください。また、ジャンケンに
勝った人が、後でどんな工夫をしてきたか発表
してもらいます。１人が発表したら、感想など
も伝え合ってください。時間は、５分です。

・眠りのためのリラックス法を体験する
※児童が実際に体験できるように担任や
スクールカウンセラー又は養護教諭等
がモデルを示す。自発的にやり出す子
がいれば、ほめる。

・呼吸法を体験する。
※児童が実際に体験できるよう
に担任やスクールカウンセ
ラー又は養護教諭等がモデル
を示す。自発的にやり出す子
がいれば、ほめる。

※事前に配付方法を決めておき、スムー
ズにワークシートが配付されるように
配慮する。また、児童から児童の配付
の仕方に目を配り、相手を思いやる配
付の仕方をほめる。

・名前、学年、組、出席番号を記
入する。

・自分が工夫していることを、
ワークシートに記入する。
※記入が難しい児童が多い場合、
しばらく考えさせた後、学級全
体で発表し合いながら進める方
法も考えられる。

※机間支援しながら、回避等にチャレン
ジしたことを記述するように促す。書
きながら涙がこぼれている児童がいた
ら、そっと声をかける。また、しばら
くその後の様子を観察しておく。
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時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点

７分

　それでは、１班から発表して
もらいます。発表する人は、班
の中で出た工夫の中から、特に
みんなに伝えたいことを一つ選
んで、どんなとき、どんな工夫
をしてきたか発表してくださ
い。発表を聞く人は「いい工夫
だなー」と思ったときは、「いい
ねぇ」と声をかけてください。
　それでは、他にみんなに伝え
たい工夫があれば、発表してく
ださい。
３　自分の心とからだの振り返り
⑴心とからだのふりかえりシート
（以下、振り返りシート）に名前
等を記入するよう伝える。
⑵記入の前に、静かに自分を振り
返ることを伝える。
　では、姿勢を正して軽く目を
つぶってください。そして、一
度大きく深呼吸をしてください。
この一週間を静かに振り返って
みましょう。（１分程度）
⑶項目を読み上げながら一緒に
チェックをしていくことを伝える。
　静かに目を開けてください。
「こんなとき、やってみよう！」
で、いろんな方法を教えてもら
いましたね。今度は、この「心
とからだのふりかえりシート」
で、自分の心と体の状態を調
べてみましょう。このシートに
チェックをして、涙があふれて
くる人もいるかもしれません。
でも、それは自然なことです。
回復していくときは、涙が出た
りすることもあります。もし、
やりたくないと思った人は、無
理しなくてもいいですよ。
　それでは、先生が順番に読ん
でいきますので、一緒にチェッ
クしてください。

※班の話し合いが、協力しなが
ら進んでいるか、様子を見
て、必要に応じて介入する。
また、人前で発表することが
苦手な児童に寄り添う。

※発表内容を整理して板書する。
※発表に対して共感し合うよう配
慮する。

・名前、学年、組、出席番号を記
入する。

・目をつぶって、先生の説明を聞く。
※目を閉じることができない児童
は、安心感を脅かされているか
もしれない。無理に目を閉じさ
せない。

・振り返りシートをチェックしながら、
自分の心とからだの状態を知る。
※１項目につき30秒程度で進め
ていく。あまり深く考えずに、
思い浮かんだ所に〇をするぐら
いでよいことを伝える。

※振り返りシートにチェックを
して、涙がこぼれている児童
がいたら、そっと声をかけ
る。また、しばらくその後の
様子を観察しておく。
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時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
10分 ４　まとめ

⑴振り返りシートをしての気付き
等をワークシートにまとめるよ
う伝える。
　振り返りシートをして気付いた
ことや授業の感想をワークシート
（又はプリントと呼称）に書きま
しょう。時間は3分です。

⑵気付き等を発表するよう伝える。

⑶授業のまとめをする。
　今日は、「こんなとき、やって
みよう！」で、いろんな方法を教
えてもらいましたね。そして、「心
とからだのふりかえりシート」で
自分の心と体の状態も分かりまし
たね。
　もし変化があっても、それは自
然なことです。そのときは、くま
モンから教えてもらったことを試
してみましょう。

⑷深呼吸をして終わる。
　最後に、もう一度深呼吸をし
て終わりましょう。

・ワークシートに気付き等を記入
する。
※記入が難しい児童が多い場
合、学級全体で感想等を発表
し合う。

※気付き等を書きながら、涙が
こぼれている児童がいたら、
そっと声をかける。また、し
ばらくその後の様子を観察し
ておく。

・気付き等を発表し合う。
※一人が発表したら、他の児童
がその返し（感想等）をする
など、共感し合うよう導く。

※児童たちの発表に応じて、温
かい言葉かけを行う。

※発表内容をもとに、少しずつ
でもチャレンジできることを
認め、褒め、できることから
チャレンジするよう励ます。

※深呼吸などをもう一度して緊張
を緩めてから授業を終了する。
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心のサポート授業２（小学生用）

こんなとき、やってみよう！
　大

たいへん

変なことがあると、心
こころ

とからだがとってもがんばります。すると、心
こころ

と
からだに、いつもとちがった変

へんか

化が起
お

きることがあります。それはだれにで
も起

お

こる自
しぜん

然な変
へんか

化です。人
ひと

はその変
へんか

化を小
ちい

さくしていく力
ちから

をもっています。
「こうすれば、その変

へんか

化が小
ちい

さくなるよ」というやり方をみんなで学
がくしゅう

習します。

【心
こころ

とからだの変
へんか

化】 【こんなことをするといいよ！】

□なかなか眠
ねむ

れない！

□何かイライラする！

「あんなことがあったから、大
おと な

人も
なかなか眠

ねむ

れないよ。でも、眠
ねむ

りの
ためのリラックス法

ほう

があるよ！」

「イライラしたら一
い ち ど

度大
おお

きく息
いき

を
吸
す

って、お腹
なか

をふくらませ、口
くち

から
ゆっくり息

いき

を吐
は

くといいよ！」
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□一
ひとり

人になるのは、こわいよ！
・「家

いえ

はだいじょうぶ」なんだけど、
家
いえ

じゃねむりたくないなぁ・・。

・もうあの話
はなし

はしたくない！

・思
おも

い出
だ

したくないのに、思
おも

い出
だ

し
てしまう！

・いやな夢やこわい夢を、見てしま
う！

【備
そな

える防
ぼうさい

災】
　「地

じ し ん

震の備
そな

え（３つの危
あぶ

ない－倒
たお

れる、落
お

ちる、割
わ

れる－から身
み

を守
る）をすると、だいじょうぶだよ！」

【そのとき防
ぼうさい

災】
「ゆれたら、避

ひな ん

難する」ための練
れんしゅう

習
をするといいよ！」

【少しずつのチャレンジ】
　「さけていることには、少

すこ

しずつ
チャレンジしたほうがいいよ！」
全くいやでない　　　　　　　　　　最高にいや

０　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
50 くらいのものからチャレンジするといいよ！

「話
はなし

をきいてもらうといいよ！」
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心のサポート授業２（小学生用）

保護者の皆様へ

「心のサポート授業２」の実施について（お知らせ）
熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

　大変なことがあると、心と体にいつもと違った変化が起きることがありま
す。それは誰にでも起こる自然な変化です。人はその変化を小さくしていく
力をもっています。そこで、「こうすれば、その変化が小さくなるよ」とい
う授業を計画しております。○○○○（災害名）を経験してきた児童たちが
抱えるストレス反応（過覚醒、再体験、回避・麻痺、マイナス思考）を自己
分析し、対処方法を学ぶことで自己回復力を高めます。また、眠りのための
リラックス法や落ち着くためのリラックス法（心のサポート）により、安心
感を育みます。ご理解とご協力をお願いいたします。

■実施の内容
　「心のサポート授業２」では、最初に、ストレス反応の対処の仕方
を知り、リラックス法や落ち着くための方法を体験的に学びます。そ
の後、家や建物が怖いなどの不安をのり越えるために、どんな工夫を
してきたかを、グループで話し合います。次に、１週間を振り返って、
１０項目のストレス反応のチェックを行います。「緊張興奮」「思い出
してつらい」「避ける」「体の色々な変化」のチェック項目に、『ない』『週
に１~２日ある』『週に３~５日ある』『ほぼ毎日ある』の４つから選
んで回答します。最後に、授業を通してのお互いの感想等を共有しま
す。
■実施時期
　○月から○月の間で各学校が定めた日です。（事情により、変更とな
る場合があります）
■その他
⑴　心のサポート授業は、養護教諭やスクールカウンセラー等との連
携・共同で行います。
⑵　心のサポート授業に係る児童の個人情報については、個人情報保
護条例により、適切に取り扱います。
⑶　本授業の実施に当たり、心配な点がある場合は、事前に各学校へ
ご相談ください。
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心のサポート授業２
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高める授業展開例【中学校・高校】

―学校再開から４～５か月版―
－「こんな時やってみよう　Please try this one !」－

作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

全体的な留意点
　熊本地震を経験してきた生徒が、自己分析を行い、対処方法を学ぶこと
で自己回復力を高めます。また、生徒が抱えるトラウマ反応（過覚醒、再
体験、回避・麻痺、マイナス思考）を早期に発見し、それらによって引き
起こされる生徒指導上の諸問題の未然防止及び学校不適応等への早期対応
のために活用します。
１　主題
　自分の心とからだの健康の状態を知り、その対処の仕方を仲間と学びま
す。そして、心の自己回復力（レジリエンス）を高めていきます。
２　ねらい
　「心のサポート授業」は、大規模災害を経験し、トラウマを抱えた生徒を早期
に発見するとともに自己回復力（レジリエンス）を高めることを目的とします。
⑴心と体の振り返りシートに
チェックし、自分の心と体
の状態を知ります。また、
ストレス反応を乗り越える
ためにどんな工夫をして
きたかを記入します。
（心と体の振り返りシート）

⑵トラウマ反応（過覚醒、
再体験、回避・麻痺、
マイナス思考）の対処
の仕方を知り、リラック
ス法などを体験します。
（こんな時やってみよう
Please try this one !）

⑶グループや全体
シェアリングを
通して、お互い
が回復していく
意欲を分かち合
います。
（シェアリング）

３　配慮事項　　　　 ※なるべく、スクールカウンセラーや養護教諭等と共同で行う。
⑴保護者へのお便り　
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p85 参照）、意
見を求めておきます。保護者と生徒がストレス対処について話し合う機会
にもなります。
　また、保護者が生徒にこの授業を受けてほしくないという要望があれば、
保健室で過ごすなどの対応を事前に検討することができます。
⑵要配慮児童への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる生徒には、
事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといいです。参加で
きない生徒は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。
⑶障がいのある児童への配慮
　学校の状況や生徒の障がいの状態等に応じて、授業を展開する上で必要
な合理的配慮の提供を工夫したり、交流及び共同学習として実施したりす
ることも考えられます。
４　実施時期
　時期は、学校再開から４～５か月後の時期に、生徒の実態に応じて、教
育相談部会等のチームの判断で決定するのが望ましい。朝の会やクラスが
落ちつかないときに、眠りのためのリラックス法や落ちつくためのリラッ
クス法を実践するのもいいでしょう。
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５　準備物
・「こんなとき、やってみよう！」「心と体の振り返りシート」用紙（15項目版）

６　形態
　以下の形態で、学級単位（40人以内）で実施してください。
　また、学級の実態に応じて、担任の判断で臨機応変に設定してください。
　但し、生徒のプライバシーが守られ、安心して心と体の振り返りシート
が書けるように工夫してください。例えば、テストと同じ形態と雰囲気で
全校一斉に実施するなどです。　　　　　　　　　　　　

※●は先生、■は生徒
黒　板
●

■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■

７　大まかな流れ
※中１～高３まで同じ流れとなっています。発達段階や障がいの状態等に応
じて、発問をやさしい言葉にするなど工夫してください。

⑴学習のめあてを読み上げる。
　「自分自身の心と体の状況を知り、その対処の仕方を学ぼう」

⑵「心と体の振り返りシート」に記入し、呼吸法を体験する。

⑶回避等の事例について考え、その対処をグループで話し合い発表する。

⑷再体験の対処法を知る。（「こんなとき、やってみよう！」を配付する）

⑸過覚醒の対処を知り、肩リラックス法や眠りのためのリラックス法を体験する。

⑹マイナス思考への対処法を知る。

⑺感想を書き、お互いの感想を共有する。

◆事後フォロー
　この「心と体の振り返りシート」には、担任等がチェックする欄があ
ります。担任等が集計することで、一人一人の生徒の実態を把握し、教
師との個人面談や保護者との情報共有に活用することができます。

※
話
し
合
い
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
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８　展開（50分）
時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
５分

10分

１　導入
　最近疲れるなぁと感じたり、い
らいらするなぁと感じている人は
いませんか。ストレスを受けると
心と体に変化が現れることがあり
ます。これは自然な反応ですが、
長く続くと疲れてしまいます今日
はその変化に対してどのように対
処したらよいか学習します。

○今日のめあてを読みましょう。
＜めあて＞
　自分自身の心と体の状況を知
り、その対処の仕方を学ぼう。

２　「心と体の振り返りシート」の活用
⑴名前と学年クラス出席番号の確認

⑵「心と体の振り返りシート」へ
チェックの確認
　では、姿勢を正して軽く目をつ
ぶってください。そして、一度大き
く深呼吸をしてください。この一
週間を振り返ってみましょう。
　今から、自分の心と体の状態を
確認してもらいます。自分の心と
体の健康を振り返り、よりよいスト
レス対処法を学ぶためのもので
す。
　「心と体の振り返りシート」に
チェックをしましょう。
　涙があふれてくるのも自然な反
応です。回復していくとき、涙はス
トレスを解き放ちます。
　でも、やりたくないと思った人
は、無理しなくてもいいですよ。
　それでは、目を開けて、回答し
てください。時間は5分です。
⑶呼吸法の実施
　これから対処を考えていきま
す。呼吸法で気持ちを整えてい
きましょう。資料2b：イメージ呼吸
法

※クラス全員の児童の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

・めあてを声に出して言う。
※声の大きさなどで、クラスの雰囲
気を感じ、安心して授業を行う雰
囲気をつくる。

※事前に心と体の振り返りシートの
配付方法を決めておき、スムーズ
に配付されるように配慮する。

・名前、学年、クラス、出席番号を
記入する。
※目を閉じることができない生
徒は安心感を脅かされている
かもしれない。無理に目を閉じ
させない。

・「心と体の振り返りシート」に
チェックする。早く終わった生
徒は、どんな時にストレスを感
じているか書く。
※あまり深く考えずに、浮かん
だ数字に〇をするぐらいでい
いことを伝える。

※「心と体の振り返りシート」
にチェックをして涙がこぼれ
ている生徒がいたら、そっと
声をかける。またしばらくそ
の後の様子を観察しておく。

・呼吸法を体験する。
※ビデオ参照
※生徒が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。
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時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点

20分

⑷ストレス対処の記入
　ストレス反応（家や建物や夜
がこわい等）を乗り越えるため
にどんな工夫をしてきたかを書
きましょう。ストレス反応と工
夫を分けて書きましょう。あと
でグループで話し合います。

３　「こんな時、やってみよう！
　　Please try this one !」
　　（以下、リーフレット：p84）

⑴再体験及び回避・麻痺
　4人グループを作ってください。
　地震でのストレス反応（家や建
物が壊れて怖い）にどう対処して
きたか、どんな工夫をしてきたか
考えて書いたことをジャンケンを
して勝った人から時計回りに発表
してください。また、ジャンケンに
勝った人が、後でどんな工夫をし
てきたか発表してもらいます。　
　時間は、3分です。
　それでは、Aグループから発表
してください。発表者は、ストレス
反応とそれを乗り越えるための工
夫を２つずつ発表してください。発
表を聞く人は「いい工夫だなー」
と思ったときは、「いいねぇ」と声
をかけてください。
〇リーフレットを配付する
　一人になるのが怖いとか怖い夢を見
たり、地震のことを思い出してつらい
ときは、どうしていますか。
　リーフレットで確認しましょう。
　こんな時は、無理に話さなくてもい
いです。でも、自分のペースで、少しず
つ、書いたり、信頼できる人に話したり
してみるのもいいと思いますよ。

※机間支援しながら、家や建物
が怖かったり、揺れたらどう
しようなどの不安を乗り越え
るために工夫してきたことは
ないか等、防災の知恵を出し
合うことを促す。

・ストレス反応にどう対処してき
たか、どんな工夫をしてきたか
をグループで共有する。

※グループが協力しているか、様
子を見て、必要に応じて介入す
る。また、人前で発表することが
苦手な生徒に寄り添う。

※T2がいたら、T2が板書をす
る。その時、再体験と回避・
麻痺をできるだけ区別して板
書する。

※少しずつチャレンジできるこ
とが大切であることに気付か
せる。

※事前にリーフレットの配付方法を決め
ておく。配付の仕方にも目を配り、相
手を思いやる配付の仕方をほめる。
※リーフレットで、再体験と回避・麻痺
について確認し、安全な場所には、少
しずつチャレンジしたほうがいいこと
を知らせる。いやなことをリストアッ
プしてみて、50くらいのことからチャ
レンジするといいことも伝える。

　大変なことがあると、心と体に色々な変化が起きます。それはだれに
でも起こる自然な変化です。人はその変化を小さくしていく回復力を
もっています。それを、「レジリエンス」と言います。
　レジリエンスを高めるための方法を皆さんと一緒に考えていきま
しょう。
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時間 教師の働きかけ 児童生徒の活動と留意点
　地震の備え（３つの危ないー
倒れる落ちる、割れるーから身
を守る）と避難の仕方を確認し
ましょう。
⑵過覚醒
　いらいらした時は、肩リラッ
クス法があります。それでは、
一緒にやってみましょう。(資料
2b：肩リラックス法)

　眠れない時は、眠りのリラッ
クス法もあります。それでは、
一緒にやってみましょう。(資料
1b：眠りのためのリラックス法)

⑶マイナス思考

※安全感を高めるために、「備
える防災」と「そのとき防災
（避難行動）」が役に立つこ
とを強調する。

・肩リラックス法を体験する。

・眠りのリラックス法を体験する。
※生徒が実際に体験できるように
スクールカウンセラー又は養護
教諭等がモデルを示す。自発的
にやり出す生徒がいればほめ
る。

5分 ４　まとめ
⑴この授業の感想を 3分で書いて
みましょう。

⑵自分の感想を 4人グループで時
計回りに伝え合いましょう。

⑶授業のまとめ
　今日は、「心と体の振り返りシー
ト」で自分の心と体の状態を確認
して、「こんなとき、やってみよう！ 
Please try this one !」で確認で
きましたね。
　もし変化があっても、それは
自然なことです。そのときは、
「Please try this one !」です。
　ぜひ試してください。

・感想を書く。

・発表し合う。
※発表者に対して、他の生徒が共
感し合うよう導く。
※生徒たちの様子に応じて、温か
い言葉かけを行う。

※少しずつチャレンジできること
が大切であることに気付いてい
る生徒を確認し、全体シェアリン
グで紹介する。

　「なんだか楽しくないな」とか、「自分が悪かったと思ってしまう」と
かマイナスの考えが浮かぶことはありませんか。
　リーフレットを見てください。人はマイナスの考えをエネルギーにし
て、 プラスの考えに変えていくことができます。
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心のサポート授業２（中学・高校生用リーフレット）

こんなとき、やってみよう！
Please try this one !

　大変なことがあると、心と体がとっても頑張ります。すると、心と体に、
いつもと違った変化が起きることがあります。それは、だれにでも起こる自
然な変化です。人はその変化を小さくしていく力をもっています。「こうす
れば、その変化が小さくなるよ」というやり方を学習します。

【心と体の変化】 【こんなことをするといいよ！】

□思い出したくないのに、思い出し
てしまう！

・いやな夢やこわい夢を、見てしまい
ます。どうしたらいいでしょうか？

□一人になるのは、こわい！
・「家は大丈夫」なんだけど、家
じゃ眠りたくないなぁ・・
・もう、あの話はしたくない

□なかなか眠れない！

□なんかイライラする！

□マイナスの考えが浮かぶ！
・なんか楽しくないなぁ
・自分が悪かったなぁと思う
・自分の気持ちを分かってもらえな
いなぁと思う

（少しずつのチャレンジ）
　さけていることには、少しずつ
チャレンジしたほうがいいよ！
全くいやでない　　　　　　　　　　最高にいや

０　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
50 くらいのものからチャレンジしましょう

話をきいてもらうといいですよ

「備える防災」
　地震の備え（３つの危ないー倒れ
る、落ちる、割れるーから身を守る）
と避難の仕方を練習するとだいじょ
うぶだよ！
「そのとき防災」
　ゆれたら、避難する練習をすると
いいよ！

　あんな大変なことがあったから、
大人もなかなか眠れないよ！
肩リラックス法があります
眠りのリラックス法もあります
　力をいれて、ふわーっと力を抜く
といいよ！

　つらいことがあった時は、マイナ
スの考えが浮かんでくるのも自然な
ことだよ！
　でも、自分を責めないで欲しいです
　人は、マイナスの考えをエネル
ギーにして、プラスの考えに変えて
いくことができます
　将来の夢もエネルギーになります
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心のサポート授業２（中学生・高校生用）

保護者の皆様へ

「心のサポート授業２」の実施について（お知らせ）
熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

　大変なことがあると、心と体にいつもと違った変化が起きることがありま
す。それは誰にでも起こる自然な変化です。人はその変化を小さくしていく
力を持っています。「こうすれば、その変化が小さくなるよ」という授業を
計画しております。○○○○（災害名）を経験してきた生徒が抱えるストレ
ス反応（過覚醒、再体験、回避・麻痺、マイナス思考）を自己分析し、対処
方法を学ぶことで自己回復力を高めます。また、眠りのためのリラックス法
や落ち着くためのリラックス法（心のサポート）により安心感を育みます。
ご理解とご協力をお願いいたします。

■実施の内容
　「心のサポート授業２」では、まず１週間を振り返って、１５項目の
ストレス反応のチェックを行います。「緊張興奮」「思い出してつらい」
「避ける」「マイナスの考え」「体の色々な変化」のチェック項目に、『な
い』『週に１～２日ある』『週に３～５日ある』『ほぼ毎日ある』の４つ
から選んで回答します。
　次に、家や建物が怖い等の不安を乗り越えるために、どんな工夫を
してきたかを、グループで話し合います。その後、ストレス反応（過
覚醒、再体験、回避・麻痺、マイナス思考）の対処の仕方を知り、リラッ
クス法や落ち着くための方法を体験的に学びます。
■実施時期
　○月から○月の間で各学校が定めた日です。（事情により、変更とな
る場合があります）
■その他
⑴　心のサポート授業は、スクールカウンセラーや養護教諭等との連
携・共同で行います。
⑵　心のサポート授業に係る生徒の個人情報については、個人情報保
護条例により、適切に取り扱います。
⑶　本授業の実施にあたり、心配な点がある場合は、事前に各学校へ
ご相談ください。
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心のサポート授業２
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高めるリーフレット【養護教諭】

―「こんな時どうする？」「こんな時やってみよう」―
作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

養護教諭のみなさんへ
　熊本県教育委員会及び熊本市教育委員会では、強い地震を経験してきた
子どもの「心の自己回復力（レジリエンス）」を高めることを重要課題と
捉え、再開から４か月が経過した学校において、「心のサポート授業」と
して、子どもの心の自己回復力を高める活動に取り組みます。
　そこで、この活動にあわせて、中・長期的に子どもの心のケアに取り組
んでいく小中学校及び高等学校、特別支援学校の養護教諭向けにリーフ
レットを作成いたしました。
　子どもが抱えるトラウマ反応（過覚醒、再体験、回避・麻痺、マイナス思考）
等を、早期に発見し、それらによって引き起こされる生徒指導上の諸問題
の未然防止及び学校不適応等への対応を図っていただきたいと思います。
災害を体験すると
　大きな災害にあうと、私たちは恐怖を感じ、大切な人やものを失うなど
の、さまざまなストレスにさらされます。そのため、災害を体験すると「ト
ラウマ反応」「喪失反応」「日常生活上のストレス反応」等のいろいろな反
応が表れます。
さまざまなストレス反応

からだ
○寝つけない、夜
　中に目が覚める
○食欲がでない
○お腹や頭が痛い
○体がだるい

気持ち
○こわい、不安
○イライラする
○おちこむ
○なんにも感じない
○やる気がでない
○ひとりぼっちな感じ

行　動
○落ち着きがない
○はしゃぐ
○怒りっぽくなる
○子どもがえり
○ひきこもる

考え方
○集中できない
○考えがまとまりにくい
○いきなりその時
を思い出す

○思い出せない・
忘れやすい

○自分を責めてしまう

ストレス反応とは

◆同じ災害を体験していても、ストレス反応の表れ方は人それぞれです。
◆４か月が経過するとストレス反応の表れ方に顕著な差が現れます。
◆ストレス反応が人と違うことを気にする子どももいます。
◆安心できる人に早めに相談することが大事です。

いつもと違うショックを
受けた時の自然な反応です。

安全で安心できる生活を続けている
うちに、徐々におさまっていきます。
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ストレス反応がおさまるポイント
安心・安全感
　ホッとする、安心する、気持ちがなごむ、みんなで笑える時間や場所が
あると、心が楽になって元気が戻ってきます。

まわりの人との心の絆
　家族や友人など身近な人と一緒に過ごすときに「絆」を感じられるとよ
いでしょう。
　遊び、作業、行事などを通じて “ひとりじゃない ”と感じることができ
ると「絆」が強くなります。

気持ちを表す
　話す、泣く、笑う、怒るなどの素直な気持ちを周囲は受けとめましょう。
泣きたいのを我慢したり、つらいのに普通にしようとしなくても良いこと
を伝えます。
　ただし、一斉活動で表現させようとしたり、無理に気持ちを聞き出そう
としたりするのは逆効果です。

学校でのサポートと心のケア
①「安心・安全感、絆が感じられる日常生活」
②「校内体制を基盤としたサポート」
③「学校内外との連携」

☆まず身体のケアをしてから心のケアをしましょう。
☆親近感が大切、自然な形で話せるよう雰囲気づくりに心がけましょう。
☆発達段階に応じた優しさと思いやりで安全・安心をあたえましょう。
☆子どものセルフケアをサポートするという立場でいましょう。

☆担任の先生との連携を密にして情報収集に努めましょう。
☆担任の先生に話せないことや教室では見せない姿を保健室では見せる
こともあります。校内で情報を共有しながら対応を進めましょう。
☆学校内での共通理解を図り、子どもの実態に合った組織的な対応をし
ましょう。
☆専門機関への相談が必要だと感じたときは、校内体制で検討し、支援
をすすめましょう。
☆子どもの状態は時間の経過と共に変化します。長期的な経過観察と保
護者や専門家との連携を大切にしていきましょう。
☆発達段階や障がいの状態等に応じた対応を心がけま
　しょう。
☆「心と体の振り返りシート」などを活用し、個別の
　経緯や学校全体を把握する資料として保健指導や教
　育実践へ生かしていきましょう。

１ 基本的な対応

２ 養護教諭ならではの心のケア
※「食べる」については、バランスのよい食事を心がけましょう

ストレスがかかるときは
“ 食べる・寝る・話す ”

が必要です。
意識して実践しましょう！

食べる 寝る 話す
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☆教師だけでは話を聴くことが難しいケース、内容が深刻なケースは、
SCや SSWなどへの相談ができることを伝えましょう。
☆保護者が専門機関への相談、受診に対して不安やマイナスのイメージ
をもっていたり、治療費の心配、何の話をすればいいのか分からなかっ
たりする場合もあるので、必要に応じて説明をしましょう。
☆教師は「相談したい内容」を子どもと一緒に整理し、よりよい方法を
探すために、子どもや保護者がプラスに考えて利用できるように説明
しましょう。

「心のサポート授業」での養護教諭の役割

３　専門機関との連携

実態の把握
　日常の健康観察を活用し、「心のサポート授業」の授業前の子どもの様
子を観察しておきましょう。保護者の理解と協力を得て、子どもの実態の
把握に努め、担任の先生と協力しながら授業づくりに取り組みましょう。

ティーム・ティーチングが有効
　養護教諭の専門性を生かした授業への関わりが、子どもの自己回復力を
効果的に高めます。担任の先生と養護教諭が協力して、子どもの実態に合っ
た授業を工夫しましょう。複数の先生による個別説明があると安心して取
り組める子どももいます。

参加できない子どもへの関わり
　「心のサポート授業」に参加できない子どもがいる場合もあります。校
内で個別に対応できる体制を作っておきましょう。子どもに寄り添うように、
受けとめましょう。

授業後の子どもたちの観察
　「心のサポート授業」の授業後の子どもの様子も観察しておきましょう。
元気になる子もいれば不安定になる子もいるかもしれません。様々な心の
変化に注意しながら、日常的に把握していきましょう。

先生も被災者です
　養護教諭も自分のストレス反応を把握して、長期戦に備えて積極的な
休息をとりましょう。

☆休めるときは休みましょう。
☆無理をしてがんばらなくても良いです。
☆体調管理に努め、無理をしないようにしましょう。
☆一人で抱え込まないで、上司や同僚と話をしましょう。
☆ “食べる・寝る・話す ”が必要です。1日 1回はリラック
　スタイムを取りましょう。

ストレスは
上手にはき出す
ことが大事！
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○救急処置
　・けがの手当て
　・休養、早退、医療機関受診の
　　必要性の有無等の判断と対応
○観察
　・問診、記録
　・来室状況の表情
○健康相談
○保健指導
○学級担任等への連絡
○朝の健康観察結果の集計・分析

○学校医の助言
○保護者への連絡
○受診結果の連絡等

○早退
○医療機関受診の勧め
○保護者への保健
　指導等

○管理職への朝の健康観察結果の報告
○感染症対策（他の子ども及び学級の状況把握）
○いじめ・虐待等の発見
○学校医への連絡等

○欠席者の把握
○教育活動中の健康観察
　□体調　　 　□対人関係
　□学習状況 　□精神状態等
　□教室復帰後の経過の健康観察

心のケアは日常の健康観察から
　「心のサポート授業」の実施に向け、養護教諭と担任の先生を中心とした
きめ細かな健康観察は、子どもの実態把握にはとても大切です。日頃から実
施している日常の健康観察を活用して、子どもの「心の自己回復力（レジリ
エンス）」を高める活動に取り組みましょう。
健康観察のフローチャート

朝の健康観察＜学級担任＞
学校生活を過ごすことができる健康状態であるか
感染症や心身の健康問題の早期発見
○欠席者の把握
　・散発的、継続的な欠席
　・欠席する曜日の限定、または理由が
　　はっきりしない欠席
○遅刻者の把握
　・遅刻が多い
　・理由がはっきりしない遅刻

震災対応の健康観察のポイント
　今は、何もないようだけど、半年後、１年後、
３年後に変化がみられる場合もある。
　数年間、記録を残しておく。
１　災害発生時に一人でいた子
２　自宅が全壊や半壊した子
３　一人でいたがる子、一人でぼーっとしている子
４　何にも感じない、表情のない子
５　集中できない、成績が下がってきた子

●表情　●顔色　●声 【観察】
◆みる　◆きく 　　　【確認】

理由の確認・対応

＜子ども＞
◇自分の健康状態の変化を感じる
◇友達のいつもと違う様子に気付く
　（自己健康管理能力の育成）

全教育活動における健康観察
＜教職員＞

保健室＜養護教諭＞

【医療機関の受診】【保護者への連絡】【校長等教職員への報告・連絡】

体調不良、
けが等

教室復帰

連携

異常が見られない

【保護者、教育委員会、保健所、児童相談所等への連絡】

体調不良、けが等

ストレスがかかっているかどうか睡眠の問診
は大切。「眠れているか？」だけでなく、
▶寝つきの状況
　「ふとんに入ってから 15分ぐらいで眠れて
　いるか」
▶睡眠中の状況
　「夜中に目が覚めておきるかどうか」
▶目覚めの状況
　「ぐっすり眠れたか」「スッキリ目が覚めたか」

のポイントを押さえて問診する。
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こんな時どうする？
　周囲の人が落ち着いた態度で温かく接すると、余震に
よる不安感、避難所生活や車中泊での閉塞感から、心の
緊張がとけて、安心感や元気が回復してきます。

　時間が経過してもやる気が出
ないかもしれません。
　「焦らないでゆっくり自分の
ペースでいいよ」と
声をかけてあげまし
ょう。

　まずはその場で、大人が冷静
にその行動をやめるように伝え、
子どもが落ち着いたらゆっくり
話を聞きましょう。
　今の気持ちを言葉などに表す
ことを伝えてください。気持ち
を表すことがで
きたら、共感す
るような声かけ
をしながら見守
りましょう。

　バスの振動に反応したとき、
「今の揺れはバスだったね」など
と言い合いましょう。振動の原
因を知ることが大事です。
　お互いに確認
しましょう。

　好きなことや楽しいことをす
るように伝えましょう。指先だ
けでできる単純な作業を行うこ
とも効果があることを投げかけ
てみましょう。

　普段でも大きな音にはびっく
りします。音にびっくりしたと
きは大きく深呼吸をすると良い
ことを伝えま
しょう。

　泣けるときに泣いても良いと
伝えましょう。落ち着いたら、「見
守っているから大丈夫、また泣
いて良いからね」と
今の気持ちを正直に
表現できたことを認
めましょう。

やる気が起きない

反抗的、攻撃的な態度をとる

乗り物の振動に敏感に反応する

イライラする、イライラが止まらない

音に敏感になっている

急に涙が出る
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　見守ってくれるグッズ
（お守り、ぬいぐるみなど）を用
意しましょう。
　一緒に過ごすこ
とで不安は和らぎ
ます。

　閉じ込められないように用心
し、自分の身を守るための行動
です。
　先を見通す力
が付いているこ
とをほめてあげ
ましょう。

　家を守る仕事という役割を任
せましょう。少し勇気を出して
みようと伝え、自分の仕事に責
任をもたせてみま
しょう。
　できたらほめて
あげましょう。

　自分から話し始めたら聞いて
あげましょう。「今、無事でいら
れるから良かった
ね」など、最後は
良いエピソードに
して返してあげま
しょう。

帰宅後一人で行動するのを怖がる

風呂やトイレのドアを閉めて使う
ことができない

留守番ができない

災害のときのエピソードを
話し始める

引用文献
岩手県立総合教育センター（2015）「いわて子どものこころのサポート  － H27 こころ
のサポート授業資料及び心とからだの健康観察 (2015 版 ) －」
小林朋子ほか（2010）『支援者のための 災害後のこころのケアハンドブック』静岡大学
防災総合センター
静岡大学教育学部小林朋子研究室（2014）『研究室被災地からの転校生を受け入れる学
校の先生方へ』
静岡県臨床心理士会被災者支援本部『被災地からの転校生を受け入れる学校の先生方へ』
兵庫県教育委員会（2006）『震災・学校支援チームＥＡＲＴＨハンドブック』
文部科学省（2014）「学校における子供の心のケア  －サインを見逃さないために－」

問い合わせ先

熊本県立教育センター
　〒 861-0543
　熊本県山鹿市小原
　Tel  0968-44-6611
　Fax 0968-44-6495

熊本市教育センター
　〒 860-0001
　熊本市中央区千葉城町２番 35号
　Tel  096-359-3200
　Fax 096-359-7917
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心のサポート授業３
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高める授業展開例【小学校新入生】

―アニバーサリー反応版―
－「安全・安心の生活のために」－

作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

全体的な留意点
　熊本地震を経験してきた児童が、アニバーサリー反応や余震等の強いス
トレスへの対処法を学びます。そして、様々な反応によって引き起こされ
る生徒指導上の諸問題の未然防止及び学校不適応等への早期対応のために
活用します。
１　主題
　日常のストレスと余震への対処の仕方を仲間と学びます。そして、心の
自己回復力（レジリエンス）を高めていきます。
２　授業構成
⑴日常のストレスと余震への対処の
仕方を学び、アニバーサリー反応へ
の対処を知ります。
（防災と心のサポートリーフレット）

⑵リラックス法を体験します。全体
シェアリングを通して、お互いが回
復していく意欲を分かち合います。

（リラックス法・シェアリング）

３　配慮事項　　　　 ※スクールカウンセラーや養護教諭等と共同で行う。
⑴保護者へのお便り　
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p118 参照）、意
見を求めておきます。保護者と児童がストレス対処について話し合う機会
にもなります。
　また、保護者が児童にこの授業を受けてほしくないという要望があれば、
保健室で過ごすなどの対応を事前に検討することができます。
⑵要配慮児童生徒への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる児童
には、事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといいです。
参加できない児童は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。また、「地
震」などの言葉は安全だということも少しずつ伝えていきましょう。
⑶障がいのある生徒への配慮
　学校の状況や児童の障がいの状態等に応じて、授業を展開する上で必要
な合理的配慮の提供を工夫したり、交流及び共同学習として実施したりす
ることも考えられます。
４　実施時期
　時期は、災害発生から１年後を目途に、教育相談部等を中心に学校組織
としての判断で決定するようにしましょう。朝の会やクラスが落ちつかな
いときに、ショートエクササイズを実践するのもいいでしょう。
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５　準備物
「防災と心のサポートリーフレット」（新入生、小１・２年）
６　形態
　以下の形態で、35 人以内（学級単位など）で実施してください。座席
の配置は学級の実態に応じて、臨機応変に設定してください。

※●は担任、○はスクールカウンセラーや養護教諭等、■は児童

黒　板
●　　　○

■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■

７　大まかな流れ
※児童の発達段階や障がいの状態等に応じて、発問をやさしい言葉にするな
ど工夫してください。
⑴学習のめあてを知る。
　「『いらいらする』ことや『ふあんにおもう』ことを『ちいさくす
る』ほうほうをまなびましょう！」

⑵落ち着くためのリラックス法を一つ体験する。

⑶最近、イライラしたり不安に思ったりしたことを全体で出し合う。

⑷イライラした時、不安に思った時、どうすれば良いかを全体で話
し合う。

⑸「防災と心のサポートリーフレット」を基に対処法を学ぶ。

⑹イライラした時、不安に思った時のリラックス法を体験する。

⑺感想を伝え合い、お互いの思いを共有する。

※
話
し
合
い
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
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８　展開（45分）
時間 教師の働きかけ 留意点
５分

5分

20分

１　本時の目標
　最近イライラするなぁと感じた
り、不安だなぁと思ったりしている
人はいませんか。不安を感じたり
すると心と体に反応が現れること
があります。これは、自然な反応で
すが、長く続くと疲れてしまいま
す。今日はそんな時、どうすれば良
いか学習します。

○学習することを一緒に言いま
しょう。
＜がくしゅうすること＞
　「いらいらする」ことや「ふあん
におもう」ことを「ちいさくする」
ほうほうをまなびましょう！

２　リラックス法の体験
　まず、心を落ち着かせるために、
呼吸法を行います。気持ちも落ち
着くようにしていきましょう。

３　イライラしたり不安に思った
りしたことを全体で出し合う。
　最近、イライラしたり不安に
思ったりしたことを言ってくだ
さい。

４　イライラした時、不安に思っ
た時の対処法を全体で話し合う。

※クラス全員の児童の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

※児童の声の大きさなどで、ク
ラスの雰囲気を感じるととも
に、声が小さくても言い直し
をさせたりせず、安心して授
業を行う雰囲気をつくる。

※資料2b参照
※児童が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。

※自分のことや家族、友達のこ
となどでイライラしたり、不
安に思ったりしたことを発表
するように促す。

※児童の実態に応じて板書する
ことも考えられる。その際は
イライラと不安感をできるだ
け区別して板書する。
（T2がいたら、T2が板書をする）

　毎日の生活を送る中で、イライラしたり不安に思ったりすると、心と
体に色々な変化が起きます。それはだれにでも起こる自然な変化で
す。人はその変化を小さくしていく力をもっています。その力を強くす
るための方法をみんなと一緒に考えていきましょう。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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時間 教師の働きかけ 留意点

5分

5分

5分

　イライラした時や不安に思っ
た時、どのような方法があるの
かを言ってください。

５　ストレスとアニバーサリー反
応の対処方法
　あれから１年、テレビなど
で、熊本地震のニュースが増え
てくると、落ち着かなくなった
り、つらいことを思い出したり
して不安になることがありま
す。それは、とても自然な心と
体の変化です。でも、心配に
なったら、担任や保健室の先
生、カウンセラーの先生などに
相談するといいですよ。
　それでは、地震でゆれても、
準備しておくと大丈夫な方法を
リーフレットで一緒に確かめま
しょう。

６　くまモンとヨーガの体験
　イライラした時や不安に思っ
た時は、くまモンとヨーガもあ
ります。それでは、一緒にやっ
てみましょう。

７　振り返り
⑴学習の感想
　最後に学習して思ったことを
伝え合いましょう。発表してく
ださい。
⑵まとめ
　今日は、イライラしたり不安
に思ったりした時、それを小さ
くする方法を、みんなで学び合
いました。そうなった時は、今
日、学習したことを思い出し
て、やってみましょう。

※児童の実態に応じて板書する
ことも考えられる。その際は
イライラと不安感をできるだ
け区別して板書する。
（T2がいたら、T2が板書をする）
※自分たちが、自己回復する方法
を持っていることに気付かせる。
※事前にリーフレットの配付方
法を決めておく。配付の仕方
にも目を配り、相手を思いや
る配付の仕方をほめる。

※アニバーサリー反応への事前対
応

①起こりうる反応について
　思い出してドキドキするなど
の反応が起こるかもしれない。

②誰にでも起こるということにつ
いて

　　それは誰にでも起こりうる当
たり前のこと。
③その対処法について
　　リラックスしたり、話を聞いて
もらったりする。
※安全で安心な生活をするため
に、どんな工夫があるか、リーフ
レットで一緒に確認する。

※動画参照（「くまモン」「教育セ
ンター」で検索）
※児童が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。
自発的にやり出す子がいれば
ほめる。

※発表者に対して、他の児童が共
感し合うよう導く。
※児童の発表に応じて、温かい言
葉かけを行う。

※児童が発表した工夫や感想等
を、全体で振り返りながら、まと
めをする。

※教師 ※スクールカウンセラー等



96

Ⅲ章　

Ⅲ
章

心
の
ケ
ア



97

Ⅲ章　

Ⅲ
章

心
の
ケ
ア

心のサポート授業３
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高める授業展開例【小学校１年・２年】

―アニバーサリー反応版―
－「安全・安心の生活のために」－

作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

全体的な留意点
　熊本地震を経験してきた児童が、自己分析を行い、対処方法を学ぶこと
で自己回復力を高めます。安全で安心な生活を送れるように、アニバーサ
リー反応や余震等の強いストレスへの対処法を学びます。そして、様々な
反応によって引き起こされる生徒指導上の諸問題の未然防止及び学校不適
応等への早期対応のために活用します。
１　主題
　自分の心とからだの健康の状態を知り、その対処の仕方を仲間と学びま
す。そして、心の自己回復力（レジリエンス）を高めていきます。
２　授業構成
⑴心と体の振り返りシートに
チェックし、自分の心と体
の状態を知ります。また、
ストレス反応を乗り越える
ためにどんな工夫をして
きたかを記入します。
（心と体の振り返りシート）

⑵日常のストレスと
余震への対処の
仕方を学び、アニ
バーサリー反応へ
の対処を知ります。
（防災と心のサポート

リーフレット）

⑶リラックス法を体験し
ます。班や全体シェ
アリングを通して、
お互いが回復してい
く意欲を分かち合い
ます。

（リラックス法・シェアリング）

３　配慮事項　　　　 ※スクールカウンセラーや養護教諭等と共同で行う。
⑴保護者へのお便り　
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p118参照）、意見を求
めておきます。保護者と児童がストレス対処について話し合う機会にもなります。
　また、保護者が児童にこの授業を受けてほしくないという要望があれば、
保健室で過ごすなどの対応を事前に検討することができます。
⑵要配慮児童への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる児童には、
事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといいです。参加でき
ない児童は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。また、「地震」などの言
葉は安全だということも少しずつ伝えていきましょう。
⑶障がいのある児童への配慮
　学校の状況や児童の障がいの状態等に応じて、授業を展開する上で必要
な合理的配慮の提供を工夫したり、交流及び共同学習として実施したりす
ることも考えられます。
４　実施時期
　時期は、災害発生から１年後を目途に、児童の実態に応じて、教育相談部会
等のチームの判断で決定するようにしましょう。朝の会やクラスが落ちつか
ないときに、ショートエクササイズを実践するのもいいでしょう。
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Ⅵ章　１　児童生徒の心のケア

５　準備物
・「心と体の振り返りシート」（10項目版）用紙
・「防災と心のサポートリーフレット」（新入生、小１・２年）（p96）
６　形態
　以下の形態で、35 人以内（学級単位など）で実施してください。座席
の配置は学級の実態に応じて、臨機応変に設定してください。
　但し、「心と体の振り返りシート」を実施する際は、学年や学級の実態
に応じ、児童のプライバシー等に配慮し、例えば座席を一列にするなど、
一人一人の児童が安心して記入できるよう工夫してください。

※●は担任、○はスクールカウンセラーや養護教諭等、■は児童

黒　板
●　　　○

■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■

７　大まかな流れ
※小１・２年は同じ流れとなっています。発達段階や障がいの状態等に応じ
て、発問をやさしい言葉にするなど工夫してください。
⑴本日の目標を知る。
　「自分の心と体のことを知り、不安に思ったりする時、どうすれ
ば良いかを学びましょう」

⑵落ち着くためのリラックス法を一つ体験する。

⑶「心と体の振り返りシート」に記入し、自分の心や体の状態に気
付く。

⑷最近、イライラしたり不安に思ったりしたことをまとめる。

⑸イライラした時、不安に思った時、どうすれ良いかを班で話し合う。

⑹「防災と心のサポートリーフレット」を基に対処法を学ぶ。

⑺イライラした時、不安に思った時のリラックス法を体験する。

⑻感想を書き、お互いの思いを共有する。

※
話
し
合
い
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
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８　展開（45分）
時間 教師の働きかけ 留意点
3分

9分

１　本時の目標
　最近イライラするなぁと感じた
り、不安だなぁと思ったりする人は
いませんか。不安を感じたりする
と心と体に反応が現れることがあ
ります。これは、自然な反応です
が、長く続くと疲れてしまいます。
今日はそんな時、どうすれば良い
か学習します。
○学習のめあてを一緒に読みましょう。
＜めあて＞
　「自

じぶ ん

分の心
こころ

と体
からだ

のことを知
し

り、
不
ふあ ん

安に思ったりするとき、どうすれ
ばよいかを学

まな

びましょう。」
２　リラックス法の体験
　まず、心を落ち着かせるために、
呼吸法を行います。気持ちを整え
ていきましょう。
３　「心と体の振り返りシート」の
活用

⑴名前等の記入の確認

⑵「心と体の振り返りシート」の説明
　このシートについて説明します。ま
ず、姿勢を正して軽く目をつぶってく
ださい。そして、一度大きく深呼吸をし
てください。この一週間を振り返って
みましょう。（しばらく間を置く）
　今から、自分の心と体について確か
めてもらいます。自分の心と体の健康
を振り返り、不安を感じたりする時、ど
うすれば良いか学ぶためのものです。
　振り返ることで、涙があふれてくる
人もいるかもしれません。それは自然
なことです。涙は不安を小さくします。
　でも、きつくなった時は、無理をしな
くてもいいですよ。
　それでは、そーっと目を開けてく
ださい。この一週間を振り返りながら
シートにチェックしてください。時間は
5分です。（＊時間は児童の実態に応じ
て配慮する）

※クラス全員の児童の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

※児童の声の大きさなどで、ク
ラスの雰囲気を感じるととも
に、声が小さくても読み直し
をさせたりせず、安心して授
業を行う雰囲気をつくる。

※資料2b参照
※児童が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。

※事前に「心と体の振り返り
シート」の配付方法を決めて
おき、スムーズにシートが配
付されるように配慮する。

※目を閉じることができない児童
は安心感を脅かされているかも
しれないので、無理に目を閉じ
なくてもいいことを伝える。

※必要に応じて、シートのチェック
の仕方を説明する。チェックが
進まない児童には、あまり深く
考えずに、思い浮かんだ数字に
〇をするぐらいでいいことを伝
える。
※「心と体の振り返りシート」
にチェックをして涙がこぼれ
出す児童がいたら、そっと声
をかける。そして、しばらく
その後の様子を観察し、必要
に応じて対処する。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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時間 教師の働きかけ 留意点
20分 ４　イライラしたり不安に思った

りしたことについてまとめる。
　振り返りシートの裏を開けてく
ださい。（名前等の記入後）最近、
イライラしたり不安に思ったりし
た時のことを１⑴に書きましょう。
時間は、3分です。（＊時間は児童
の実態に応じて配慮する）
５　イライラした時、不安に思っ
た時の対処法を話し合う。

　イライラした時や不安に思った
時、どのような工夫をしているの
かを１⑵に書きましょう。時間は、3
分です。（＊時間は児童の実態に応
じて配慮する）

　班を作ってください。それでは、
今シートに書いたことを、班の中
で発表してもらいます。ジャンケ
ンをして勝った人から時計回りに
発表してください。時間は、５分で
す。（＊時間は児童の実態に応じて
配慮する）また、ジャンケンに勝っ
た人が、後でどんな工夫をしてき
たか、全体で発表してもらいます。

　それでは、１班から発表してくだ
さい。発表者は、イライラした時や
不安に思った時の工夫を１つずつ
発表してください。

※自分のことや家族、友達のこ
となどでイライラしたり、不
安に思ったりしたことを書く
ように促す。

※つらいことを思い出して、涙
がこぼれ出す児童がいたら、
そっと声をかける。そして、
しばらくその後の様子を観察
し、必要に応じて対処する。

※これまでに工夫していること
や、思いついたことを書くよ
うに促す。

※つらいことを思い出して、涙
がこぼれ出す児童がいたら、
そっと声をかける。そして、
しばらくその後の様子を観察
し、必要に応じて対処する。

※学級の実態に応じて、班活動
をせず、全体で発表し合うこ
とも考えられる。

※班で協力しているか様子を見
て、必要に応じて介入する。
また、人前で発表することが
苦手な児童に寄り添う。

※イライラと不安感をできるだ
け区別して板書する。（T2が
いたら、T2が板書をする。）

※自分たちが、自己回復する方法
を持っていることに気付かせる。
※時間に応じて、他の班から出
なかった工夫にしぼって発表
するようにする。

※発表が終わったら、机を元に
戻すようにする。

　毎日の生活を送る中で、イライラしたり不安に思ったりすると、心と
体に色々な変化が起きます。それはだれにでも起こる自然な変化で
す。人はその変化を小さくしていく力をもっています。その力を強くす
るための方法をみんなと一緒に考えていきましょう。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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時間 教師の働きかけ 留意点
8分 ６　ストレスとアニバーサリー反

応の対処方法
　あれから１年、テレビなどで、熊
本地震のニュースが増えてくる
と、落ち着かなくなったり、つらい
ことを思い出したりして不安にな
ることがあります。それは、とても
自然な心と体の変化です。でも、
心配になったら、担任や保健室の
先生、カウンセラーの先生などに
相談するといいですよ。
　それでは、地震でゆれても、備
えておくと大丈夫な方法をリーフ
レットで一緒に確かめましょう。

７　くまモンとヨーガの体験
　イライラした時や不安に思った
時は、くまモンとヨーガもありま
す。それでは、一緒にやってみま
しょう。

※事前にリーフレットの配付方
法を決めておく。配付の仕方
にも目を配り、相手を思いや
る配付の仕方をほめる。

※アニバーサリー反応への事前
対応

①起こりうる反応について
　思い出してドキドキするなどの
反応が起こるかもしれない。

②誰にでも起こるということに
ついて

　それは誰にでも起こりうる当
たり前のこと。

③その対処法について
　リラックスしたり、話を聞い
てもらったりする。

※安全で安心な生活をするため
に、どんな工夫があるか、
リーフレットで確認する。

※動画参照（「くまモン」「教育セ
ンター」で検索）
※児童が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。
自発的にやり出す子がいれば
ほめる。

5分 ８　振り返り
⑴学習した感想を3分で書いてみ
ましょう。
⑵発表する人の感想をしっかり聞
きましょう。

⑶まとめ
　今日は、「心と体の振り返りシー
ト」で自分の心と体のことも分か
りましたね。もし変化があっても、
それは自然なことです。その時
は、今日みんなで学習したことを
思い出して、試してみましょう。

※感想をまとめる様子を見なが
ら、代表者を１～２名決めて
おく。

※発表者に対して、他の児童が
共感し合うよう導く。

※児童の発表に応じて、温かい
言葉かけを行う。

※板書した児童の工夫を、全体
で振り返りながら、まとめを
する。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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心のサポート授業３
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高める授業展開例【小学校３年～６年】

―アニバーサリー反応版―
－「安全・安心の生活のために」－

作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

全体的な留意点
　熊本地震を経験してきた児童が、自己分析を行い、対処方法を学ぶこと
で自己回復力を高めます。安全で安心な生活を送れるように、アニバーサ
リー反応や余震等の強いストレスへの対処法を学びます。そして、様々な
反応によって引き起こされる生徒指導上の諸問題の未然防止及び学校不適
応等への早期対応のために活用します。
１　主題
　自分の心とからだの健康の状態を知り、その対処の仕方を仲間と学びま
す。そして、心の自己回復力（レジリエンス）を高めていきます。
２　授業構成
⑴「心と体の振り返りシー
ト」にチェックし、自分の心
と体の状態を知ります。ま
た、ストレス反応を乗り越
えるためにどんな工夫を
してきたかを記入します。
（心と体の振り返りシート）

⑵日常のストレスと
余震への対処の
仕方を学び、アニ
バーサリー反応へ
の対処を知ります。
（防災と心のサポート
リーフレット）

⑶リラックス法を体験し
ます。班や全体シェ
アリングを通して、
お互いが回復してい
く意欲を分かち合い
ます。

（リラックス法・シェアリング）

３　配慮事項　　　　 ※スクールカウンセラーや養護教諭等と共同で行う。
⑴保護者へのお便り
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p118 参照）、意
見を求めておきます。保護者と児童がストレス対処について話し合う機会
にもなります。
　また、保護者が児童にこの授業を受けてほしくないという要望があれば、
保健室で過ごすなどの対応を事前に検討することができます。
⑵要配慮児童への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる児童
には、事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといいです。
参加できない児童は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。また、「地
震」などの言葉は安全だということも少しずつ伝えていきましょう。
⑶障がいのある児童への配慮
　学校の状況や児童の障がいの状態等に応じて、授業を展開する上で必要
な合理的配慮の提供を工夫したり、交流及び共同学習として実施したりす
ることも考えられます。
４　実施時期
　時期は、災害発生から１年後を目途に、児童の実態に応じて、教育相談
部会等のチームの判断で決定するようにしましょう。朝の会やクラスが落
ちつかないときに、ショートエクササイズを実践するのもいいでしょう。
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５　準備物
・「心と体の振り返りシート」（10項目版）用紙
・「防災と心のサポートリーフレット」（小3～６年）
６　形態
　以下の形態で、40 人以内（学級単位など）で実施してください。座席
の配置は学級の実態に応じて、臨機応変に設定してください。
　但し、「心と体の振り返りシート」を実施する際は、学年や学級の実態
に応じ、児童のプライバシー等に配慮し、例えば座席を一列にするなど、
一人一人の児童が安心して記入できるよう工夫してください。

※●は担任、○はスクールカウンセラーや養護教諭等、■は児童

黒　板
●　　　○

■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■

７　大まかな流れ
※小３～６年まで同じ流れとなっています。発達段階や障がいの状態等に応
じて、発問をやさしい言葉にするなど工夫してください。
⑴本日の目標を知る。
　「自分自身の心と体の状態を知り、不安に思ったりする時、どう
すれば良いかを学びましょう」

⑵落ち着くためのリラックス法を一つ体験する。

⑶「心と体の振り返りシート」に記入し、自分の心や体の状態に気付く。

⑷最近、イライラしたり不安に思ったりしたことをまとめる。

⑸イライラした時、不安に思った時、どうすれ良いかを班で話し合う。

⑹「防災と心のサポートリーフレット」を基に対処法を学ぶ。

⑺イライラした時、不安に思った時のリラックス法を体験する。

⑻感想を書き、お互いの思いを共有する。

※
話
し
合
い
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。



106

Ⅲ章　

Ⅲ
章

心
の
ケ
ア

８　展開（45分）
時間 教師の働きかけ 留意点
3分

9分

１　本時の目標
　最近イライラするなぁと感じた
り、不安だなぁと思ったりする人は
いませんか。不安を感じたりする
と心と体に反応が現れることがあ
ります。これは、自然な反応です
が、長く続くと疲れてしまいます。
今日はそんな時、どうすれば良い
か学習します。
○学習のめあてを一緒に読みましょう。
＜めあて＞
　「自

じぶ ん

分自
じし ん

身の心と体の状
じょうたい

態を知
り、不

ふあ ん

安に思ったりする時、どうす
れば良

よ

いかを学びましょう。

２　リラックス法の体験
　まず、心を落ち着かせるために、
呼吸法を行います。気持ちを整え
ていきましょう。

３　「心と体の振り返りシート」の活用
⑴名前等の記入の確認
⑵「心と体の振り返りシート」の説明
　このシートについて説明しま
す。まず、姿勢を正して軽く目をつ
ぶってください。そして、一度大き
く深呼吸をしてください。この一
週間を振り返ってみましょう。（し
ばらく間を置く）
　今から、自分の心と体について
確かめてもらいます。自分の心と
体の健康を振り返り、不安を感じ
たりする時、どうすれば良いか学
ぶためのものです。
　振り返ることで、涙があふれて
くる人もいるかもしれません。そ
れは自然なことです。涙は不安を
小さくします。
　でも、つらくなった時は、無理を
しなくてもいいですよ。
　それでは、そーっと目を開けて
ください。この一週間を振り返り
ながらシートをチェックしてくださ
い。時間は5分です。（＊時間は児
童の実態に応じて配慮する）

※クラス全員の児童の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

※児童の声の大きさなどで、ク
ラスの雰囲気を感じるととも
に、声が小さくても読み直し
をさせたりせず、安心して授
業を行う雰囲気をつくる。

※動画参照
※児童が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。

※事前に「心と体の振り返り
シート」の配付方法を決めて
おき、スムーズにシートが配
付されるように配慮する。

※目を閉じることができない児童
は安心感を脅かされているかも
しれないので、無理に目を閉じ
なくてもいいことを伝える。

※必要に応じて、シートのチェック
の仕方を説明する。チェックが
進まない児童には、あまり深く
考えずに、思い浮かんだ数字に
〇をするぐらいでいいことを伝
える。
※「心と体の振り返りシート」
にチェックをして涙がこぼれ
出す児童がいたら、そっと声
をかける。そして、しばらく
その後の様子を観察し、必要
に応じて対処する。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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時間 教師の働きかけ 留意点
20分 ４　イライラしたり不安に思った

りしたことについてまとめる。
　振り返りシートの裏を開けてく
ださい。最近、イライラしたり不
安に思ったりした時のことを１⑴
に書きましょう。時間は、3分で
す。（＊時間は児童の実態に応じ
て配慮する）
５　イライラした時、不安に思っ
た時の対処法を話し合う。

　イライラした時や不安に思っ
た時、どのような工夫をしている
のかを１⑵に書きましょう。時間
は、3分です。（＊時間は児童の実
態に応じて配慮する）

　班を作ってください。それで
は、今シートに書いたことを、班の
中で発表し、より良い工夫を話し
合ってもらいます。ジャンケンをし
て勝った人から時計回りに発表し
てください。時間は、５分です。（＊
時間は児童の実態に応じて配慮
する）また、ジャンケンに勝った人
が、後で班で話し合った工夫を、全
体で発表してもらいます。

　それでは、１班から発表してく
ださい。発表者は、イライラした
時や不安に思った時の工夫を１つ
ずつ発表してください。

※※自分のことや家族、友達の
ことなどでイライラしたり、
不安に思ったりしたことを書
くように促す。

※つらいことを思い出して、涙
がこぼれ出す児童がいたら、
そっと声をかける。そして、
しばらくその後の様子を観察
し、必要に応じて対処する。

※これまでに工夫していること
や、思いついたことを書くよ
うに促す。

※つらいことを思い出して、涙
がこぼれ出す児童がいたら、
そっと声をかける。そして、
しばらくその後の様子を観察
し、必要に応じて対処する。

※学級の実態に応じて、班活動
をせず、全体で発表し合うこ
とも考えられる。

※班で協力しているか様子を見
て、必要に応じて介入する。
また、人前で発表することが
苦手な児童に寄り添う。

※イライラと不安感をできるだ
け区別して板書する。（T2が
いたら、T2が板書をする。）

※自分たちが、自己回復する方
法を持っていることに気付か
せる。

※時間に応じて、他の班から出
なかった工夫にしぼって発表
するようにする。

※発表が終わったら、机を元に
戻すようにする。

※教師 ※スクールカウンセラー等

　毎日の生活を送る中で、イライラしたり不安に思ったりすると、心と
体に色々な反応が起きます。それはだれにでも起こる自然な変化で
す。人はその変化を小さくしていく力をもっています。その力を高める
ための方法を皆さんと一緒に考えていきましょう。
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時間 教師の働きかけ 留意点
8分 ６　ストレスとアニバーサリー反

応の対処方法
　あれから１年、テレビなどで、熊
本地震のニュースが増えてくる
と、落ち着かなくなったり、つらい
ことを思い出したりして不安にな
ることがあります。それは、とても
自然な心と体の変化です。でも、
心配になったら、担任や保健室の
先生やカウンセラーの先生などに
相談するといいですよ。
　それでは、地震でゆれても、備
えておくと大丈夫な方法をリーフ
レットで一緒に確かめましょう。

７　くまモンとヨーガの体験
　イライラした時や不安に思った
時は、くまモンとヨーガもありま
す。それでは、一緒にやってみま
しょう。

※クラス全員の児童の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

※アニバーサリー反応への事前
対応

①起こりうる反応について
　思い出してドキドキするなどの
反応が起こるかもしれない。

②誰にでも起こるということに
ついて

　それは誰にでも起こりうる当
たり前のこと。

③その対処法について
　リラックスしたり、話を聞い
てもらったりする。

※安全で安心な生活をするため
に、どんな工夫があるか、
リーフレットで確認する。

※動画参照（「くまモン」「教
育センター」で検索）

※児童が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。
自発的にやり出す子がいれば
ほめる。

5分 ８　振り返り
⑴学習した感想を3分で書いてみ
ましょう。
⑵発表する人の感想をしっかり聞
きましょう。

⑶まとめ
　今日は、「心と体の振り返りシー
ト」で自分の心と体の状態も分か
りましたね。もし変化があっても、
それは自然なことです。その時
は、今日みんなで学習したことを
思い出して、試してみましょう。

※感想をまとめる様子を見なが
ら、代表者を１～２名決めて
おく。

※発表者に対して、他の児童が
共感し合うよう導く。

※児童の発表に応じて、温かい
言葉かけを行う。

※板書した児童の工夫を、全体
で振り返りながら、まとめを
する。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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心のサポート授業３
｢くまもと・子どもの心の自己回復力｣
を高める授業展開例【中学校・高校】

―アニバーサリー反応版―
－「安全・安心の生活のために」－

作成：熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

全体的な留意点
　熊本地震を経験してきた生徒が、自己分析を行い、対処方法を学ぶこと
で自己回復力を高めます。安全で安心な生活を送れるように、アニバーサ
リー反応や余震等の強いストレスへの対処法を学びます。そして、様ﾉﾏな
反応によって引き起こされる生徒指導上の諸問題の未然防止及び学校不適
応等への早期対応のために活用します。
１　主題
　自分の心とからだの健康の状態を知り、その対処の仕方を仲間と学びま
す。そして、心の自己回復力（レジリエンス）を高めていきます。
２　授業構成
⑴「心と体の振り返りシー
ト」にチェックし、自分の心
と体の状態を知ります。ま
た、ストレス反応を乗り越
えるためにどんな工夫を
してきたかを記入します。
（心と体の振り返りシート）

⑵日常のストレスと
余震への対処の
仕方を学び、アニ
バーサリー反応へ
の対処を知ります。
（防災と心のサポート
リーフレット）

⑶リラックス法を体験し
ます。班や全体シェ
アリングを通して、
お互いが回復してい
く意欲を分かち合い
ます。

（リラックス法・シェアリング）

３　配慮事項　　　　 ※スクールカウンセラーや養護教諭等と共同で行う。
⑴保護者へのお便り
　事前に、学級通信等で、授業内容についてお知らせし（p118 参照）、意
見を求めておきます。保護者と生徒がストレス対処について話し合う機会
にもなります。
　また、保護者が生徒にこの授業を受けてほしくないという要望があれば、
保健室で過ごすなどの対応を事前に検討することができます。
⑵要配慮生徒への事前対応
　「避難訓練」や「地震」という言葉を聞くだけで、気分が悪くなる生徒
には、事前に授業内容を知らせて、参加の可否を尋ねておくといいです。
参加できない生徒は、保健室で過ごすというのもいいでしょう。また、「地
震」などの言葉は安全だということも少しずつ伝えていきましょう。
⑶障がいのある生徒への配慮
　学校の状況や生徒の障がいの状態等に応じて、授業を展開する上で必要
な合理的配慮の提供を工夫したり交流及び共同学習として実施したりする
ことも考えられます。
４　実施時期
　時期は、災害発生から１年後を目途に、生徒の実態に応じて、教育相談
部会等のチームの判断で決定するようにしましょう。朝の会やクラスが落
ちつかないときに、ショートエクササイズを実践するのもいいでしょう。
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５　準備物
・「心と体の振り返りシート」（15項目版）用紙
・「防災と心のサポートリーフレット」（生徒）
６　形態
　以下の形態で、学級単位（40人以内）で実施してください。
　また、学級の実態に応じて、担任の判断で臨機応変に設定してください。
　但し、生徒のプライバシーが守られ、安心して心と体の振り返りシート
が書けるように工夫してください。例えば、テストと同じ形態と雰囲気で
全校一斉に実施するなとです。

※●は担任、○はスクールカウンセラーや養護教諭等、■は生徒

黒　板
●　　　○

■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■
■　■　　　　　■　■　　　　　■　■

７　大まかな流れ
※中１～高３まで同じ流れとなっています。発達段階や障がいの状態等に応
じて、発問をやさしい言葉にするなど工夫してください。
⑴本日の目標を知る。
　「自分自身の心と体の反応を知り、その対処の仕方を学びましょう」

⑵落ち着くためのリラックス法を一つ体験する。

⑶「心と体の振り返りシート」に記入し、自分の心や体の反応に気付く。

⑷最近、イライラしたり不安に思ったりしたことを班で出し合う。

⑸イライラした時、不安に思った時の対処方を班で話し合い発表する。

⑹「防災と心のサポートリーフレット」を基に対処法を学ぶ。

⑺イライラした時、不安に思った時のリラックス法を体験する。

⑻感想を書き、お互いの思いを共有する。

※
話
し
合
い
の
仕
方
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
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８　展開（50分）
時間 教師の働きかけ 留意点
5分

10分

１　本時の目標
　最近不安だなぁと感じたり、イラ
イラするなぁと感じている人はい
ませんか。ストレスを受けると心
と体に変化が現れることがありま
す。これは、自然な反応ですが、長
く続くと疲れてしまいます。今日
はその変化に対してどのように対
処したらよいか学習します。
○本時の目標を読みましょう。
＜本時の目標＞
　自分自身の心と体の状況を知
り、その対処の仕方を学ぼう。

２　リラックス法の体験
　まず、心を落ち着かせるために、
呼吸法を行います。気持ちを整え
ていきましょう。

３　「心と体の振り返りシート」の活用
⑴名前と学年クラス出席番号の確認
⑵「心と体の振り返りシート」ヘ
チェックの確認
　では、姿勢を正して軽く目を
つぶってください。そして、一
度大きく深呼吸をしてくださ
い。この一週間を振り返ってみ
ましょう。
　今から、自分の心と体の状態
を確認してもらいます。自分の
心と体の健康を振り返り、より
よいストレス対処法を学ぶため
のものです。
　「心と体の振り返りシート」
にチェックをしましょう。
　涙があふれてくるのも自然な
反応です。回復していくとき、
涙はストレスを解き放ちます。
　でも、やりたくないと思った
人は、無理しなくてもいいです
よ。
　それでは、目を開けて、回答し
てください。時間は５分です。

※クラス全員の生徒の表情を見
渡しながら、語りかけるよう
に話す。

※声の大きさなどで、クラスの
雰囲気を感じ、安心して授業
を行う雰囲気をつくる。

※資料2b参照
※生徒が実際に体験できるよう
にスクールカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。

※事前に「心と体の振り返り
シート」の配付方法を決めて
おき、スムーズに心と体の振
り返りシートが配付されるよ
うに配慮する。

※目を閉じることができない生徒
は安心感を脅かされているかも
しれない。無理に目を閉じさせ
ない。

※あまり深く考えずに、浮かんだ
数字に○をするぐらいでいいこ
とを伝える。

※「心と体の振り返りシート」
にチェックをして涙がこぼれ
ている生徒がいたら、そつと
声をかける。またしはらくそ
の後の様子を観察しておく。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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時間 教師の働きかけ 留意点
20分 ４　イライラしたり不安に思った

りしたことの班別協議
　最近、イライラしたり不安に思っ
たりしたことを書きましょう。あと
で班で話し合います。時間は、３分
です。

　４人班を作ってください。
　それでは、今書いたことをジャ
ンケンをして勝った人から時計回
りに発表してください。時間は、３
分です。

５　イライラした時、不安に思っ
た時の対処法発表

　一度、机を元に戻してください。
　イライラした時や不安に思った
時どのようにして、なくなるように
しているのかを書きましょう。
　時間は、３分です。

　４人班を作ってください。
　それでは、書いたことをジャン
ケンをして勝った人から時計回り
に発表してください。また、ジャン
ケンに勝った人が、後でどんな工
夫をしてきたか発表してもらいま
す。
　時間は、３分です。

　それでは、１班から発表してくだ
さい。発表者は、イライラした時や
不安に思った時の工夫を１つずつ
発表してください。発表を聞く人は
「いい工夫だなー」と思ったとき
は、「いいねぇ」と声をかけてくだ
さい。

※自分のことや家族、友人のこ
となどでイライラしたり、不
安に思ったりしたことを書く
ように促す。

※班が協力しているか、様子を
見て必要に応じて介入する。

※イライラした時や不安に思っ
た時どのように対処してきた
か書くように促す。

※班が協力しているか、様子を
見て、必要に応じて介入す
る。また、人前で発表するこ
とが苦手な生徒に寄り添う

※イライラと不安感をできるだけ
区別して板書する。（Ｔ２がいた
ら、Ｔ２が板書をする。）
※自分たちが、自己回復する方法
を持っていることに気付かせ
る。
※発表が終わったら、机を元に戻
させる。

　日常生活をおくる中で、イライラしたり不安に思ったりすると、心と
体に色々な変化が起きます。それはだれにでも起こる自然な変化で
す。人はその変化を小さくしていく回復力をもっています。それを、「レ
ジリエンス」と言います。
　レジリエンスを高めるための方法を皆さんと一緒に考えていきま
しょう。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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時間 教師の働きかけ 留意点
10分 ６　ストレスとアニバーサリー反

応の対処方法
　あれから1年、テレビなどで、熊
本地震のニュースが、ふえてくる
と、落ち着かなくなったり、つらい
ことを思い出して、不安になるこ
とがあります。それは、とても自然
な心と体の変化です。でも、心配
になったら、先生やカウンセラーな
どに相談するといいですよ。
　それでは、地震への備えをリー
フレットで確認しましよう。
　地震の備え（３つの危ない－倒
れる落ちる、割れる－から身を守
る）と避難の仕方を確認しましよ
う。

７　くまモンヨーガの体験
　イライラした時や不安に思った
時は、くまモンヨーガがあります。
それでは、一緒にやってみましよ
う。

※事前にリーフレットの配付方
法を決めておく。配付の仕方
にも目を配り、相手を思いや
る配付の仕方をほめる。

※アニバーサリー反応への事前
対応

①起こりうる反応について
　思い出してドキドキするなど
の反応が起こるかもしれな
い。

②誰にでも起こるということに
ついて

　それは誰にでも起こりうるあ
たりまえのこと。

③その対処法について
　リラックスしたり、話を聞いて
もらう。備えや避難の仕方を確
認する。

※リーフレットで、安全感を高める
ために、「備える防災」と「その
とき防災（避難行動）」が役に立
つことを強調する。

※動画参照（「くまモン」「教
育センター」で検索）

※生徒が実際に体験できるよう
にスク一ルカウンセラー又は
養護教諭等がモデルを示す。
自発的にやり出す子がいれば
ほめる。

5分 ８　まとめ
⑴この授業の感想を３分で書いて
みましょう。
⑵代表者の発表をしっかり聞きま
しょう。

　今日は、「心と体の振り返りシー
ト」で自分の心と体の状態も分か
りましたね。もし変化があっても、
それは自然なことです。その時
は、今日みんなで学習したことを
思い出して、試してみましょう。

※発表者に対して、他の生徒が
共感し合うよう導く。

※生徒たちの様子に応じて、温
かい言葉かけを行う。

※教師 ※スクールカウンセラー等
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（生徒）
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保護者の皆様へ

「心のサポート授業３」の実施について（お知らせ）
熊本県教育委員会　熊本市教育委員会

　○○○○（災害名）から1年の節目を迎えようとしております。この節目に、
アニバーサリー反応が発生する場合があります。アニバーサリー反応とは、
災害が起こった周年記念日などの節目で、「報道などを通じて被災者が震災
の状況を思い出し、一度治まっていた心身の異常が再発する」ことを言いま
す。「記念日反応」とも言われています。この心身の変化は誰にでも起こる
自然なことです。人はその変化を小さくしていく力を持っています。「こう
すれば、その変化が小さくなるよ」という授業を計画しております。対処方
法を学ぶことで自己回復力を高めますので、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。

■実施の内容
　「心のサポート授業３」では、まず１週間を振り返って、ストレス反
応のチェックを行います。「緊張興奮」「思い出してつらい」「避ける」「マ
イナスの考え」「体の色々な変化」などのチェック項目に、『ない』『週
に１~２日ある』『週に３~５日ある』『ほぼ毎日ある』の４つから選
んで回答します。
　次に、イライラや不安をのり越えるために、どんな工夫をしている
のかを、話し合います。その後、アニバーサリー反応の対処の仕方を
知り、リラックス法や落ち着くための方法を体験的に学びます。 
■実施時期
　○月から○月の間で各学校が定めた日です。（事情により、変更とな
る場合があります）
■その他
⑴　心のサポート授業は、スクールカウンセラーや養護教諭等との連
携・共同で行います。
⑵　心のサポート授業に係る児童の個人情報については、個人情報保
護条例により、適切に取り扱います。
⑶　本授業の実施にあたり、心配な点がある場合は、事前に各学校へ
ご相談ください。
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Not at
all

A little
bit

Moder
ately

Extre
mely

6. Not being able to stop thinking about the event

7. Bad dreams or nightmares

8. Waking up in the middle of night and not being able to go
back to sleep
9. Small things triggering you to remember something that
you don’t want to remember

12. Wondering why you can’t cry even when sad things
happened

13. Trying to stay away from thinking about the event

14. Staying away from certain people or places because they
reminded you of the event

15. Not letting yourself talk about the event.

1. Trouble sleeping

2. Losing focus when you tried to do something

3. Being irritated, annoyed, or angry

4. Getting physically nervous or feeling that your nervous
system is being very sensitive

5. Getting startled by small sounds or little things

10. Your heart beating really fast, or getting out of breath by
remembering the event

11. Hard time believing that the event really happened or it
was real
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Not at
all

A little
bit

Moder
ately

Extre
mely

16.  Blaming yourself for what happened

17.  Feeling that you cannot trust anyone

18.  Feeling hopeless no matter how hard you try

19   Not being able to enjoy things that you used to enjoy

20   Feeling that no one understand how you feel

21   Headache, stomachache, and/or feeling something wrong
with my body.

28   Having a log of fun times at school

29   Finding purpose in your life or having dream(s) for the futur

30 Taking care you do not use the Internet and do not play TV
game for the long time.

27  Feeling like you want to talk to someone.

22   Losing your sense of taste or not wanting to eat

23   Feeling like you don’t want to do anything

24   Hard time focusing when you are in class or trying to study

25 Getting in fight with 

26   Being late for school or absent from school

31  Feeling happy when playing or talking with your friend(s)
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１　目的
　災害により精神面への影響が心配される児童生徒に対し
て、学年、異校種間での継続的な支援等を円滑に行うために
個人記録票を作成し活用する。

２　対象児童生徒
　災害により精神面への影響が引き続き心配されると、管理
職を含め担任、養護教諭、教育相談担当など複数で判断した
児童生徒を対象とする。

３　記録票の取扱い
　「災害に関する心と体の個人記録票」（以下「個人記録
票」と記載）は公簿や成績物等に準じ、取扱いには十分に配
慮する。
⑴　作成を始めるに当たって
　個人記録票作成を開始することについて、既存の校内委
員会等を生かしながら、管理職を含め、担任、養護教諭、
教育相談担当など複数で確認する。

⑵　保管期間
　原則として、当該児童生徒が卒業した翌年度末まで保管
する。

⑶　保管場所及び保管方法
　当該児童生徒が在籍する学校で、個人記録票を保管する。
　紙媒体として保管する際は、金庫や のかかるロッカー
等、個人情報を確実に管理できる場所に保管する。
　電子データは成績物等の管理に準じて取扱う。個人情報
の流失がないよう十分に配慮して、PCやデータ管理を行う。
　転出、卒業の際は、紙媒体に出力し、電子データは、適
切な方法により確実に消去する。

⑷　管理責任者
　校内の管理責任者は教頭とし、年度末に、校長に報告する。
また、教頭は情報の管理や引継ぎを確実に行う。

⑸　個人記録票の記入
　　個人記録票への記入は、主に担任が情報を集約して行う。
⑹　熊本県内の小中学校への転出
　県内の小中学校への転出の際は、対象児童生徒のみ他の
公簿類と併せて、個人記録表を校長が確認し、押印したも
のを送付し、適切な対応や経過観察が行われるように引継
ぎを行う。

⑵　「心と体の個人記録票」について
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⑺　県内の中学校への進学
　小学生が熊本県内の中学校に入学する際は、対象児童生
徒のみ他の公簿類と併せて、個人記録表を校長が確認し、
押印したものを送付し、適切な対応や経過観察が行われる
ように引継ぎを行う。

⑻　県外小中学校への転出・私立学校への転学・高等学校へ
の進学
　各児童生徒への心のケアが適切に継続されるよう、転
出・進学先への引継ぎを行う。
　個人記録票の引継ぎが必要とされる場合は、校長の判断
のもと転出・進学先校長に個人記録票の写しを送付する。
その際、適切な取扱いについても依頼する。原本は各学校
において保管する。保管期間については、小学生の場合は
小学校卒業の翌年度末まで、中学生の場合は中学校卒業の
翌年度末までとする。

４　記録票を活用した心のケア
⑴　作成のポイント　
　被災地域からの転入や被災体験の状況などにより、配慮
を要する児童生徒について個人記録票を作成する。また、
児童生徒の状況や支援の経過が分かるように、できるだけ
具体的な情報を記録し、大きな変化がない場合は、学年末
等に記録する。
　ケース会議等で情報交換を行った際等にも、状況を記録
する。
　児童生徒を多くの目で見守り、多面的にとらえていくた
め、担任のほか、児童生徒の状況について把握している職
員（養護教諭や教育相談担当など）も個人記録票の作成に
関わっていく。

⑵　継続的な心のケアのために
　個人記録票を活用し、児童生徒についての情報を教職員
で共有する。
　既存の校内委員会等を生かしながら、管理職、担任、養
護教諭、教育相談担当、ＳＣなどが「心のケア対策委員会
（ケース会議）」として組織的に心のケアに取り組む。ま
た、配慮を要する児童生徒について、職員会議等で定期的
に情報交換を行うなど、教職員の共通理解を図るための機
会を設定する。
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Ⅳ章　１　関係連絡先・ホームページ等

１　関係連絡先・ホームページ等
①　行政・教育委員会関係
　　熊本県教育委員会　　　　　　０９６－３３３－２６９９
　　熊本県立教育センター　　　　０９６８－４４－６６１１
　　宇城教育事務所　　　　　　　０９６４－３２－３０４２
　　玉名教育事務所　　　　　　　０９６８－７４－２３０１
　　山鹿市教育委員会　　　　　　０９６８－４３－１６３８
　　菊池教育事務所　　　　　　　０９６８－２５－４２４８
　　阿蘇教育事務所　　　　　　　０９６７－２２－５５４４
　　上益城教育事務所　　　　　　０９６－２８２－２２２９
　　八代教育事務所　　　　　　　０９６５－３３－７１８６
　　芦北教育事務所　　　　　　　０９６６－８２－４０３０
　　球磨教育事務所　　　　　　　０９６６－２４－７７７５
　　天草教育事務所　　　　　　　０９６９－２２－４７５４
　　熊本市教育委員会　　　　　　０９６－３２８－２７０４
　　熊本県危機管理防災課　　　　０９６－３３３－２１０９

②　関係ホームページ
熊本県学校支援チームについて（教育政策課）
https://www.pref.kumamoto.jp/site/kyouiku/
77455.html

本県の防災教育について（学校安全・安心推進課）
https://www.pref.kumamoto.jp/site/kyouiku/
61527.html

本県の災害・防災情報について（危機管理防災課）
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/

　※URLは変更になることがあります
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Ⅳ章　２　救急法

２　救急法
１　応急対応の流れ

「日本赤十字社ＨＰ」より

２　応急措置
⑴止血法
①出血しているきずをガーゼやハンカチ等で直接強く押さ
えてしばらく圧迫する。包帯を少しきつめに巻くことに
よっても同様に圧迫して止血することができる。

②感染防止のために、ビニール袋やビニール手袋などを使
用することが推奨されている。

「日本赤十字社ＨＰ」より

傷病者の発生 処置／対応

あり

あり
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
到
着

なし

なし※2

必要あり
必要なし

協力者を求める※1

直ちに胸骨圧迫 30回※3

気道確保・人工呼吸２回※４

胸骨圧迫 30回と人工呼吸２回を繰り返す

直ちに胸骨圧迫から再開し
胸骨圧迫 30回と人工呼吸２回を繰り返す

救急隊に引き継ぐまで、または普段どおりの呼吸や
目的のある仕草が認められるまで続ける

119番通報とAEDの依頼
通信指令員の指導に従う

気道確保、回復体位にして観察を続ける

必要ならば医師の
診療を受けさせる

AED装着

電気ショック１回

周囲の観察
全身の観察

反応（意識の確認）

呼吸の確認

心電図解析
（ショックは必要か）

くわしい観察

救　

急　

隊　

に　

引　

き　

継　

ぐ

判断

※１協力者がいない場合は、救助者が 119番通報し
　　すぐ近くにあればＡＥＤを準備する

※２死戦期呼吸または判断に自信が持てないときは胸骨圧迫開始する

※３強く（約５㎝）
　　速く（100～120回／分）
　　絶え間なく（中断を最小限に）
※４人工呼吸の技術と意思があれば行うが、
　　できない状況では胸骨圧迫のみを行う
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Ⅳ章　２　救急法

⑵骨折

　　　　　「学校防災マニュアル」（兵庫県教育委員会）より
①前腕や上腕部の骨折は、三角布や風呂敷、スカーフなど
で上下の関節を動かさないように固定する。

②折れた部分に副子を当てて、包帯やハンカチなどで固定
する。

（固定具としては、板・ダンボール・週刊誌・傘など身の
回りにあるものを利用する）

３　負傷者の搬送
　現場から搬送する場合、できるだけ２人以上で搬送する。
⑴1人で搬送する方法　　　　⑵２人で搬送する方法

・負傷者の腕をクロスさせて持つ　・1人が後ろから腕を持ち抱え
　　　　　　　　　　　　　　　　　1人が交差させた足を持つ

⑶簡易担架を作って搬送する方法
①毛布と棒で担架を作る

・3分の1のところで折り返す
・折り返した毛布の端に余裕を持たせ折り返す。
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Ⅳ章　２　救急法

②上着と棒で担架を作る。

・２本の棒を持ち、もう1人が上着を脱がす。棒に通す。
・２～３着分の上着を通して担架にする。

４　心肺蘇生
⑴反応（意識）の確認
　大きな声をかけ、肩を軽くたたき、反応（意識）の有無を
確認します。反応（意識）がなかったり鈍い場合は、まず協
力者を求め、119番通報とＡＥＤの手配を依頼します。

⑵呼吸の確認
　傷病者が心停止を起こしているかを判断するために呼吸を
確認します。
①　呼吸を確認するために、傷病者の胸部と腹部の動きの観
察に集中します。

②　普段どおりの呼吸がない場合、あるいはその判断に自信
が持てない場合は、胸骨圧迫を開始します。このとき、呼
吸を確認するのに10秒以上かけないようにします。
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Ⅳ章　２　救急法

⑶胸骨圧迫
　心臓が痙攣したり停止したりして血液を送り出せない場合
に、心臓のポンプ機能を代行するために行います。
①　傷病者を固い床面に上向きで寝かせる。
②　救助者は傷病者の片側、胸のあたりに両膝をつき、傷病
者の胸骨の下半分（目安は胸の真ん中）に片方の手の手掌
基部を置き、その上にもう一方の手を重ね、上に重ねた手
の指で下の手の指を引き上げます。

③　両肘を伸ばし、脊柱に向かって垂直に体重をかけて、胸
骨を約５㎝（成人の場合※ただし、６歳以上の子どもを含
む）押し下げる。

④　手を胸骨から離さずに、速やかに力を緩めて元の高さに
戻す。

⑤　胸骨圧迫は１分間あたり100～120回のテンポで30回
続けて行う。
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Ⅳ章　２　救急法

⑷気道確保（頭部後屈あご先拳上法）
　一方の手を傷病者の額に、他方の手の人差し指と中指を下
あごの先に当て、下あごを引き上げるようにして、頭部を後
方に傾けます。（頭部後屈あご先拳上法）
　頸椎損傷が疑われる場合は、特に注意して静かに行いま
す。

⑸人工呼吸（呼気吹き込み法）
①　救助者は、気道を確保したまま、額に置いた手の親指と
人差し指で傷病者の鼻をつまむ。

②　救助者は自分の口を大きく開けて、傷病者の口を覆う。
③　約１秒かけて傷病者の胸が上がるのがわかる程度の吹き
込みを行う。これを２回続けて行う。（１回吹き込んだら
いったん口を離し換気させる）

④　人工呼吸を行った途端に呼吸の回復を示す変化がない限
りは、直ちに次の胸骨圧迫に移ります。

※人工呼吸には特別な用具を必要としませんが、一方向弁付き呼気吹き込み用具
などの使用が可能であれば、使用します。

⑹胸骨圧迫と人工呼吸
　心肺蘇生を効果的に行うために胸骨圧迫と人工呼吸を組み
合わせて行います。
　胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り返します。ＡＥＤを使
用するとき以外は、心肺蘇生（特に胸骨圧迫）を中断なく続
けることが大切です。人工呼吸をする技術または意思を持た
ない場合は、胸骨圧迫だけでも構いません。
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Ⅳ章　２　救急法

子どもに対する心肺蘇生
　子どもに対する心肺蘇生は、基本的には成人の場合と同じ
ですが、年齢によって体の大きさや体型が異なるために、多
少手技の違いがあります。
　また、子どもは大人に比べ、窒息や溺水など呼吸器系の障
害によって起きる心停止の割合が多く、この場合は人工呼吸
がより重要となります。
★注意事項
○胸骨圧迫
　幼児は、片手または両手で胸の厚さの約1/3くぼむ程
度、乳児は、中指と薬指で胸の厚さの約1/3くぼむ程度、
押し下げる。圧迫のテンポは成人と同じ。

○気道確保
　子どもの首は柔らかいので、後方に傾け過ぎないように
する。

○人工呼吸
　肺容量が少ないので、吹き込む量の目安は、子どもの胸
が上がるのがわかる程度にする。

　　　　　（幼児の場合）　　　　　　　　　　（乳児の場合）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用いた除細動
　国内で非常に多い心臓突然死、その中で特に多いのが心室
細動（心臓のけいれん）によるもので、発生した場合は早期
の除細動（けいれんを止めること）が救命の となります。
　ＡＥＤとは電源を入れ、音声メッセージに従うことによ
り、コンピューターによって自動的に心電図を解析し、除細
動の要否を音声で知らせ、必要な場合には電気ショックによ
り除細動を行うことができる機器です。
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Ⅳ章　２　救急法

電源を入れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※機種によっては、ふたを開けると自動的に電源が入るタイプがあります

電極パッドを傷病者に貼る（コネクターを本体に接続する）　

※機種によっては、既にコネクターが本体に接続されているタイプがあります

　電極パッドを傷病者に貼ればＡＥＤが自動的に傷病者の心
電図を解析します。
　AEDから除細動の指示が出たら、除細動ボタンを押しま
す。

　「日本赤十字社HP」より
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Ⅳ章　３　平成28年熊本地震と令和２年７月豪雨の概要

３　平成28年熊本地震と令和２年
　７月豪雨の概要

①　概要
１　発生年月日
①平成28年（2016年）４月14日（木）午後９時26分
②平成28年（2016年）４月16日（土）午前１時25分

２　地震名
平成28年熊本地震

３　震央地名
①熊本県熊本地方（北緯32度44分　東経130度48分）
②熊本県熊本地方（北緯32度45分　東経130度45分）

４　震源の深さとマグニチュード
①11㎞　マグニチュード6.5（暫定値）
②12㎞　マグニチュード7.3（暫定値）

５　人的被害（R4.2.10現在）
死者　　268人　　　　負傷者　2,736人

６　住宅被害（R4.2.10現在）
全壊　　8,642棟　　　半壊　34,389棟

７　避難所数
855箇所（ピーク時）

８　避難者数
183,882人（ピーク時・平成28年４月17日）

９　ライフラインの被害と復旧日
電気停電　　　　約48万戸　完全復旧 平成28年４月28日
電話（固定電話）約2100回線　完全復旧 平成28年４月20日
ガス停止　　　　約11万戸　完全復旧 平成28年４月30日
水道断水　　　　約45万戸　完全復旧 平成28年４月28日※
※　家屋等損壊地域は除く

⑴　平成28年熊本地震
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Ⅳ章　３　平成28年熊本地震と令和２年７月豪雨の概要

②　教育分野における被害の概要
⑴　児童生徒及び教職員の被害
　熊本地震では、小学校、中学校、高校及び特別支援学校
の児童生徒や教職員に死者はなかった。負傷者数は下表の
とおり計214人である。
　熊本地震においては、前震、本震とも発生が夜間で活動
人口が少なく、被害が大きかった商業施設や観光施設に人
が密集していなかったこと、学校にもほとんど人がいな
かったこと、阪神淡路大震災における火災の多発や東日本
大震災における大津波の発生のように多数の生命の危機に
直結する現象が地震後に起きなかったことなどが、児童生
徒や教職員に死者がなく、負傷者も少なかったことの大き
な要因と考えられる。
　学校施設では、地震による体育館のトラス部材の落下等
の被害も出ており、地震が、児童生徒が在校している平日
の昼間に発生していれば、学校において相当な人的被害が
発生したものと予想される。

＜児童生徒及び教職員の被害状況＞　※県内公立学校の合計      　
小学校 中学校 高　校 特別支援 計

児童
生徒

重症 ６ １ ５ ０ １２
軽傷 ３５ ３９ ５９ ６ １３９

教職員 重症 ２ ０ ０ ０ ２
軽傷 ４２ １５ ３ １ ６１

計 ８５ ５５ ６７ ７ ２１４
※熊本市立学校は同市教委まとめ（児童生徒は平成28年４月、教職員は
平成28年６月調査）。その他は県教委まとめ（平成28年６月調査）
⑵　学校施設の被害
　県立学校では、高校及び特別支援学校計 71校のうち
57校（全体の80.3％）が、市町村立学校では、45市町
村の小学校、中学校、高校及び特別支援学校計530校の
うち 30市町村の 336校（全体の 63.4％）が地震によ
り被災した。県立学校及び市町村立学校の合計では、601
校のうち393校（全体の65.4％）が被災した。
　県立及び市町村立学校においては、すべての建物が新耐
震基準に基づいて建設された、又は耐震補強済みであった
学校が全体の99.8％（熊本地震発生時）で、ほぼすべて
の学校で耐震化を終えていた。このため、倒壊した建物は
なかったが、震度の大きい地震であったことから、使用禁
止等となった施設は、県立学校で 25校の 71棟（平成
28年5月10日時点）、市町村立学校で62校の91棟（平



138

Ⅳ
章

デ
ー
タ
バ
ン
ク

Ⅳ章　３　平成28年熊本地震と令和２年７月豪雨の概要

成28年 8月末時点）にのぼった。避難所となった学校計
344校のうち、校舎の一部や体育館が避難所として使用
できなかった学校が77校あり、学校再開時に自校の教室
だけでは必要な教室数を確保できなかったため、自校の武
道場やテントなど教室以外のスペースを教室代わりに使用
した学校や他校に間借りした学校が4校あった。平成29
年5月末時点では、他校に間借りしている学校はないが（阿
蘇西小が旧尾ヶ石東部小を使用）、一部のクラスがプレハ
ブの仮設校舎で授業を行っている学校は、県立学校で2校
（熊本高校及び第二高校）、市町村立学校で4校ある（東野
中学校、益城中学校、不知火小学校、小坂小学校）。
　被害の内容としては、建物の不同沈下と給排水管の破損
が多くみられることが特徴である。この他、構造体では、
柱のせん断破壊や亀裂、柱脚の破壊、トラスト部材落下、
屋根ブレース接合部の破断など、非構造部材では、天井の
破損や脱落、照明の脱落、窓枠やガラスの破損、壁の落下
などの被害が出た。
　児童・生徒の家庭の被災、学校施設の被災、学校施設の
避難所としての利用、頻発する余震への懸念等の理由によ
り休校措置をとった公立学校は、630校のうち439校（全
体の69.7％）であった。
　市町村立の給食センターでは、84施設のうち35施設
（全体の41.7％）が被災した。

＜被災した学校数＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
小学校 中学校 高　校 特別支援 計

県立
学校

全校数 － － ５４ １７ ７１
被災校数 － － ４３ １４ ５７
割合（％） － － ７９. ６ ８２. ４ ８０. ３

市町
村立
学校

全校数 ３６５ １６２ ２ １ ５３０
被災校数 ２２１ １１２ ２ １ ３３６
割合（％） ６０. ５ ６９. １ １００ １００ ６３. ４

計
全校数 ３６５ １６２ ５６ １８ ６０１
被災校数 ２２１ １１２ ４５ １５ ３９３
割合（％） ６０. ５ ６９. １ ８０. ４ ８３. ３ ６５. ４

※県立中（宇土・玉名高校附属・八代）は、高校と一体でカウントするた
め件数からは除く。
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Ⅳ章　３　平成28年熊本地震と令和２年７月豪雨の概要

＜使用禁止となった施設のある学校数＞　　　　　　　　　　　　
小学校 中学校 高　校 特別支援 計

県立
学校

全校数 － － ５４ １７ ７１
使用禁止と
なった施設の
ある学校数

－ － １９
（６１）

６
（１０）

２５
（７１）

割合（％） － － ３５．２ ３５．３ ３５．２

市町
村立
学校

全校数 ３６５ １６２ ２ １ ５３０
使用禁止と
なった施設の
ある学校数

６８ ３５ １ － １０４

割合（％） １８．６ ２１．６ ５０ － １９．６

計

全校数 ３６５ １６２ ５６ １８ ６０１
使用禁止と
なった施設の
ある学校数

６８ ３５ ２０ ６ １２９

割合（％） １８．６ ２１．６ ３５．７ ３３．３ ２１．５
※（　）書きは棟数

＜教室以外のスペースを教室として使用又は他校に間借りした学校数＞   
小学校 中学校 高　校 特別支援 計

県立
学校

全校数 － － ５４ １７ ７１
教室外使用又
は他校間借り
の学校

－ － ２ － ２

割合（％） － － ３．７ － ２．８

市町
村立
学校

全校数 ３６５ １６２ ２ １ ５３０
教室外使用又
は他校間借り
の学校

３ １ － － ４

割合（％） ０．８ ０．６ ０．８

計

全校数 ３６５ １６２ ５６ １８ ６０１
教室外使用又
は他校間借り
の学校

３ １ ２ － ６

割合（％） ０．８ ０．６ ３．６ － １．０
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＜休校措置をとった学校数＞                                                   
小学校 中学校 高　校 特別支援 計

県立
学校

全校数 － ３ ６６ １７ ８６
休校措置を
とった学校 － ３ ４２ １３ ５８

割合（％） － １００ ６３．６ ７６．５ ６７．４

市町
村立
学校

全校数 ３６５ １６２ ２ １ ５３０
休校措置を
とった学校 ２６３ １１５ ２ １ ３８１

割合（％） ７２．１ ７１．０ １００ １００ ７１．９

計

全校数 ３６５ １６５ ６８ １８ ６１６
休校措置を
とった学校 ２６３ １１８ ４４ １４ ４３９

割合（％） ７２．１ ７１．５ ６４．７ ７７．８ ７１．３
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①　概要
１　発生年月日
令和2年（2020年）7月4日（土）午前4時50分
※天草・芦北地方、球磨地方、宇城八代地方に本県初とな
る「大雨特別警報」が発表された日時

２　災害名
令和２年７月豪雨

３　７月３日（金）～４日（土）の総降水量（アメダス）
観測所名 市町村名 降水量
水俣 水俣市 ５１３．０ミリ
湯前横谷 湯前町 ４９７．０ミリ
一勝地 球磨村 ４７６．０ミリ
牛深 天草市 ４７１．０ミリ
山江 山江村 ４６８．５ミリ
上 あさぎり町 ４６６．５ミリ
田浦 芦北町 ４６５．５ミリ

　　（参考）牛深の７月の平年降水量は３０９．７ミリ

４　人的被害（R4.2.3現在）
死者　　65人　　　　負傷者　50人

５　住宅被害（R4.2.3現在）
全壊　　1,493棟　　　半壊　3,116棟

６　避難所数
212箇所（ピーク時）

７　避難者数
2,512人（ピーク時・令和２年７月12日）

８　ライフラインの被害 
電気停電　　　　　約8,840戸
電話（固定電話）　約39,770回線
ガス停止　　　　　約3,700万戸
水道断水　　　　　約28,000戸

⑵　令和2年7月豪雨
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②　教育分野における被害の概要
⑴　児童生徒及び教職員の被害
　令和２年７月豪雨における児童生徒及び教職員に死者は
なかった。
　なお、県全体の65名の死者のうち、65歳以上の高齢者
の割合が84％を占めていた。

⑵　学校施設の被害
　県立学校では、高校及び特別支援学校計 68校のうち
5校（全体の7.4％）が、市町村立学校では、45市町村
の小学校、中学校、高校、特別支援学校計504校のうち
15校（全体の3.0％）が被災した。
　被害の概要は以下のとおり。

＜被災した学校数＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
小学校 中学校 高　校 特別支援 計

県立
学校

全校数 － － ５０ １８ ６８
被災校数 － － ４ １ ５
割合（％） － － ８．０ ５．６ ７．４

市町
村立
学校

全校数 ３４０ １５９ ２ ３ ５０４
被災校数 １０ ５ ０ ０ １５
割合（％） ２．９ ３．２ ０ ０ ３．０

計
全校数 ３４０ １５９ ５２ ２１ ５７２
被災校数 １０ ５ ４ １ ２０
割合（％） ２．９ ３．２ ７．７ ４．８ ３．５

※県立中（宇土・玉名高校附属・八代）は、高校と一体でカウントするた
め件数からは除く。
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＜被災した学校と主な被災内容＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
所管 学校名 主な被災内容

県
立

八代清流高校 校舎、グラウンド
芦北高校 校舎、グラウンド、備品

球磨中央高校 校舎、グラウンド
球磨工業高校 グラウンド、備品
芦北支援学校 校舎、備品

市
町
村
立

芦北町立佐敷小学校 校舎、グラウンド、備品
芦北町立大野小学校 グラウンド
芦北町立湯浦小学校 校舎、グラウンド
芦北町立佐敷中学校 校舎、グラウンド、備品
芦北町立湯浦中学校 グラウンド、備品

津奈木町立津奈木中学校 グラウンド
人吉市立東間小学校 グラウンド
人吉市立第二中学校 校舎、グラウンド
錦町立木上小学校 グラウンド

あさぎり町立上小学校 グラウンド
山江村立山江中学校 グラウンド
相良村立相良北小学校 グラウンド
水上村立湯山小学校 校舎
球磨村立渡小学校 校舎、グラウンド、備品

天草市立牛深東小学校 校舎、グラウンド

　特に被害が大きかった学校
は、県立学校では、芦北高校
及び芦北支援学校である。芦
北高校は１階が床上浸水し、
床が捲れた。グラウンド及び
体育館にも大量の土砂が流入
し、除去に時間を要した。ま
た、１階の机・椅子、実習設備・
消耗品は使用不可となった。
　芦北支援学校は１階に泥水が流入し、清掃及び消毒に時
間を要した。また、１階の床に置いていた備品及び消耗品
は使用不可となった。
　市町村立学校では、球磨村立渡小学校と芦北町立佐敷小
学校の２校の被害が大きかった。球磨村立渡小学校は１階
の机・椅子が全て流され、体育館も浸水したことにより使
用不可となった。球磨村立一勝地小学校内に仮校舎を建設
し、8月3日（月）から同小学校内で学校を再開した。
　芦北町立佐敷小学校は、１階が床上浸水し、教室及び職
員室等が使用不可となったため、芦北町立田浦小学校及び
芦北町立田浦中学校を間借りし、7月22日（水）から学

芦北高校の床の捲れ
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Ⅳ章　３　平成28年熊本地震と令和２年７月豪雨の概要

校再開した。10月 9日（金）
にプレハブ校舎が完成し、10
月 12 日（月）から佐敷小学
校にて授業を再開した。
　また、学校施設自体の被害
は少なかったが、八代市立八
竜小学校及び八代市立坂本中
学校は、土砂崩れにより通学
路が寸断され、児童生徒が登
校できない状況になった。そのため、7月 15日（水）か
ら八代市内の公共施設において授業を再開し、8月 3日
（月）から八代市立日奈久小学校及び八代市立日奈久中学
校を間借りし、学校再開した。12月 14日（月）から道
路が復旧したため、それぞれの学校での授業を再開した。
人吉市立西瀬小学校は、約７割の児童が通学路として使っ
ていた西瀬橋が崩落したため、迂回通学を余儀なくされた。
橋は9月4日（金）から通行可能となった。

⑶　休校措置の状況
　小学校135校、中学校65校、高校25校、特別支援
学校7校の計252校（いずれも熊本市を除く）で休校措
置をとり、8月3日（月）に全ての学校が再開した。なお、
学校再開に時間を要したのは、被害が甚大であった球磨村
の小中学校である。

渡小学校の図書室被害
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⎫
｜
⎬
｜
⎭

４　災害対策等関係法令等
〈国〉

災害対策基本法　（昭和36年法律第223号）
　　　　　　　　（最終改正：令和３年５月19日法律第36号）
・第３条…国の責務
（災害からの国土並びに国民の生命、身体及び財産の保護）
災 害 救 助 法　（昭和22年法律第118号）
　　　　　　　　（最終改正：平成30年６月15日法律第52号）
・第１条…目的　（国が応急的に必要な救助を行う）
（地方公共団体、その他団体及び国民の協力の下に行われる）

災害救助法施行令第３条による協議

〈都道府県〉
災 害 対 策 基 本 法
・第 ４ 条…都道府県の責務（地域並びに県民の生命、身体及び財産の保護）
・第40条…都道府県地域防災計画（都道府県地域防災計画の作成）
・第50条…災害応急対策及びその実施責任

災 害 救 助 法
・第 ２ 条…救助の対象（都道府県知事は、救助の実施にあたる）
・第 ４ 条…救助の種類等（収容施設の供与、食料・生活必需品の給与など、医療など）
・第13条…事務処理の特例 (知事から市町村長への実施の委任、市町村長による補助 )

災 害 救 助 法 施 行 令（昭和22年政令第225号）（最終改正平成30年12月28日政令359号）
・第３条 …救助の程度、方法及び期間
（内閣総理大臣が定める基準に従い、あらかじめ、都道府県知事が定める）

災 害 救 助 法 施 行 細 則
　熊本県は、「熊本県災害救助法施行細則」（昭和52年規則第67号で定めている。
・第３条  …救助の程度、方法及び期間（避難所設置期間７日以内）

都 道 府 県 地 域 防 災 計 画
　災害対策基本法第40条の規定に基づき、地域にかかる災害対策全
般に関し、総合的かつ計画的な防災行政の整備及び推進を図る。

災害救助法13条による実施の委任

〈市町村〉
災 害 対 策 基 本 法
・第 ５ 条…市町村の責務
・第42条…市町村地域防災計画　　　　　　　　　　避難所の設置
災 害 救 助 法
・第13条…知事からの委任、知事に対する補助
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⑴　学校再開に向けての関係資料
５　資料及び様式集

①　施設・設備の点検チェック表
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②　引き渡しカード・避難先一覧表
【児童生徒引き渡しカード】

児童生徒氏名 学年・学級 年　　　組
（　　　）番

住 所

引き取り者名
１

児童生徒
との関係 電　話２

３

兄 弟 姉 妹 （　有　・　無　）
※有の場合は右欄を記載 　年　組（　）番 　　年　　組（　　）番

緊 急 時 の
連 絡 先

（勤務先等）
電話（　　　　　　　　　　）

引 き 取 り
者 署 名 電話 児童生徒

との関係

避 難 場 所

引き渡し日時 　　　月　　日　　時　　分 引き渡し
教職員名

　　　　　　　　はあらかじめ学校で記入しておく。

【避難先一覧表】
番号 氏　　　名 年　組 避難先名称 連絡方法

（電話等）
備考（ケガの程度・
避難先移動等）

1

2

3

4

5

①　児童生徒が引き取られるまで、安全な場所に集め、その場から離れないよ
うに座らせ、落ち着かせる。
②　必ず教職員が一人は側に付き、児童生徒に安心感を与える。
③　落ち着いた段階で自宅に送り届けるが、自宅に家族が不在の場合は、貼り
紙をしておき、引き取り者が来るまで、学校で預かる。
※　子どもに不安感を抱かせないように配慮することが大切である。
　　電話が回復すれば、勤務先または緊急連絡先に電話する。

「学校防災ハンドブック（兵庫県教育委員会平成24年度改訂版）」より

【参考】 引き取り者がいない児童生徒への対応
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③　建物被害状況チェックシート
※応急危険度判定調査の前に、施設の安全性を概略チェック
する。

○　安全点検の方法
ア　日常の安全点検表を基準にして行うが、状況によって
は新たな点検項目を作り、安全点検表に点検結果を記入
する。

イ　結果の判定は、A、B、Cで行う。（Aは良好、Bは措置
可能、Cは措置不可能）

ウ　点検実施に当たっては形式に流されることなく被害状
況を考慮し、子どもの目の高さで見たり、薬品が漏れて
いないかなどを具体的に見る。

【建物被害状況チェックシート】（例）
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④　当面の予定と教科書等不足調査
【当面の予定の連絡と教科書等不足調査】
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⑤　学校再開のお知らせ



153

Ⅳ
章

デ
ー
タ
バ
ン
ク

Ⅳ章　５　資料及び様式集

⑵　避難所運営関係資料
①避難所協力班の組織化と訓練

☆　学校防災マニュアルに避難所協力班を位置づける。
☆　避難所協力班による避難所開設訓練を実施する。

１　教職員による避難所協力班を組織
⑴　避難所運営は避難者の自治組織によるのが望ましい。
　　学校秩序を保てるようになるまで、時間が必要である。
⑵　震災時市町村の災害対策本部の設置は市町村の責任であ
る。

　　激甚災害時は担当職員の派遣に時間を要することもある。
２　教職員の避難所運営協力業務
⑴　校長の職務命令により行う「職務」とすることが適当。
⑵　各市町村の避難所運営マニュアルに基づき避難所開設訓練
を実施する。

３　避難所協力班の役割（学校災害対策本部の設置例）
救急医療班

・応急手当
・負傷や応急手当
　の記録

救護班
・負傷者の救出、救命
・各教室、体育館
　トイレのチェック

安否確認・避難誘導班
・安否確認
・避難誘導
・行方不明者報告

安全点検・消火班
・初期消火
・被害状況把握
・施設の安全点検

保護者連絡班
・引渡し場所指定
・引渡し準備と作業
・身元確認

応急復旧班
・被害状況把握
・復旧用機材等調達
・危険箇所の確認・処理
・授業教室の確保

避難所協力班
・保護者、消防隊、救助隊、警察、医療職員の誘導
・避難所の受付、名簿作成、ボランティア受入準備
・トイレ施設、ゴミなどの衛生確認
・食料、飲料水、配給物を集める

総括（本部）
・市町村災害対策本部
　と連絡
・応急対策決定　他
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　多くの学校が被災し、ピーク時は、地域防災計画上の指定の有無に拘わらず、
344校の施設が避難所となり、最大で2,000人を受け入れた学校もあった。
　避難所になった学校での聞き取りでは、避難所設置時、水、毛布、食糧、携
帯トイレ、トイレットペーパー等の備蓄が必要であったと回答した学校が多く
あった。

平成29年３月　熊本県教育委員会　　　　　　　　　　　
「学校防災（地震・津波）マニュアル作成の手引」より

　地震は突然激しい揺れに襲われ、この瞬間に多くの被害が一度に発生する。
一方、水害や土砂災害は徐々に状況が悪化し、河川の氾濫や土砂災害が発生す
るまでは基本的に人的被害は発生しないという違いがある。
　水害や土砂災害の場合、避難所への避難は激しい雨の中での避難になること
が考えられるため、例えば避難者の受付場所を屋内にしたり、できるだけ早く
開放区域に案内したりする等を心がける必要がある。

「気象庁ホームページ」より

【参考】

【参考】

避難所支援にあたり

災害の種類に応じた避難行動
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②　開放施設の明確化と開放順位の設定

☆　避難所や緊急避難所としての指定の有無や協定内容を定
期的に確認する。

☆　 の管理について市町村防災部局等と事前調整を行う。
☆　管理運営上必要な場所は非開放とする。
☆　開放順位をあらかじめ決定しておく。

１　開放施設の明確化
⑴　避難所として開放する施設は学校再開を前提に設定する。　
⑵　大規模災害が発生すると指定の有無にかかわらず学校は
緊急の避難所になる。

⑶　不測の事態にも柔軟に対応できる体制の整備を図る。
⑷　学校の教育活動への影響を最小限にして、学校再開を早
期に実現することで、児童生徒を混乱から守る。

⑸　校長室や職員室、事務室、保健室等管理運営上必要な場
所は非開放施設とする。

⑹　運動場は緊急車両や救援物資搬入のスペースを確保する。
　また、児童生徒が体を動かす（遊ぶ）スペースを確保し、
非常時の際のテント設営スペースや授業再開時の体育ス
ペース確保のために、駐車スペースを限定する。

２　開放順位の設定
⑴　学校施設の被害状況の点検の後、避難場所として開放する。
⑵　あらかじめ開放順位が決定していると混乱にも対応可能
である。（例）①運動場②体育館③教室④多目的教室

⑶　休日や夜間の緊急の避難所開設に備え、管理職以外でも
を管理する体制を整えておくことも必要である。（近隣に

居住する教職員等）また、事前に市町村防災部局等の関係
機関と調整を行う。

【参考】 ＜平成28年熊本地震時に避難所となった公立学校の集計表＞



156

Ⅳ
章

デ
ー
タ
バ
ン
ク

Ⅳ章　５　資料及び様式集

学校施設の部屋割り（例）
１　学校の施設内の部屋割りのレイアウトを決めるときは、施
設内で落ち着いた生活ができる環境づくりと管理のしやすさ
に留意する。

２　●印のついたスペースは、避難所開設当初から設けるよう
にする。

３　避難者数との関係で、必ずしも必要な空間をすべて確保で
きるとは限らない。
※　緊急度Ａ→Ｂ→Ｃの順に設置する。
※　時間の経過に合わせ避難者が減ってきた段階で共有部分
を増やすようにする。

部屋名・設置場所 緊急度 部屋割りの考え方

●立ち入り禁止
　（非開放）区域 Ａ

　学校の管理運営に必要な職員室、校
長室、事務室、給食室等および危険物
がある理科室等は、立ち入り禁止（非
開放）区域とする。また普通教室も原
則非開放とする。

●第１次避難スペース Ａ

　体育館等広いスペースを活用し、入
口付近に避難所受付を設ける。
※　町内会・自治会単位の入居が望ま
しい。

第２次避難スペース Ａ

　災害時要援護者には、福祉避難ス
ペースとして、和室や静かな場所等を
開放して入居してもらう。また大勢の
人と一緒の場合は、トイレに近い場所
を提供する等配慮する。
※　学校再開にあたって授業への影響
のない教室等を活用する。

共有空間

●運営本部室 Ａ

　市町村担当者と学校の教職員のみが
使用する避難所の対策本部用の部屋と
して使用する。
※　学校の業務に影響が出ないように
専用電話を設置してもらう。

●運営会議室 Ａ
　市町村担当者、教職員、避難者で組
織する運営委員、ボランティア代表等
で行う会議用の部屋として使用する。

●総合受付 Ａ 　正面玄関近く等、わかりやすい場所
にテーブルを置く。
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共有空間

●物資置き場 Ａ

　外部からトラック等が入りやすい場
所に設置する。
※　状況に応じて野外にテントを張る
こともある。

●医務室 Ａ
　保健室を活用する。
※　近くに休憩室が設けられることが
望ましい。

●女性専用ス
ペース Ａ

　更衣や授乳場所としても利用できる
よう部屋を確保する。居住空間の近く
が望ましい。
※　体育館内の小部屋を利用している
ケースが多い。

情報掲示板 Ａ 　正面玄関近くの壁面を利用して避難
者に情報を提供する。

ペット飼育ス
ペース Ａ

　鳴き声等の関係から校舎から離れた
グラウンドの一角に設置する。
※　できれば雨があたらない場所。

仮設トイレ Ａ

　校舎の近くであまり目につかない野
外の場所で、バキュームカーが入れる
場所、できれば清掃用の水が近くにあ
る場所に設置する。
※　夜間使用のために仮設トイレへの
照明の配線が必要。

仮設電話 Ａ

　正面玄関近くに設置する。
※　校内放送設備がある場所の近く。
校内放送をしないで伝言メモを避難
者に渡す方法もある。

ボランティア・
ルーム Ａ

　ボランティアが打ち合わせ等を行う
場所として、できれば本部室の近くに
設置する。

配給所 Ｂ
　救援物資等を配給する場所。物資置
き場の近くで、配給時のみ一時的に廊
下を使う方法もある。

更衣室 Ｂ 　居住空間の近くの部屋や仕切りで
囲ったスペースを用意する。

ゴミ置き場 Ｂ
　居住スペースから離れた野外に設置。
※　できれば雨のあたらない場所。清
掃車との関係にも配慮して設置する。

倉庫 Ｂ

避難スペース提供にあたって、教室の机、
椅子の収納のための倉庫が必要である。
※　避難者が多い場合は、机や椅子は
廊下に積み上げている例が多い。
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共有空間

テレビ Ｂ

　避難者への情報提供等のために設置
する。
※　体育館のステージ上に置くケース
が多い。

喫煙場所 Ｂ
　屋外に設置する。
※　学校敷地内禁煙の場合は、学校外
に設置を検討する。

調理室 Ｃ
　炊き出しをする場所として設置する。
※　施設内、あるいは野外の水道や排
水設備のある場所にする。

食堂 Ｃ
　外部から物資を搬入しやすい場所に
する。
※　スペースに余裕があれば設ける。

談話室 Ｃ
　騒音等の関係から避難スペースから
少し離れた場所に設置する。
※　消灯後の利用も前提にする。

洗濯場・物干
し場 Ｃ

　屋外の給排水のある場所に設置する。
※　プールの近く等が考えられる。女
性専用物干し場（室内）を確保する。
干し場としては屋上も検計する。

学習室 Ｃ 　居住空間に隣接した場所にする。
※　スペースに余裕があれば設ける。

パ ソ コ ン ス
ペース Ｃ

　避難者がインターネット利用のため
に設置されることがある。教室あるい
は廊下等、通行に邪魔にならない場所
でスペースに余裕があれば設ける。

携帯電話、ス
マートフォン等
充電スペース

Ｃ
※　スペースに余裕があれば設ける。
※　電源の確保や共有スペースのルー
ル作りが必要。

兵庫県教育委員会「防災教育研修プログラム事例集」（一部修正）より
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③　避難所としての開放区域
【避難所の開放範囲】（学校の例）
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④　避難誘導呼びかけ文例
　市町村派遣職員、学校施設管理者（学校長）、または自主
防災組織代表者などは、ハンドマイク、放送設備等により、
避難者に次のように呼びかけます。
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⑤　避難者家族票
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⑥　在宅被災者リスト・災害時要援護者リスト



163

Ⅳ
章

デ
ー
タ
バ
ン
ク

Ⅳ章　５　資料及び様式集

⑦　避難所における災害時要援護者への援助方針
１　基本的な考え方
　一般の指定避難所においては、避難者全員に対する機会
の平等性や公正性が重視されがちであるが、災害時要援護
者の多様なニーズを踏まえ、「一番困っている人」を優先
する姿勢で柔軟かつ臨機応変に対応する。

２　対象者別の配慮事項(例)
対象者 配慮事項

高 齢 者

・不便な避難生活で急速に活動力が低下し、寝たきり状態になりやすいので、健康状
態に配慮するとともに、可能な限り運動できるスペースを確保する。
・認知症高齢者は、急激な生活環境の変化で精神症状や問題行動が出現しやすく、認
知症も進行しやすいので、生活指導、機能訓練等を行い、精神的な安定を図る。
・トイレに近い場所に避難スペースを設ける。
・おむつをしている方のためには、おむつ交換の場所を別に設ける。

視 覚 障 害 者
・仮設トイレを屋外に設置する場合は、壁伝いに行くことができる場所に設置する
等、移動が容易にできるよう配慮する。
・音声で複数回繰り返すなど情報伝達方法に配慮する。
・盲ろう通訳やガイドヘルパー等を派遣する。

聴 覚 障 害 者
・伝達事項は、紙に書いて知らせる。
・盲ろう通訳や介助員、手話通訳者、要約筆記者等を派遣する。
・簡易型電光掲示板やホワイトボード等による情報伝達を行う。

肢体不自由者 ・車いすが通れる通路を確保する。
・トイレのスペース確保に配慮する。

内 部 障 害 者
難 病 患 者 等

・医療機関等の協力により巡回診療を行うほか、定期的な治療の継続のための移送
サービスを実施する。特に人工呼吸器の電源確保や人工透析患者の定期的な透析に
留意する。
・医療機材の消毒や交換等のため、清潔な治療スペースを設ける。
・人工肛門造設者用のオストメイトトイレの所在を把握し、対象者に周知する。

知 的 障 害 者
・環境の変化を理解できずに気持ちが混乱したり、精神的に不安定になる場合がある
ので、気持ちを落ち着かせるよう配慮する。
・コミュニケーションボードを使うなど絵や図、文字等を組み合わせて情報を伝え
る。

精 神 障 害 者
・疲れやすく、対人関係やコミュニケーションがストレスになることもあるので、１
人で過ごせるスペース等、落ち着くことができる環境を整える。
・保健所が精神科救護所となっているので、必要に応じて医師の診断等を仰ぎ、服薬
等を行う。

発 達 障 害 者
・突発的変化に対する不安や抵抗、こだわりが強く避難所生活になじめないこともあ
るので、プライバシーを保てるスペースを確保するよう配慮する。
・音や光に過敏な者もいるので、あらかじめ周囲に理解を求めておく。

乳 幼 児
・乳幼児のためのベビーベッド、授乳の場を用意する。
・退行現象、夜泣き、吃音、不眠、チックなどの症状に留意し、精神的安定が図られ
るよう配慮する。
・ミルク用の湯、哺乳瓶の清潔、沐浴の手だての確保等に留意する。

女 性

・更衣室や物干し場、トイレを男女別に設置する。
・入浴設備は男女ごとに時間帯を分け、受付を設置する。
・性的被害に合わないよう、照明や死角に留意する。
・炊き出しや家事等、固定的な性別役割分担に陥らないようにする。
・生理用品や下着は女性担当者が配布する。
・女性の相談員を配置し、相談に対応する。

妊 産 婦 ・安静に休息ができるスペースや搾乳、授乳できるスペースを設ける。

Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
（性的少数者）

・男女別トイレだけではなく、ユニバーサルトイレを設置する。
・プライバシーを保護した上で必要な物資（生理用品、ホルモン剤等）を受け取れる
環境を整える。

日本語に不慣
れ な 外 国 人 ・必要に応じて、通訳ボランティア等を派遣する。

「兵庫県災害時要援護者支援指針」（兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課H29、9改訂）より
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⑧　避難所開設状況報告書
【避難所開設状況報告書（速報）】　　　　　　　　　避難所用
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⑨　食料等物品要請書・受領書・救援物資管理表
【食料等物品要請書】

【食料等物品受領書】

【救援物資管理表】
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⑩　避難者一覧表・ボランティア受付簿
【避難者一覧表】(場所：体育館・　　　　　・　　　　室)

【ボランティア受付簿】
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⑪　避難所での対応例
⑴　物資・食料・飲料水等の配分方針等について
①　物資・食料・飲料水等は公平に分配します。
②　数量が不足する物資等は、避難所運営委員会での協議によっ
て配布方針を決定します。
③　物資の配布は、各（避難者）組の代表者の方にお渡しします
ので、各組内で分配するようにしてください。
④　物資等の配給は、原則毎日　　時頃に、場所は　　　　で物
資班が配給するので、秩序を持って物資班の指示に従い受け
取ってください。
⑤　配給する物資等の内容、数量は、その都度校内放送等で避難
者へ伝達します。
⑥　各自必要な物資等は、避難所運営組織本部の物資窓口に申し
込んでください。在庫があるものはその場でお渡しします。在
庫が無い物は本部へ要請しますので、届いたかどうかは各自で
窓口に確認に来てください。
⑦　食料は取り置きせず、古くなったものは決して食べないよう
にしてください。

⑵　安否問い合わせ・個人呼び出しへの対応
①　避難者が受付時に安否情報の公開を了解している場合は、情
報班が対応可能であれば避難者リストに基づいて安否を回答す
ることができます。その場合は、避難者リストにより検索しま
す。
②　避難者に対しては「災害用伝言ダイヤル　１７１」「災害用
伝言板ｗｅｂ１７１」の利用を呼びかけます。

⑶　マスコミへの対応
①　マスコミの取材に対しては、1次的に市町村派遣職員が対応
します。避難者代表者又は避難所運営組織の了解が得られれ
ば、取材を許可します。
②　取材者には、必ず腕章等機関名がわかるものをつけてもら
い、写真・映像に顔が入る場合は必ず本人の了解を得ることに
します。

⑷　調査研究者への対応
①　市町村・県が実施する調査は、事前に趣旨・内容等を説明し
た上で実施されます。協力してください。
②　研究者等による調査は、1次的に市町村派遣職員が対応しま
す。避難者代表者又は避難所運営組織の了解が得られれば、調
査を許可します。
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⑫　ペットの飼い主の皆さんへ
【ペットの飼い主の皆さんへ】　　　　　　避難所運営委員会
　避難所では、多くの人達が共同生活を送っていますので、ペット
の飼い主の皆さんは、次のことを守って避難所生活を送ってくださ
い。
①　ペットは、指定された場所に必ずつなぐか檻の中で飼ってくだ
さい。
②　飼育場所や施設は、飼い主の手によって常に清潔にし、必要に
応じて消毒を行ってください。
③　ペットの苦情や危害に対する防止に努めてください。
④　屋外の指定された場所で必ず排便させ、後始末を行ってくださ
い。
⑤　給餌は時間を決めて、その都度きれいに片づけてください。
⑥　運動やブラッシングは必ず屋外で行い、ノミの駆除に努めてく
ださい。
⑦　飼育困難な場合は、動物救援センターや災害対策本部に相談し
てください。
⑧　他の避難者との間でトラブルが生じた場合は、速やかに避難所
運営委員会（総務班）まで届け出てください。
⑨　避難所運営委員会の指示には必ず従ってください。

＜避難所ペット登録台帳＞（例）
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⑬　緊急時連絡
「災害用伝言ダイヤル１７１」
　災害用伝言ダイヤルは、地震、
噴火等の災害の発生により、被災
地への通信が増加し、つながりに
くい状況になった場合に提供が開
始されます。
　「１７１」をダイヤルし、利用
ガイダンスに従って、伝言の録音・
再生を行ってください。

伝言の録音方法 伝言の再生方法

①「１７１」にダイヤルする
②録音する場合は「１」を押す
暗証番号を利用する録音は
「３」
③被災地の電話番号を市外局番
からダイヤルする

①「１７１」にダイヤルする
②再生する場合は「２」を押す
暗証番号を利用する再生は
「４」
③被災地の電話番号を市外局番
からダイヤルする

「災害用伝言板ｗｅｂ１７１」
　災害等の発生時、被害地域の居
住者がインターネットを経由して
伝言板サイトにアクセスし、電話
番号をキーとして伝言情報の登録
が可能なサービスです。
　登録された伝言情報は電話番号
をキーとして全国 ( 海外も含む )
から閲覧、追加伝言登録が可能で
す。登録したメッセージを通知す
ることもできます。

登録方法 閲覧方法

①「災害用伝言板」を検索し、
HPにアクセス

②被災地の電話番号を市外局番
から入力する

③画面の指示に従って、文字に
よる伝言を登録する

①「災害用伝言板」を検索し、
HPにアクセス

②被災地の電話番号を市外局番
から入力する

③画面の指示に従って、文字に
よる伝言の追加登録をする

※　詳しくは電気通信事業各社のホームページを参照

災害用伝言ダイヤル

１７１

災害用伝言板

web171
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⑭　避難所における生活の基本的ルール

この避難所の共通理解ルールは次の通りです。
災害対策本部

１　この避難所は、地域の防災拠点です。
２　この避難所の運営に必要な事項を協議するため、施設の管理者、避難者等の
代表からなる避難所運営委員会（以下「委員会」という。）を組織します。
・委員会は、毎日午前 時と午後 時に定例会議をおこないます。
・委員会の運営組織として、総務班、情報班、管理班、救護班、物資班を編成
します。

３　この避難所は電気、水道等のライフラインが復旧する頃を目途に閉鎖しま
す。

４　避難者は、家族単位で登録します。
・避難所を退所するときは、委員会に移転先を連絡ください。
・動物（ペット）を室内に入れることは、盲導犬等介助等に必要な場合を除
き、原則持込みは禁止です。盲導犬等の持込みは他の避難者の理解を得るこ
とが前提です。

・ペットは屋外に専用スペースを設けますので、飼い主の責任で管理してくだ
さい。

５　職員室、保健室、調理室等施設管理や避難者全員のために必要となる部屋ま
たは危険な部屋は、避難部屋として使用しません。指定した部屋を使います。
・避難所では、必要に応じて利用する部屋の移動を定期的におこないます。

６　食料・物資は、原則として全員に配給できるまでは配給をしません。
・食料・救援物資は（避難者）組ごとに配給します。
・特別な事情の場合は委員会の理解と協力を得てからおこないます。
・配給は、避難所以外の近隣の人にも等しくおこないます。
・ミルク、おむつ等特別な要望は、 室で対処します。

７　消灯は、午後 時です。
・廊下は点灯したままとし、体育館等は照明を落とします。
・職員室等管理に必要な部屋は、点灯したままとします。

８　放送は、午後 時で終了します。
９　郵便物等は郵便局員や宅配業者から直接渡していただきます。
10　電話は、午前 時から午後 時まで、受信のみをおこないます。
・呼び出しは緊急度や状況に応じて対応（伝言等）します。
・施設内では直接避難者には取り次ぎません。折り返しかけ直していただきま
す。

・携帯電話等は周囲の人の迷惑にならないように指定の場所で使用してくださ
い。

11　安否確認の問い合わせには情報開示に同意している場合に限ります。
12　トイレの清掃は、朝 時、午後 時、午後 時に、避難者が交替でお
こなうことにします。
・清掃時間は、放送をおこないます。
・水洗トイレは、大便のみバケツの水で流してください。

13　ゴミの分別は避難所内で行い、可燃ゴミは避難所内では燃やしません。
14　飲酒、喫煙は、所定の場所以外では禁止します。尚、裸火の使用は厳禁と
します。
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⑮　避難所運営委員会運営規約（例）
（目的）
第１　自主的で円滑な避難所の運営がおこなわれることを目的とし
て、避難所運営委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（構成員）
第２　委員会の構成員は、次の通りとする。

・避難者で編成する「（避難者）組」の代表者
・行政担当者
・施設管理者
・避難所で具体的な業務を運営する班の代表者
・災害ボランティアの代表者
②　前項の規定にかかわらず、「（避難者）組」の代表者が多い
場合には、互選により委員会への出席者を選ぶことができる。
③　委員会で承認されたときは、自治会、町内会等の役員や継
続的に活動するボランティア団体のリーダーは、委員会に出
席し、意見を述べることができる。

（廃止）
第３　委員会は、電気、水道等ライフラインの復旧時を目途とする避
難所閉鎖の日に、廃止する。

（任務）
第４　委員会は、避難所の運営に必要な事項を協議する。

②　委員会は、毎日午前　　時と午後　　時に定例会議をおこ
なうこととする。
③　委員会は、具体的な業務を執行するために、避難者で編成
する総務班、情報班、物資班、救護班、管理班等の運営班を
設置する。
④　各運営班の班長は、第２条の①項の規定に基づき委員会に
出席する。

（役員）
第５　委員会には、委員の互選による会長１名、副会長　名を置く。

②　会長は、委員会の業務を総括し、副会長は会長を補佐する。
（総務班の業務）
第６　主として災害対策本部との連絡、避難所の管理、ボランティア
の要請、マスコミ対応に関することを行う。
②　避難所内の秩序維持に努める。
③　避難所の消灯を午後　　時におこなう。ただし、体育館等
は照明を落とすだけとし、廊下、職員室等管理のために必要
な部屋は消灯しない。
④　避難者の退所状況等を踏まえ、避難部屋の移動を定期的に
おこなう。
⑤　委員会の事務局を務める。
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（情報班の業務）
第７　避難者の名簿の作成、更新、管理に関することをおこなう。

②　避難所運営委員会名簿の作成をおこなう。
③　避難者への情報提供及び情報収集、情報管理をおこなう。
④　近隣の在宅被災者についても把握に努める。
⑤　電話の問い合わせや、避難者の呼び出しに関することをお
こなう。
⑥　委員会の決定事項を避難者に伝達する。

（物資班の業務）
第８　避難所の食料、物資の配給、不足分の請求及び余剰物資の管理
をおこなう。
②　公平性の確保に最大限配慮して配給をおこなう。ただし、
どうしても配給する場合は、委員会の理解と協力を得てから
おこなうこととし、特別なニーズがある物資について等、特
別な要望については個別に対処する。
③　避難者以外の近隣の在宅被災者にも等しく食料、物資を配
給する。
④　不要な救援物資が到着したときは、受領を拒否することが
できる。

（救護班の業務）
第９　高齢者、障がい者、負傷者、病人等特別なニーズのある被災者
への支援をおこなう。
②　避難所内の子どもの保育活動の支援をおこなう。
③　医療機関等との連絡をおこなう。

（管理班の業務）
第10　トイレ、ごみ、防疫、ペットに関すること等、避難所における

衛生管理をおこなう。
②　毎日午前　　時と午後　　時及び午後　　時にトイレの清
掃をおこなう。
③　犬、猫等の動物類は、室外の別の場所で飼う。
④　遺体受け入れに関することをおこなう。

（その他）
第11　この規約に記載されていないことは、その都度、委員会で協議
して決める。

　付則
　この規約は、　　　　年　　月　　日から施行する。
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⑯　避難所日誌
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⑰学校施設・設備表示板（例）
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①　食支援活動チェック表

⑶　食の支援関係資料
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②　避難所の食事で気をつけること
１　衛生面には十分気をつけましょう
⑴　配られた食べ物はいつまでも手元に置かず
になるべく早く食べましょう。

⑵　避難所では、食品の温度管理ができないの
で消費期限には特に気をつけるように心がけ
ましょう。

⑶　季節によっては腐りやすい物もあるので、
匂いや味には十分注意しましょう。

２　栄養のバランスに気をつけましょう
⑴　配られる食品はおにぎりやパン、菓子類が
多く、でんぷん質や油分のとりすぎになりま
す。そのため便秘しやすくなるので、薬に頼
らず水分（お茶、牛乳等、ジュース類は除く）
をとり、適度に運動をするように心がけましょう。

⑵　炊き出しがあれば汁物や野菜をたくさん食べるようにし
ましょう。

⑶　ゆっくりよく噛んで食べるようにしましょう。
⑷　体調を崩していたり、食事制限のある病気（アレルギー
や内臓疾患等）の人、高齢者や乳幼児のいる
人は、避難所の担当者に相談し食事等につい
て相談しましょう。

３　ストレスをためないように気をつけましょう
　食事作り（炊き出し等）や食べ物を配る作業
等に積極的に参加し、からだを動かして気分転
換し、ストレスをためないようにしましょう。

＊使い捨ての食器や箸等分別ゴミの回収に協力しましょう



183

Ⅳ
章

デ
ー
タ
バ
ン
ク

Ⅳ章　５　資料及び様式集

③　食事についてのアンケート

（あてはまるものに○印をつけてください）

年齢は　　　10歳未満・10代・20代・30代・40代・
　　　　　　50代・60代・70代・80歳以上

体調で下記のようなことがありますか

　・食欲がない　　　　・眠れない　　　　・イライラする
　・便秘気味である　　・特にない

⑴　生活習慣病の治療を受けている　　　　　　　はい・いいえ

　食事制限がありますか　　　　　　　　　　　　　ある・ない

　「ある」と答えた人はどんな制限ですか記入してください

　　【例：塩分】

⑵　アレルギーがある　　　　　　　　　　　　　　ある・ない

　医師の指導を受けていますか　　　　　　　　　はい・いいえ

⑶　以下は、⑵ でアレルギーが「ある」と答えた人のみ回答してくだ
さい

　○どんな食品ですか記入してください

　　【例：エビ】

　○エピペンを所持していますか　　　　　　　　はい・いいえ

　　（エピペンを所持している場合）

　○保管場所を記入してください

　このアンケートを記入した後、栄養指導やカウンセリングを受け

たい人は名前を書いてください、個別相談の予約をします。

　　　　　　　お名前  　　　　　　　　　　　

　※個人情報について外部に知られることはありません
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主な参考文献等（順不同）
震災・学校支援チーム（EARTH）ハンドブック【平成28年度改訂版】
（兵庫県教育委員会発行）
災害時におけるペットの救護対策ガイドライン（環境省）
東日本大震災における食料へのアクセス実態調査（農林水産省）
災害時要援護者支援指針（兵庫県災害時要援護者支援対策委員会）
学校防災マニュアル（平成24年度改訂版）（兵庫県教育委員会）
震災を生きて（兵庫県教育委員会）
震災を越えて―教育の創造的復興10年と明日への歩み―（兵庫県教
育委員会）
災害を受けた子ども達の心の理解とケア（研修資料）（兵庫県教育委
員会）
防災教育研修プログラム事例集（防災教育開発機構・兵庫県教育委員
会）
みやぎ学校安全基本指針H24（宮城県教育委員会）
3.11 からの復興　絆そして未来へ　東日本大震災２年間の記録（宮
城県小学校長会・仙台市小学校長会）
災害時の心のケア（日本赤十字社）
ストレスマネジメント理論による心とからだの健康観察と教育相談
ツール集（あいり出版：冨永　良喜著）
日本障害者リハビリテーション協会情報センターHP
農林水産省HP
気象庁HP
日本赤十字社HP
NTT西日本HP
障害者放送協議会HP
災害時情報保障委員会HP
平成２８年度避難所における被災者支援に関する事例報告書（内閣府）
防災教育推進指導員養成講座［中級編］（兵庫県教育委員会）
物資供給の状況（農林水産省）
平成２９年度第１回心のケア　サポート会議資料
平成２７年度東日本大震災被災地支援活動報告
学校防災（地震・津波）マニュアル作成の手引（熊本県教育委員会）
熊本地震の対応に関する検証報告書（熊本県教育委員会）
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